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      一話　かわいさと魔力の閾値





　シャンプーの匂においでユージは目を覚ました。

　ユージの家で使っているのは『ミルクの香りのシャンプー』だ。姉の涼りよう子こお気に入りのこのシャンプーは、うたい文句にしているだけあって、しっかりとしたミルクの香りがする。髪を洗っているときだけでなく、洗髪を終えお風ふ呂ろから上がっても髪からほのかに香りがするのだ。

　そのシャンプーの匂いで、ユージは目を覚ました。

　目を開けて胸元を見ると、そこには小さな頭があった。

　ククルの頭だ。

　ククルはユージの体の上でうつぶせになって寝ていた。ちょうど、ユージの胸の位置にククルの頭がある。長い茶色がかった髪は、一枚の布のようにユージの体に覆い被かぶさっている。わずかに体が上下している緑色のパジャマの小さな体からは、ククルが安らかな夢の国にいることを窺うかがわせる。

　……なんでククルは俺おれの体の上で寝てるんだ？

　ユージは、自分の置かれた状況がうまく理解できなかった。

　首だけを動かし、机の上の目覚まし時計を見る。

　ゲーム雑誌『トゥインクル』の応募者全員プレゼントである『ミラミラ☆みらくる』の目覚まし時計だ。金髪ツインテールのヒロインが、こっちに向かってウインクをしている。

　時計は、午前八時をさしていた。

　そうだ、今日は日曜だ。

　ユージは昨日のことを思い出した。



　昨日は土曜日で、ユージは十二時近くまでリビングでゲームをしていた。原はら田だから借りた戦闘機のシューティングゲームで、月曜日には返す約束をしていた。従ってこの土日でクリアする必要があった。

　ククルはゲームに夢中になっているユージを退屈そうに見ていたが、やがて眠そうに目をこすりながら『先に寝る』と言って、リビングから姿を消した。

　ククルはいつもユージの部屋の押入れで寝ているが、いつも十時くらいには押入れの襖ふすまの向こうに姿を消している。この日も例外ではなかった。

　太平洋上で自機の何倍もの大きさの戦闘機と格闘していたユージは「んー」と視線を画面に向けたまま生返事をした。

　数時間後、地中海の孤島にある秘密基地を破壊し終えると、ユージは大きくあくびをした。クリアデータをセーブし、リビングの時計を見る。十二時を過ぎていた。

「そろそろ寝るか」

　ユージがそうつぶやき部屋に戻ると、部屋の押入れの襖はぴったりと閉じられていた。押入れの中からは、ククルが起きているような気配はない。ククルはすでに寝入っているようだった。

　ユージはベッドに横になったが、しばらくすると起き上がってエアコンのスイッチを入れた。暑かったのだ。冷房を入れ、二時間タイマーをセットし再びベッドに入ると、部屋はすぐに涼しくなった。

　心地よい室温の中、ユージは眠りに落ちた。



　そして、今。

　なぜか、ククルが自分の胸の上にいる。

　ククルはユージの体の上で熟睡していた。

　ユージは自分の体からククルを下ろした。よく眠っているので、起こさないように静かにベッドに横たえる。

　ククルの髪の毛からシャンプーの匂においがしている。

　ユージは自分の髪の毛を触り、触った手を鼻のあたりに持ってくる。

　ククルと同じシャンプーの匂いがする。

　……ククルと同じ匂いになってきたな、とユージは思った。

　鬼オウガであるククルと成り行きで夫婦になり、一緒に暮らし始めてから三か月がたつ。

『夜の国』という異世界から来た女の子との共同生活は決して平穏無事というわけではなかったが、紆う余よ曲きよく折せつ小騒動大騒動を経て、なんとかここまでやってきた。



    

  
    
      



    

  
    
      　人間はどんな環境でも時間がたてば慣れる。

　そしていつの間まにか、ククルはユージと同じような匂においになっていた、同じシャンプーや石鹸を使っているのだから当然だが、なんだか妙な気分だ。

「むー」

　ククルは意味不明の言葉を発しているが、目を覚ましそうな様子はない。

　ユージはベッドから下り、立ち上がった。

　しかしなんで今日は俺おれのベッドにもぐりこんできたんだ？　今までこんなことなかったのに。

　ユージは首をかしげた。

　ふと部屋の壁を見るとそこにはノートを破ったものと思われるＡ４サイズの紙が張ってあった。黒マジックの太い文字で『さむい』と書いてある。

　おそらくククルが書いたものだろう。

　ユージは再び寝ているククルを見た。ククルの着ている緑色のパジャマは、夏だというのに頑固に長なが袖そでだ。

　ククルにとって、エアコンの冷気は寒かったらしい。そこで暖を求めてユージのベッドの中に入ってきたらしかった。

　だが、昨日は暑かった。ユージが着ているパジャマ代わりのＴシャツは寝汗で濡ぬれている。対してククルは汗一つかいていなかった。

「寒がりなのか？」

　ユージはそうつぶやいたが、ククルから返事はない。

　だが、もう七月だというのにククルのパジャマが長袖なことからも、ユージの想像はそんなに間違っていないように思えた。

　ククルの口元から寝言が漏れる。

「むにゃむにゃ……まだ足りないぞ、ユージ」

「どんな夢を見てるんだよ」

　ユージは返事をしたが、当然のごとくククルの返答はない。

　ユージは寝ているククルを見るのは実は初めてだった。

　ククルはいつも押入れで寝ているため、『夫婦』と言いつつも寝る場所は襖ふすまで隔てられている。朝起こすときも押入れの扉をノックすることにしているから、寝ている姿を見たことがなかったのだ。

　ちなみに、ククルは朝が弱い。いつもユージが先に起き、それからククルを起こすのが日課になっている。

　しかも、低血圧なのか押入れから起きだしてきても、ぼーっとした様子でいる。起きてから十分ぐらいはスイッチの入ってないトースターのように寡黙だった。

　従ってユージはいつも早めに起きククルを起こす。コーヒーをいれてやり、ククルがちゃんと稼動し始めるのを確認してから学校に行くようにしている。

　結果、ユージは朝早く学校に着き、ククルはいつも始業ぎりぎりに学校にやってくる。二人が一緒に住んでいることはクラスメートや学校関係者には秘密にしているので、学校に着く時間がずれるのは都合がよかった。

「うーん」

　ベッドでククルが寝返りをうつ。

　ユージは自分の枕まくらをそっとククルの胸に添えてみた。ククルはぎゅっと枕を抱きしめる。

　小動物みたいでなんだか、かわいい。

『どんな動物でも、寝ている時と食べている時は常にかわいい』という話を聞いたことがある。それは、自然に適応した結果なのだ。動物はかわいいものに対して本能的に攻撃を控える性質があるらしい。動物が寝ている時と食べている時にかわいく見えるのは、その時動物が無防備な状態だからなのだ。かわいく見せることによって、食事及び睡眠時における他者からの攻撃を防いでいる、ということらしかった。

　確かに、今のククルを見ているとその話に納得できる。寝ているククルはかわいい。

　……まあ、普段がかわいくないというわけではないのだが。

　ククルはかわいいのだ。

　それは間違いのない事実だ。

　例えば、ククルの容姿をポイント化してみる。

　標準値を５ポイントとする。

　長い、茶色がかった髪、８。

　大きな瞳ひとみ、９。

　小さく赤い唇、９。

　白い首筋、７。

　細く小さな手足、６。

　８＋９＋９＋７＋６＝39。

　ユージの『かわいい』をポイントで表現すると、25ポイント以上が『かわいい』となる。ククルのポイントは39。

　結論。ククルは『かわいい』。『とてもかわいい』と言ってもいいかもしれない。

　でも、とユージは思った。

　最近、ユージは考えることがある。

　ユージはククルを見た。ククルは相変わらず安らかな寝息を立てている。

　ククルはかわいい。それは間違いない。

　ユージは部屋のハムスター籠かごを見る。この間から、飼い始めたハムスター達だ。三匹のハムスター達は朝から元気に回し車を勢いよく回転させている。

　かわいい。

　ユージはククルを再び見る。かわいい。

　ほら同じだ。

　ユージはククルのことをかわいいと思うし、ククルのことは好きだと思う。でもそれは、いわゆる彼女とか、恋人とかそういうものではないように思う。

　たまにククルの言動にどきっとすることはあるけれど、それは、なんというか、交通事故みたいなものだ。

　ユージはククルの体をつぶさに観察しているうちに、ある部分に目が留まった。

　ククルの足だ。

　白くて小さい足はかわいかったが、ユージが気になったのはそこではない。

　爪つめだ。

　妙に、爪が伸びているのだ。

　ククルの手の爪は短く綺き麗れいに切りそろえられている。だが、足の爪は手の爪よりずいぶん長かった。もしどこかにぶつけたら生爪が剥はがれるんじゃないだろうか、とユージは思った。

　ユージは昔、ちょっと足の爪を伸ばしていたら、ベッドの足にぶつけて生爪が剥げてしまったことがある。数日間、走ったり歩いたりするのはもちろん、靴を履くのにも難儀をした。それ以来、ユージの足の爪は常に短く切りそろえられている。

　ユージは机の二番目の引き出しを開けた。ククルを起こさないように、なるべく音を立てないようにそっと開ける。

　机の中には、各種文房具がばらばらと入っていたが、奥のほうに目的物を見つけた。

　爪つめ切きりだ。

　と言っても、ユージが普段自分の爪を切るのに使っている爪切りではない。以前プラモデルを作る時に使った爪切りだった。普通の爪切りより二まわりほど小型なもので、小さなパーツを切り取るのに便利だった。

　これなら小さなククルの爪を切るのも大丈夫だろう。

　ユージはベッドに乗り、ククルの足元に移動する。ベッドに乗る時にかすかにぎしっという音がしたが、ククルは相変わらず寝息を立てている。

　まずは左足からいこう。

　ユージは目の前のククルの左足を手に取る。

　……しかし、小さいな……

　ククルの足は本当に小さかった。ユージの手のひらにすっぽりと収まりそうな大きさだ。足の小ささに比例して足の爪も小さい。それだけに、丸い指先から伸びている爪がなんとも不自然に思えた。

　小指からいこう。

　ユージはククルの小指をそっとつかんだ。

「あ……」

　ククルの口元から声が漏れる。

　ククルの足の指はひんやりとしている。改めて見ると人形みたいにきれいな足だった。

　……いかんいかん、見てる場合じゃない。爪つめを切らないとな。

　ユージはククルの足の小指をしっかりと握った。

「あっ……」

　ぱちん。

　小さく爪つめ切きりの音が鳴る。

「んっ……」

　ぱちん、ぱちん。

「あっ……」

　まずまずうまく切れた。

　次は薬指だ。

　小指よりほんの少し大きいが、それでも小さいことに変わりはない。

　ユージは小指から手を離し、薬指をつかむ。

「ん…………」

　ぱちん。ぱちん。

　爪を切るたびに、足の指が微かすかに震える。だが、ユージがしっかりと指をつかんでいるので、爪を切るのには支障はない。

「あ、や……」

　ククルの声に、ユージは思わずククルの足から手を離した。少し強く足の指を握りすぎていたようだった。

　ユージは、自分の手が熱くなってきている気がした。

　……いや、俺おれはククルの足の爪を切るんだ。そう決めたんだ。

　ユージは自分にそう言い聞かせ、中指を手にとった。

　ぱちん。

　爪を切る音は小さいはずなのに、ククルの『寝言』と相まって、妙にクリアにユージの耳に届く。

「んっ、ん……」

　ククルの小さな唇から、声が漏れる。

　……中指終了、次！

　ユージは人差し指に手を伸ばす。

　何かに取りつかれたように、ユージは爪を切っていく。

　ぱちん、ぱちん、ぱちん。

「ふっ、く、ん……」

　なんとなくククルの『寝言』が大きくなってきているような気がしたが、ユージは黙殺することにした。

　人差し指終了。

　ラスト、親指だ。ユージは少し乱暴に親指をつかんだ。

「や……もっと……優しく……」

　本当は起きてるんじゃないだろうな、とユージは思ったが、親指を手から離すとククルは安らかな寝息をたて始めた。

　いつものあの寝起きの悪さから言っても、起きてはいない。ユージはそう判断した。

　再び、ククルの足の親指を手に取る。むにっとした感触が手に心地よい。

「うう……ん……」

　ユージは爪つめ切きりを親指の爪に当てる。

　ぱちん、ぱちん、ぱちん、ぱちん。

「はっ、ひゃっ……あ、ん……」

　ククルの寝言が耳についたが、ユージは爪を切り続けた。

　ユージはすべての爪を切り終わった。

　だが、まだ終わったわけではない。仕上げが残っている。

　ユージは再び机の引き出しを開け、ある物を取り出した。

　電動ヤスリである。

　ボールペン状の棒の先に円形のヤスリがついており、それがモーターで回るしくみになっている。これもプラモデルを作る時に使ったものだ。パーツとパーツの継ぎ目を消すのに便利なのだ。

　ユージは電動ヤスリのスイッチを入れた。

　ぶーん、という低いモーター音がする。

　再びククルの小指に手を伸ばす。

「あっ……」

　小指に触れるとククルが吐息を漏らした。

　電動ヤスリが爪に触れる。

「んんん、む……」

　爪切りで切った爪の尖とがっている部分を削り、丸くしてゆく。同時に、電動ヤスリの振動が、爪からククルの体に伝わっていく。その都度、ククルが反応しているのがわかる。

「やっ……はっ……は……」

　ククルの呼吸が荒くなってゆく。だがユージはククルの爪に集中した。

　これは爪だ。俺おれは爪の形を整えているのだ。

　ユージはククルの小指を強く握った。

「あ―――――――――っ！」

　ククルの足がぶるっと震える。

　ユージが思わず足から手を離すと、声がした。

「何をしている」

　ククルの声だった。閉じられていた両目はうっすらと開いている。

「な、何って……爪つめを切ってるんだけど……」

　ククルの目が吊つり上あがるのと同時に、額の角が伸びる。怒っている証拠だ。

「無礼ものぉー！」

　景気のいい音が、部屋中に響いた。



　　　＊



　ユージは台所に立ち、フライパンでスクランブルエッグを作っている。そこに、シャワー上がりのククルが台所に入ってきた。ごしごしと髪の毛をタオルで拭ふいている。

「寝込みを襲うとは不ふ埒らちな奴め」

　不機嫌な声だった。普段から起きぬけは機嫌がよくないが、いつもよりも不機嫌さ二〇パーセント増しの声だった。

　ユージは反論した。

「襲ってないっつーの。足の爪が伸びてたから切っただけだっつーの」

「それを襲ったと言うのだ。素直に非を認めたらどうなんだ。まったく子供っぽい奴め」

「ククルに言われたかねーよ」

　顔の左がまだほんのり痛い。思いっきりククルに叩たたかれたせいだ。小さな手の癖くせに、痛みはかなりのものだった。

　頬ほおの痛みにククルの言葉が追い討ちをかける。

「鬼オウガにとって、爪は角の次に大事な場所なのだぞ。しかも足の爪！　手ならともかく」

「手と足の爪って差があるのか？」

「あるに決まってるだろ！」

　決まってるのか、とユージは思った。

「知らなかったんだよ。今度から気を付けるから、忘れないように爪に『ここは大事な場所です。寝てるときに切らないでください』って書いておいてくれない？」

　髪の毛を拭いているタオルの動きが止まった。

「別に爪を切ったことを怒っているわけではない」

「じゃ何に怒ってんだよ？」

「心の準備の問題だ」

「準備？」

　ユージは火を止め、スクランブルエッグを皿に盛った。少し加熱しすぎたかもしれない。所々に焦げ目がついている。

　ククルは言葉を続けた。

「お前が爪を切りたいのなら切らせてやる。ただ、それには心の準備が必要なのだ。もし前もって言ってくれていたら……」

「前もって言ってたらなんなんだよ」

　ククルは、髪を拭ふいていたタオルで目から下の部分を覆う。

「……お前がどうしても切りたいと言うなら……いいぞ……」

　ぽん、という音がする。

　パンが焼けたことを知らせるトースターの音だった。

　ユージは皿を持ってトースターの前に立った。パンを皿に置き、用意しておいたバターを塗る。

　そして、言った。

「いや別に」

「お前は私の爪つめを切りたいのか切りたくないのかどっちなのだ！」

「だから爪を切りたいなんて一言も言ってないだろ！」

　またククルの額から角が伸びる。

　ククルの額の角は、いつもは髪の奧おくに小さく隠れている。だが、激げつ昂こうしたり気分を害したりするとその姿を現すのだ。

「ククル、角が出てる」

「別に構わんだろう。今日は日曜日で、ここは家の中だ。誰だれに見られるものでもあるまい！」

　ククルは乱暴な足取りで台所から出て行った。

　ククルとユージは共同生活を送るにあたっていくつかのとりきめをした。普段の食事はククルが作ることになっている。だが、ククルもユージも普段は朝食をとらないので、ククルは朝食をつくることはない。

　このとりきめの例外が日曜日だ。日曜日は二人揃そろって朝食を食べる。そしてその日曜日の朝食はユージが作ることになっていた。

　ユージはリビングのククルに声をかけた。

「朝食は？」

「いらん！」

　不機嫌さ二〇パーセント増量中のククルの声が返ってきた。

　まったく、子供なんだから。

　ユージはさっきのククルの評価に『性格』を付け足した。

　性格、マイナス35。

　結論、ククルはかわいくない。

　ユージは一人分のスクランブルエッグを小皿に取りわけ、残りはラップをして冷蔵庫にしまった。皿の上に焼けたパンを二枚載せ、リビングへと向かう。

　ククルはテレビの前のソファに座って、電源が落ちたままのテレビを見ている。

「リモコン、ないのか？」

「ある」

「なんで、テレビ消しっぱなしなの？」

「私のことは気にするな」

「コーヒーは？」

「いらん」

　取り付くシマがなかった。

　ユージはため息をついた。

　仕方ない。しばらく放ほうっておこう。こういう時に何かを言っても火に油を注ぐだけだ。

　自分の分の皿をテーブルに置き、ユージはパンを食べ始める。焼き加減は我ながら絶妙だった。表面はカリカリで、中はしっとりとしている。

　パンが半分になったところで、ククルがソファから立ち上がった。ユージの目の前を横切り台所に入る。しばらくすると、麦茶をコップに入れて戻ってきた。そして、ユージの真横で止まる。

　じっと、ユージが手にしているパンを見ている。

　ユージの動きが止まった。

　視線と沈黙に耐え切れなくなったユージが口を開く。

「……食べる？」

「うむ」

　ククルは目の前に差し出されたパンにかじりついた。もぐもぐと口を動かす。行儀の悪いことこの上ない。だが、差し出された草を食べる羊みたいでかわいかった。

　寝てる時と食べてる時はかわいいんだよな。しゃべらないから『性格』も気にならないし……。

　ユージがそんなことを考えていると、手していたパンが消滅していた。

「もう一枚、食べるか？」

「うむ」

　ユージはもう一枚のパンが載っている皿をククルに渡した。そして台所に行き、パンをもう二枚トースターにセットする。

「食べたいなら最初からそう言えばいいのに」

「パンを食べたかったのではない」

　ククルは力強く主張した。

「お前が持っていたパンが食べたかったのだ」

「……同じだろ？」

「同じではない」

　ククルはそう言い、ユージの席の正面に座る。いつの間まにか、ククルの額の角は引っ込んでいた。機嫌は直ったらしい。

　ククルの言うことはよくわかんないなー。

　ユージはそう思いつつも、ククルの機嫌が直ったことにちょっと安心した。



　朝食後、ユージは洗濯を始めた。

『自分の物は自分で洗う』が二人の間のルールだ。当初はククルがまとめて洗濯をすると主張したが、ユージは拒否した。共同生活のルールを決める時、大抵はククルの言うことに従ったが、これだけは強硬に主張した。

　高校生の洗濯物はデリケートなのだ。自分のパンツを洗われるのは嫌だし、逆にククルのパンツなど洗いたくもない。

　脱水が終わった洗濯物をカゴに入れると庭に出た。

　今日はいい天気だ。日差しが強かったが、風が吹いているのでそれほど暑くならなそうだ。

　庭の物干し場には、ククルの洗濯物が干されていた。ククルはユージに先んじて洗濯をすませて、今は家の掃除をしている。

　ユージの目に入ってきたのは、ククルのパンツだ。

　とても小さなパンツだった。色は白で、前の部分にリボンの飾りがついている。

　……この中によく入るな。

「ユージ、何を見ているのだ」

　背後から不意に声をかけられ、ユージは動揺した。振り返るとそこには割かつ烹ぽう着ぎ姿のククルがいた。日曜日の午前中は、この格好でいることが多い。

「べ、別にククルのパンツを見てたわけじゃないぞ」

「見たいのか？」

「見たくないよ。いや見たくないというか興味ないというか」

「まあいい。話がある」

　ククルはユージに一枚のチラシを差し出した。

　それは、アイスクリーム店のチラシだった。

『レッドタイガー改装記念！』『アイスクリーム王子がお出迎え！』という文字がチラシの上で躍っている。チラシ中央には、王冠を頭の上に載せた王子様のイラストが載っていた。

「なんだこれ？」

「昨日シキリに貰もらった」

　シキリとはクラスメートの四し方ほう堂どう桐きりのことだった。ククルと仲がよく、学校ではもう一人の九ここの重え伊い豆ずと共に三人で行動していることが多い。

　ククルはチラシの『アイスクリーム王子』を指さして言った。

「この国にはアイスクリーム族という種族がいるのか？」

「いない」

「ではどうして『王子』と呼ばれているのだ？」

「この国にはちょっと顔がいい人間を『王子』と呼ぶ風習があるんだよ」

「変わった風習だな」

「俺おれもそう思う」

　チラシには、『当店自慢・ダブルチョコアイスがなんと百円！』と大きな文字で書いてあった。その横に小さく『※限定百食』と書かれている。

　ククルは言葉を続けた。

「ここに行くぞ」

「今から？」

「嫌なのか？」

「嫌ってわけじゃないけど」

　ユージは、洗濯が終わったら本屋に行こうと思っていた。毎月購読しているゲーム雑誌『トゥインクル』の発売日が昨日だったが、うっかりして買い忘れていたのだ。

　ククルが不満そうな声を出す。

「さっき気づいたのだが、我々は休日に一緒に出かけたことがないではないか。何な故ぜだ？　何か理由でもあるのか？」

「だって」

「だって、なんだ？」

「一緒に出かけて噂うわさとかされると恥ずかしいし……」

　ユージは一部の人間にしか通じない冗談を言った。

　ククルの形の良い眉まゆが寄る。

「お前は私と一緒にいるのが嫌なのか？」

「これはギャルゲーの元祖と呼ばれているゲームのセリフでだな……」

　ユージは解説をしようとしたが、ククルの冷たい視線に射すくめられ、たまらず咳せき払ばらいをする。

「今まで休日はククルの方がよく一人で出かけていたじゃないか」

「まあ、そうだ」

　休日は洗濯や掃除が終わった後は別々に出かけるのが常だった。ユージはユージで中学からの友達である原はら田だや如月きさらぎと遊ぶことが多かったし、ククルはククルで行くところがあるようだった。今まではそれが普通で特に何も言われなかったし、ユージもククルに何も言わなかった。休日にククルがどこに出かけているのかもよく知らない。

　ククルはチラシを丁寧に折りたたんだ。

「別にお前を責めているわけではない。過去はどうでもいいのだ。重要なのはこれからだ」

「さいですか」

　結局、ユージはククルの希望に従うことにした。アイスクリーム店の近くに本屋もあるだろう。

　ユージは携帯を取り出し、ネットでバスの時間を調べる。

「お、あと十分ぐらいで駅前行きのバスが出るぞ。急いで準備しないと」

「無用だ」

　ククルは言った。

「車で行こう」

「車？　タクシーは高いぞ」

「タクシーではない。自転車だ。今日納車される予定になっている」

　ククルの言葉が終わるか終わらないかと同時に玄関のチャイムが鳴った。

　ユージとククルは玄関に向かう。

　玄関の扉を開けると、そこには女の子がいた。

「マイドー」

　ポニーテールの髪の下に、とびきりの笑顔があった。白のＴシャツの上に黒のエプロンを重ねている。

　女の子はにっこりとユージに微笑ほほえみかけた。

「他国侵略に役立つ傭よう兵へい師団から今夜のおかずの隠し味までなんでも揃そろう『ジャッカル』でース」

　誰だれ？

　と思う間まもなく、ユージの背後からククルが前に出る。

「うむ。待っていた」

　ククルは知り合いらしく、二人は共に外に出て行った。ユージもその後を追う。女の子が着ているＴシャツの背中には吠ほえる狼おおかみのイラストがプリントされていた。

　家の前には軽トラが止まっており、荷台には自転車がロープで括くくりつけられている。車の傍そばには金髪にサングラスの大男が三人立っていた。

「はーイ、降ろしテ」

　女の子が言うと大男達は作業を始める。男達は女の子が着ているＴシャツと同じＴシャツを着ており、男達が背中を向けると吠える狼のイラストがユージをにらんだ。

　大男達は軽トラの荷台から自転車を地面に下ろした。

　それを見届けると、エプロン姿の女の子はククルに手のひら大の小さな書類とボールペンを差し出した。

「ここにサインしてくださイ」

　ククルは書類にさらさらとサインをする。

　横から大男が手て提さげ袋を女の子に渡した。女の子はその手提げ袋を受け取ると、ククルに手渡した。

「あと、コレどうゾー」

「うむ。ユージよ、ちょっと着替えてくる」

　そう言って、ククルは家の中に入って行った。

　エプロン姿の女の子は笑顔でククルを見送ると、ユージの方にやってきた。

「はじめまして。オウガ族御ご用よう達たしなんでも屋『ジャッカル』のカナエといいまス。いつも奥様にはお世話になっておりまス」

　カナエがぺこりと頭を下げる。ユージもあわてて頭を下げた。

「こ、こちらこそ」

　よくわからないが、ククルはこのカナエという女の子および『ジャッカル』という店と懇こん意いにしているらしい。

　カナエはにこにこしながらユージに話しかけてきた。

「今日持ってきた自転車はデートにぴったりですヨ？」

「デート？」

「これから、デートなんでしょウ？」

「デートというのは違うんじゃないかな？　デートというのはもっと……」

「もっト？」

　言いかけてユージはやめてしまった。カナエに違う話題を振る。

「カナエさんも、その、『夜の国』の人なの？」

「そうでス」

　カナエはあっさりと肯定した。

「向こうの世界にいた時から、奥様とは懇意にさせてもらってまス」

　ククルを『奥様』と呼ぶことが気になったが、ユージはあえて触れなかった。

「奥様と旦だん那なサマの同どう棲せい生活は『夜の国』でも話題になってますヨ。でも、奥様も苦労されてるようでス。なにしろお父様があまりいい顔してないものですカラ。この間奥様が『夜の国』に帰られたときモ……」

　カナエはちょっと話しすぎたと思ったのかそこで言葉を切った。そして即座に別の話を始める。

「旦那サン、新婚生活はどーですカ？」

「どーって言われても、特に」

「夜の生活とかどーですカ」

　カナエの左右の瞳ひとみは好奇心に満みち溢あふれている。

「小さいといろいろ楽しいでしょウ？」

「楽しい……楽しい？」

　ユージは腕を組んで首をかしげる。

「まあ朝が大変だったりするかな」

「ホウホウホウ」

　カナエはどこからかメモ帳を取り出し何かを書き込んでいた。

　何を書いているんだこの人は。

　玄関の扉が開いた。

「待たせたな」

　ククルが戻ってきた。

　ククルは全身を赤のバイクスーツで固めていた。長い髪は纏まとめることなくそのまま後ろに流している。背には黒のリュックを背負っていた。

「お似合いですヨー」

　カナエがククルに声をかける。確かに、バイクスーツはククルの体にぴったりと合っていた。細身なのでこういう服がよく似合う。

「店長、ソロソロ……」

　カナエの背後に立っていた男達が声をかける。

「ア、そんな時間カ。じゃア、私はこれデ。またご利用くださイ」

　カナエはそう言うと、軽トラの助手席に乗って去っていった。荷台に乗っている大男たちの後ろ姿を見送りつつ、ククルは言った。

「あそこでいつも買い物してるのだ」

「ふーん。ああいう人がいたんだな」

「なにかと面倒見てもらっている」

　ユージは目の前の自転車を見た。

　ぴかぴかの銀色の自転車だ。日の光を浴びて輝いている。ペダルのところにモーターらしきものがついていた。どうやら電動自転車らしい。

「電動自転車かー」

「違う」

　ユージの言葉をククルは否定した。



    

  
    
      



    

  
    
      「魔動自転車だ」

「マドー？」

「電力で動くものが電動自転車、魔力で動くのが魔動自転車だ」

「魔力？　魔力ってなに？」

　銀色の自転車を撫なでながら、ユージはククルに尋ねる。

「魔力は魔の力だ……ちょっとどいてくれ」

　ククルはユージを横にどかせ、自転車の前に陣取った。

　動力部分のカバーの一部分を外すと、コードが二本出てきた。青のコードと赤のコードだ。

「ほら、そっちを持ってくれ」

　ククルは、ユージに青のコードを渡した。

　そのコードの先には、薄い金属の板がついている。その金属の板には『＋』の文字が彫られていた。

「今から魔力を自転車にためるからな」

「……具体的には、何をすればいいんだ？」

「ちょっと待ってくれ」

　ククルはどこからかＢ５サイズの冊子を取り出した。どうやら、魔動自転車の取扱説明書らしい。

　ふむふむ、と頷うなずきながらククルは冊子をめくる。

「わかったぞ」

　ククルは、ぱたんと冊子を閉じた。

「自転車から少し離れた場所に立って背をこちらに向けてくれ」

　ユージは言われた通りにした。自転車から一歩半離れたところに立ち、回れ右をする。

「うむ、その位置だ。そのままでいてくれ」

　ククルはそう言うと、ユージの後ろに回った。

「こっちを向かずに、そのままだぞ」

　何をするつもりなんだ、とユージは思ったが、とりあえずククルに従うことにした。

　ユージの背中は、体温を感じた。

　ククルの背中が、ユージの背中に触れたのだ。と言ってもユージとククルは身長差があるので、実際に背と背が触れる部分はそんなに多くはない。背中の真ん中あたりにククルの頭が触れる。

「しっかりとコードの先端をにぎっていろよ」

　ククルの顔が見えない分、背中の感触が鮮明に感じられる。

　ユージは、今日の朝のことを思い出した。シャンプーの匂においで目を覚ます。目を開けると、そこにはククルの頭があった。ククルの寝顔が脳裏に浮かぶ。そうだ、今日はククルの爪つめを切ったんだった。そうしたら……

　ピー、という電子音が鳴った。

「もういいぞ」

　ククルの背がユージの背から離れた。

「見ろ」

　ククルは魔動自転車のサドル部分を指さした。サドルには赤いメーターがついており、そのメーターは、目盛りの一番高い部分で止まっている。

「満タンだ。お前は存外に魔力が高いな」

「魔力ってこーゆーもんなの？　特に何もしてないんだけど」

「魔力というのは、『何かを思う気持ち』のことでもある。お前は何を考えていたのだ？」

　ククルの視線がユージを捉とらえる。

　さっき、ユージが考えていたのは、ククルのことだった。ククルの寝顔とククルの爪つめと、ククルのかわいさのことだった。

　でも、もちろんそんなことを答えるわけにはいかない。なぜか？

　恥ずかしいからだ。

「……別に何も考えてないけど」

「そうか」

　あっさりとククルは引き下がった。

　ユージは小さく安あん堵どの息を漏らす。

「じゃあ行くぞ」

「うーい」

　ユージは自転車のサドルにまたがろうとした。

「違う」

　ククルが不満げな声を出した。

「違うって何が？」

「お前は後ろだ」

「ククルが運転するのかよ？」

「当たり前だ。何の為ためにこの格好をしていると思っているんだ」

　ククルは誇示するように胸を張る。

「ククルって自転車乗れるの？」

「当たり前だ。私にまかせておけ」

　不安だったが、しぶしぶユージは後ろに乗った。

　魔動自転車は二人乗りを想定しているのか、後ろの部分が広く、乗りやすかった。サドルの後ろに突起があり、両手で握りやすい形状になっている。

「乗ったか？」

「うん」

「カーブの時は私と一緒に体重を移動させろよ」

「え？」

「しっかりつかまってろよ」

「うわあああああああああああああ！」

　魔動自転車は、すごい勢いで走り出した。



    

  
    
      




    

  
    
      二話　ジャージ姫とアイスクリーム王子





　高天たかまが原はら商店街は、秋あき島しま駅から電車で二駅先にある高天原駅の駅前にある商店街だ。

　近年急速に開発が進んだ秋島駅前と違い、古くからの商店街がそのまま残っている。建物もいい感じに年季が入っているお店が多い。

　かと言って、すべての設備が古いままというわけではない。去年、商店街の外れに駐輪場が出来た。商店街のお店は小規模な店が多く、自転車が止められるスペースがない店が多かった。そこで駐輪場を作り、利便性を図ったというわけだ。

　ククルが駐輪場の管理人であるおじさんから貰もらった『高天原商店街へようこそ！』のパンフレットによると、そういうことらしかった。

　その駐輪場で、ユージはぐったりとしている。

「元気がないな？　どうした？　腹でも痛いのか？」

「お前、スピード出しすぎだ……」

　息も絶え絶えにユージは言った。

　本当に死ぬかと思った。

　なにしろ、スピードが一切落ちないのだ。

　坂道を一直線に下りていくようなスピードで、平地上り下り関係なく魔動自転車は駆け続けた。車道を走り、車やバイクの間を縫うようにすり抜けていった。すり抜けていった、というのはユージにしてみれば偶然がもたらした結果であって、ククルの運転する自転車は、車やバイクに突っ込んでいったようにしか感じられなかった。事故が起こらなかったのは、単に運が良かっただけだ。その証拠に車やバイクに何度もクラクションを鳴らされた。

「あれだけ……ブレーキかけろと言ったじゃないか」

「うむ。私も少しスピードが出すぎかと思っていた」

「全然少しじゃねーよ……」

「それで、ブレーキをかけようと思ったが、無理だった」

「なぜ？」

「私も実際に乗ってみるまで気づかなかったのだが……」

　ククルは真剣な面持ちでユージに告げた。

「この自転車、ブレーキがついていないな」

「……」

　ユージはわが身の無事を神様に感謝した。

「あとでカナエに話しておく。さて、行くぞ」

　ククルは早足で駐輪場の出口に向かったが、ユージには追っていく気力がない。

「先に行っていてくれ。俺おれは少し休んでから行くから」

「わかった。……そうだ、私の携帯番号を教えておこう。お前の番号は？」

　ユージが自分の番号を告げると、ククルはリュックから携帯を取り出し、ボタンを押す。ユージの携帯が鳴った。ユージが携帯を見ると、そこには見知らぬ番号が写っていた。

　三コールなって、電話は切れた。

「それが私の番号だ。覚えておけよ」

「携帯なんていつ買ったんだ？」

「前にジャッカルで注文しておいたんだ。今朝、自転車と一緒に届けてもらった」

「ジャッカルってなんでも扱ってるな」

「『なんでも屋』だからな。では、先に行くぞ」

　ククルはそう言って、駐輪場から出て行った。ユージはその姿をぼんやりと見送る。

「帰りは俺おれが運転しよう……」

　ユージはつぶやいた。

　ぼーっとしながら十分ほど駐輪場の自転車の数を数えていると心身ともに回復してきた。ユージは駐輪場を出て、商店街に向かうことにした。

　パンフレットの地図で見ると、高天たかまが原はら商店街は蛇のような形をしている。ちょうど尻尾しつぽの外にある形になるのが駐輪場だ。そこを出て目の前の細い道に入ると、高天原商店街に入ることができる。細い道の入り口の電柱には『高天原商店街こちら』という看板があった。

　ユージは矢印に従って歩き出した。

　日曜日ということもあって、商店街は人通りが多かった。カップルや女の子同士の二人連れの姿が目立つ。手にチョコレートアイスを持っている人が多い。おそらくククルが持っていたチラシの店で買ったのだろう。目指すアイスクリーム店は、かなりの混雑が予想された。

　道は下り坂で、ゆったりと左に曲がっている。かなり先の道まで見渡せたが、ククルの姿はここからは見えない。どうやら随分と先に行っているようだった。

　ラーメン屋やうどん屋などの麺めん類るいの店が立ち並ぶ通りを過ぎると、右手に本屋が見えてきた。ちょっと大きめの本屋で、秋あき島しま駅前にある本屋と同じくらいの大きさだった。ＣＤやゲームも一緒に取り扱っているらしく、新製品のポスターが店の外に貼はられている。商店街には駐輪場があるにもかかわらず、店の前には数台の自転車が止まっていた。

　そうだ、『トゥインクル』買わないとな、とユージは思った。ククルと合流するのが遅れるかもしれないが、少しくらいなら構わないだろう。

　ユージは本屋の中に入った。

　店の中は混み合っていた。ユージは『趣味・スポーツ』のコーナーへ向かう。目指す雑誌はそこにあるに違いない。

　ユージは先月号の予告ページを思い出していた。

　先月号には、確か『学園クロニクル』について重大発表があると書いてあった。雑誌が言うところの『重大発表』とはしょーもない場合が多いから過度の期待は禁物である。禁物であるが、なにせ『学園クロニクル』である。

　続編？　もしかしてアニメ化？　期待して肩透かしを食らう危険性を充分理解しつつも、期待を膨らませる。

『トゥインクル』は平積みされていた。表紙にはこの夏発売予定の大作ＲＰＧのヒロインが描かれている。そして、そのヒロインの陰に隠れるように、『学園クロニクルドラマＣＤ化！』の文字があった。

　ドラマＣＤか……重大ってほどでもないけれど、気になる記事だ。いつ頃ごろ発売なんだろう。

　ユージは雑誌に手を伸ばした。

　隣にいた人と手が触れる。

　こーゆーの、昔なにかの漫画で見たことがある、とユージは思った。

　本屋で同じ本を手に取ろうとした主人公とヒロインの手が触れる。それがきっかけで二人は知り合い、恋に落ちるのだ。

　もちろん、その時に手に取っていたのはゲーム雑誌などではなく、文学作品だったりしたわけだが。

　ユージもその辺は心得ている。フィクションはフィクション。現実は現実。

　その区別はきちんとできている。

　しかもユージが手に取ろうとしたのは文学作品ではなく、ゲーム雑誌だ。こんな天気のいい休日に、本屋でゲーム雑誌を手に取るような女の子がいるわけがない。自分と同じような趣味の男に決まっている。

　ユージは「あ、すみません」と謝った。同時に横を向く。

　案に相違して、そこにいたのは女の子だった。

　度の強そうな眼鏡めがね、ひっつめ髪。寝起きなのか、髪は乱れている。

　上下とも茶色のジャージでキメており、胸のあたりには『鷹たか取とり中』という刺し繍しゆうがあった。聞いたことのない中学の名前だったが、おそらく中学時代のジャージを部屋着にしているのだろう。履いているのは赤のプラスチック製のサンダルだ。

　家が商店街の近所にあり、寝起きでそのまま商店街に来たであろうことが想像できた。

　女の子は、こっちを凝視してぷるぷると震えている。

　怒っているのか？とユージは思ったがそうではなかった。

　かといって笑っているわけでもない。

　驚いているのだ。

　ユージは、気づいた。

　今、目の前にいる女の子のことを自分は知っている。

　なにしろ、毎日見ているのだ。学校にいる時は、ククルよりも近くにこの女の子はいる。特別仲がいいというわけではないけれど、毎日会い、会話する間柄だ。

　今の姿はいつも見ている姿とはかなり違うけれど、間違いはなかった。

　ユージはおそるおそるその人の名前を口に出した。

「み、宮みや内うちさん？」

　ゲーム雑誌を取ろうとしてユージと手が触れたのは、クラスメートで隣の席の宮内さんだった。

　ユージの『宮内さん』という言葉が合図だったかのように、止まっていた宮内さんの時が動き出した。

「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　ボリュームＭＡＸの宮内さんの声に店中の人間が一斉にこちらを向く。

「い、いやあのその」

　周囲の視線の槍やり衾ぶすまに囲まれたユージは、意味不明な言葉を発する。そのユージを突き飛ばすように宮内さんは店を出て行った。ユージはあわてて後を追う。

　宮内さんは店を出るとユージが歩いてきた方向、つまり駐輪場のある方向に駆けだしていた。

　宮内さんはサンダル履きだしすぐに追いつけるだろうとユージは思っていたが、意に反して距離はなかなか縮まらなかった。ユージの予想以上に足が速い。確か原はら田だが作った女子リストでは、宮内さんのスポーツ欄はＢだったはずだ。しかし、今の宮内さんの脚力は高校生女子の平均以上に違いない。ユージは全速力で追いかけていたが、追いつくどころか油断すると引き離されそうだった。陸上部に入れば短距離のエースとして大会に出られるんじゃないか、というくらい速い。なにがスポーツＢだよ、とユージは原はら田だの情報収集能力を呪のろったが、いまさらどうなるものでもない。ユージは必死で後を追った。



    

  
    
      



    

  
    
      　しばらくすると徐々に宮みや内うちさんとの距離が縮まってくる。どうやら宮内さんのスピードが落ちてきたようだ。だが、追いつけたとして、どうやって宮内さんを止めよう？

　ユージが思案していると、先を走っている宮内さんの体勢が崩れた。何かに躓つまずいたのか、宮内さんはバランスを失っている。なんとか倒れないように二、三歩片足だけでぴょんと跳んだが、四歩目で地面に倒れた。

　ユージは地面に投げ出されたサンダルを拾い、宮内さんに話しかける。全速力で走ってきたので息が荒い。

「……宮内さん……大丈夫？」

　ユージはサンダルを宮内さんに差し出した。地面に倒れている宮内さんが、ユージを見上げる。にらみつけるような眼鏡めがねの奥の瞳ひとみに、ユージは一瞬たじろいだ。

　だが、すぐに変化が訪れた。

　宮内さんの目から、大粒の涙がこぼれる。

「うわああああああああああああんんんんんんん！」

　宮内さんは眼鏡を胸元にかけ、手で顔を押さえて泣き出した。

　ど、どーすりゃいいんだ？

　ユージが周囲を見渡すと、通行人が泣いている宮内さんとユージを見ている。や、やばい、なんとかしなきゃ。

　ユージと宮内さんは駐輪場の前まで来ていた。ユージにしてみれば、スタート地点に戻ったことになる。

　とにかく、この場所から離れよう。

「た、立てる？」

　宮内さんは立ち上がった。だが、相変わらず宮内さんはぐすぐすと泣いたままだ。

　とにかく、人目につかない場所まで連れていって、落ち着かせる必要がある。

　駐輪場の脇わきに周辺地図の看板があった。『高天たかまが原はら公園』という文字がユージの目に留まる。現在地からさほど距離はない。

　公園ならベンチもある。ゆっくり座って話もできるだろう。

「とりあえず、高天原公園に行こう、うん」

　自分自身に話しかけるようにユージは言うと、宮内さんに背を向け公園に向かって歩き出した。

　一歩目を踏み出した瞬間、後ろに引っ張られるような感触があった。

　振り返ると、宮内さんがユージのＴシャツの端をつかんでいた。右手は涙にまみれた顔をぬぐっているが、左手はしっかりとユージのＴシャツの裾すそをつかんでいる。

　この状況下で「離せ」とも言えず、ユージはそのまま状態で再び歩き出した。

　宮内さんの嗚お咽えつに混じって、サンダルの乾いた足音がする。その足音はユージの足音と歩調を合わせていた。

　散歩に連れられている犬ってこんな気分なのかな、とユージは思った。

　振り返って宮みや内うちさんの様子を確認したいという誘惑に何度もかられたが、そのまま振り返らずに飼い犬よろしく公園まで引っ張っていくことにした。宮内さんだって泣いている姿をじろじろと見られたくないだろう。

　幸いにも、すぐに高天たかまが原はら公園につくことができた。比較的小さな公園で、道を挟んですぐ隣に四階建てのマンションがあった。ユージと宮内さんが入ってきた入り口と反対側の出入り口の近くに親子連れが見える。おそらくそのマンションの住人だろう。

　ユージは、宮内さんをベンチに座らせた。宮内さんは、目元をこすりつつまだ泣いている。

　ユージは一いつ旦たん公園の外に出て自動販売機からウーロン茶を二本買った。ベンチに戻り、宮内さんに「はい」と言って差し出したが、宮内さんは顔を伏せたままユージの顔を見ようとしない。

「ウーロン茶、ここに置くから飲んで」

　ユージはそういい、宮内さんの横にウーロン茶の缶を置いた。そして、その缶からさらに距離をとり、宮内さんと同じベンチに座る。

　ユージはウーロン茶の缶を開け、一気に喉のどに流し込んだ。暑い中走ってきたので喉が渇いていたのだ。ぷはーっと大きな息を吐くと、ちらりと横目で宮内さんを見た。

　相変わらず宮内さんの嗚お咽えつは続いている。

　ど、どうしよう。ユージは混乱していた。とにかく宮内さんが泣き止やまなければ話にならない。だがどうすれば泣き止んでくれるのだ？　俺おれが宮内さんに謝るべきなのか？

　しかし、ユージが積極的に何かしたわけではない。宮内さんと偶然手が触れただけだ。

　……もしかして、それが大声を出すほど嫌だったのかな。俺って、そんなに嫌われているのか……

　もしそうなら、とてもショックだった。

　ユージの隣の席の宮内さんはとても親切で、優しい人だった。朝は「おはよう」とにこやかな笑顔で挨あい拶さつしてくれるし、帰るときも「また明日ね」と言ってくれる。

　一見普通の社交辞令のように見えるが、中学まで男子校で女の子とまともに会話したことのないユージにとっては、『女の子が挨拶をしてくれる』ということは新鮮な体験だった。

　加えてユージの所属する一年Ｂ組では、男子と女子の仲が良いとはいえない状況だった。これは、男子は秋あき島しま学園中等部という男子校、女子は秋島女学院という女子校からの生徒がほとんどだったことに由来する。男子も女子も互いに異性の存在に慣れていないというこもあったし、男子が『共学なら彼女ができはずだ！』と暴走気味に女子に接近し、女子が引いてしまったという側面もある。近ちか頃ごろは、女子は一部の例外を除いて男子を空気のように黙殺していた。

　その『一部の例外』のうちの一人が宮みや内うちさんだった。宮内さんは秋あき島しま女学院からの生徒ではなく、外部の学校から来た人間だった。宮内さんが話してくれたところによると、宮内さんのいた中学は共学だったらしい。従って、秋島女学院から来た女子と違い、男子のいる教室に戸惑ったりはしていなかった。ただ、『女の子と仲良くなりたい！』という欲望をむき出しにした男子の態度にはかなり閉口しているようだった。

　宮内さんは『ユージくんはそういうところないよね』と言ってくれ、親しげに接してくれていた。

　いつもなにかと俺おれに話しかけてくれたり、消しゴムを忘れた時は、自分の消しゴムを貸してくれたこともあったのに……。

　女子の中では、ククルは別として、一番仲良くなれたとユージは思っていたが、どうやら自分の一方的な思い込みのようだった。

　ユージはかなり落ち込んだ。

　宮内さんはまだぐすぐす言っている。

　二人の間に会話はない。気まずい空気がユージを締め付ける。

　いかん、まずい、やばい。なんとかこの場を乗り切らなければ。

　ユージは気まずい雰囲気を打破すべく、無難な話題を投げかけた。

「宮内さんって、この近くに住んでいるの？」

　宮内さんから返事はない。聞こえてくるのは相変わらずぐずっている声だけだ。

「そのジャージ、『鷹たか取とり中』って書いてあるけど、宮内さんのいた中学？　聞いたことがない中学なんだけど、どの辺の学校なの？」

　返事はない。

　駄だ目めだ。もう、死にたい。

　呼吸困難になりそうだ。ユージは襟えり元もとをぱたぱたさせる。

　ユージはリビングで飼っている金魚のモービーディックが水面で口をぱくぱくさせるのを思い出した。

　気まずさと呼吸困難に耐えきれず、ユージは更に話し出す。

「ゲーム雑誌手に取ろうとしてたよね？　ゲームとか好き？」

　ぐすんぐすんとい嗚お咽えつの声は小さくなっているが、返事はなかった。

　まずい。ますます酸素が薄くなってくる。

　酸素を吸入するため、ユージは話し続けた。話し続けるしかなかった。

「俺、『学園クロニクル』が好きなんだ」

　宮内さんから返事もないのに、ユージは言葉を続けた。

「入学式の後の自己紹介でも話したけどさ、『学園クロニクル』っていいんだよ。特に『神かん崎ざき圭けい子こ』ってキャラがよくてさー。すごくかわいいんだよ」

　ユージは言葉を続ける。

「原はら田だや如月きさらぎは『あのキャラが好きなんて変だ』とか言うんだけどね。特に声優の演技がダメだって。あれは下へ手ただと。でも俺おれは違うと思う。神かん崎ざき圭けい子この声優は、他ほかのキャラの声優と違うんだよ。他のキャラはもう何年も経験を積んでいる人がやってるんだけど、神崎圭子の声優は、当時中学生だった子がやっているんだよね」

　ユージの熱弁は続く。

「確かに、ちょっと聞くと他の声優より下手に聞こえるかもしれない。でもそれは違うんだ。あの声は神崎圭子の性格をよく表わしているんだよ。中の人は確か大きな仕事は初めてで、緊張して不安だったと思う。その不安とキャラの不安を重ね合わせた演技なんだよ。あれはすごいと思った。俺達と同い年ぐらいの女の子だよ？　それがあんな仕事をできるなんてすごいよ。その事を原はら田だと如月きさらぎは全然わかってない！　あいつらは……」

　ユージは、はっと我に返った。

　いつの間まにか、宮みや内うちさんの嗚お咽えつは止やんでいる。だが、宮内さんは顔を上げず、地面に視線を落としている。

　しまった。

　ユージは悔くやんだが、完全に後の祭りだった。

　調子に乗りすぎた。空気を和らげるはずの会話がただの学園クロニクル語りになってしまった。この場を和ませる為ための話だったはずなのに、いつの間にか『学園クロニクル』の神崎圭子とその声優の良さを語ることが目的になってしまっていた。目的と手段が逆転してしまっていたのだ。

　ユージは、おそるおそる宮内さんに声をかける。

「あ、あの、宮内……さん？」

「わあああああああああああん！」

　宮内さんは盛大に泣きだした。

「どうして……どうして今『学園クロニクル』の話をするの？　しかも神崎圭子の話なんかして！」

「ご、ごめん。悪かった。本当に悪かった」

　ユージは何度も謝ったが、宮内さんはユージの言葉を遮さえぎるように大声で泣いていた。

　遠くの人もこっちを見ていたが、もうどうしようもない。

　耐えるしかない。ユージは宮内さんを泣かせてしまった。だから、これは罰なのだ。

　ユージは待った。ひたすら待った。

　やがて宮内さんの鳴き声は段々と小さくなっていった。

　宮内さんはジャージの腕の部分でごしごしを顔をぬぐった。

　再び沈黙の時間が訪れた。今度はユージも口を開かなかった。それどころか宮内さんの顔もまともに見れなかった。代わりにベンチから少し離れた場所にあるブランコを見ていた。いつの間にか小学生ぐらいの男の子たちが数人ブランコで遊んでいた。そのうちの何人かがこっちを指さしてクスクス笑っている。

「帰る」

　ふいに宮みや内うちさんの声がした。

　ユージがブランコから視線を戻すと宮内さんはベンチから立ち上がっていた。泣いていたせいで、目のあたりが真っ赤だ。胸元にかけてあった眼鏡めがねを元に戻す。

「これ、貰もらってって……いい？」

　宮内さんはユージがベンチに置いたウーロン茶を手に取った。

「も、もちろん」

「ありがとう」

　眼鏡の奥から宮内さんの瞳ひとみがじっとユージを見つめている。その瞳はまだ涙で潤うるんでいた。

　こーゆーとき送っていくよ、とか言った方がいいのかな……でも俺おれ、宮内さんに嫌われてるし、近くにいないほうがいいのかもしれないし……。

　ぐるぐる考えているユージを尻しり目めに、宮内さんはユージに背を向けてすたすたと歩き始めた。かなりの早足だ。ユージはあわてて後を追う。

　公園の入り口で、宮内さんの足が止まった。

「あのね、さっきの嘘うそ」

　ユージに背を向けたまま、宮内さんは話し出した。

「ユージ君は悪くない。ちっとも悪くないよ」

　宮内さんは言った。

「私が泣いたのは、私のせいよ」

　宮内さんは言った。きっぱりとした、透き通るような高い声だ。学校で話している時の声とは違う声のようにユージには思えた。いつもの声はもっと低くゆったりとしている。声自体に笑っているような雰囲気がある。でも、今目の前にいる宮内さんが発する声は、緊張感があり、とても真しん摯しだった。学校での宮内さんのとは異質のものだった。

「それに……」

　宮内さんは言葉を切った。しばらく間が空く。

　そして、宮内さんは言った。

「ユージくんのこと、嫌いじゃないよ」

「う、うん」

　まだ頭が混乱していたが、曖あい昧まいにユージは頷うなずく。

「今日のことは忘れてね。お願い」

　宮内さんは振り返りもせずに、早足で去って行く。ユージは、宮内さんが見えなくなるまで、ずっとその後ろ姿を見ていた。

　宮内さんが視界から消えると、放心したようにベンチに腰を下ろす。

　……なんで『学園クロニクル』の話なんかしちゃったんだろう。話のキャッチボールどころか千本ノックをやってしまった。

　泣くほど嫌だったのかな……

　宮みや内うちさんに泣くほど嫌な話をしてしまったと悔くやむ半面、『学園クロニクル』の話ってそんなに嫌な話なのかな、と思った。

　でも「ユージくんは悪くない」とも言ってたしな……いやいや、宮内さんの言葉を額面通り受け取るわけにはいかない。現に宮内さんは本屋でユージと手が触れて泣き、公園では『何で学園クロニクルの話をするの？』と言って泣いているのだ。

　別れ際の言葉は、宮内さんなりの気遣いだろう。泣き止やんで冷静になったところで『ちょっと言いすぎたかも』と思ってフォローしてくれたのだ。

　ああ、最悪だ俺おれ。泣きたくなってくる。宮内さんの気持ちがほんの少しだけわかったような気がした。

　それにしても、とユージは思った。

　別れ際の宮内さんの声、かわいかったな、と思った。いつも宮内さんと話しているけれど、ああいう声じゃなかった気がする。学校で話しているときよりもかわいかった。普段の声がかわいくない、というわけじゃないけれど、さっきのは特別だった。

「……」

　ユージの頭の中にひっかかるものがあった。

　さっきの宮内さんの声は、いつもの宮内さんの声ではない。それは確かだ。だが、ユージはあの宮内さんの声を以前に聞いたことがあるような気がする。

　宮内さんと毎日のように話しているのだから当然かもしれない。だが、ユージは宮内さんの声を宮内さん以外の人から聞いたような気がするのだ。正確に言うと、宮内さんの声は、誰だれかの声と似ていた。

　だが肝心の『誰』というのが思い出せなかった。ねーちゃん？　いやねーちゃんはあんな声じゃないし。ククルとも違う。

　ユージはしばし考え込んだが、しばらくすると考えるのをやめてしまった。さっきの宮内さんの泣き顔が脳裏に浮かんで憂ゆう鬱うつな気分になってきたからだ。

「あー、月曜気まずいな……」

　いつも日曜日の夕方には休みの終わりを感じて憂鬱になるものだが、日曜のお昼前から夕方の気分を先取りしてしまった。

　月曜が虚数空間にでも消えないかな。いやでもそうすると、火曜日が来るだけか。いずれにしても、学校で宮内さんと会って、そして会話しなければならない。でもなんと言って話しかければいいのだ？

　ユージは天を仰いだ。

　あの時本屋に寄らなければ、いやそもそも高天たかまが原はら商店街なんかに来なきゃよかったんだ……。

　ユージはそのとき、アイスクリーム店に向かったククルのことを思い出した。携帯電話を取り出す。着信はないが、買ったアイスが液化するぐらいの時間はたってしまっていた。

「ククルの奴、『遅い』とか言って怒っているかな……」

　朝からククルに頬ほおを張られたり、宮みや内うちさんに泣かれたりと散々だ。ククルと合流して早く帰ろう。また災難が降ってこないとも限らないし。

　ユージは公園を出て、早足で高天たかまが原はら商店街へととって返した。



　　　＊



『赤あか井いアイスクリーム店』が『レッドタイガー』に変わったのはつい最近のことである。老朽化が著しかった店舗を改装し、名前も『赤井アイスクリーム店』から『レッドタイガー』に衣替えしたのだ。

　チラシを作った効果か、店の前には行列ができていた。

　店で女の子達にアイスクリームを手渡し、笑顔を振りまいているのは高校生らしき男子だった。長身で、茶髪の髪をバンダナでまとめている。耳のピアス穴には安全ピンをしており、身に着けている赤いエプロンには黒で虎とらの絵が描いてある。

　美形だった。アイスクリームを手渡す時の笑顔もさわやかで、絵になる男だった。

「はい、ありがとうございまーす」

　キャー、という嬌きよう声せいが並んでいるお客さんから上がる。

「虎こ太た郎ろうくーん、はやくー」

「はーい、もう少し待ってね」

　後ろの客からの声に、男が笑顔で返した。

　女の子の目的がアイスクリームなのは間違いないが、他ほかにも目的があった。

　目の前にいるこの男である。

「虎太郎くーん」

　虎太郎と呼ばれた男はとびきりの笑顔を振りまいた。

「あー、来てくれたんだー。ありがとう」

　笑顔がまぶしい。

　女の子達は全員うっとりとした表情になっている。

「虎太郎くんに誘われたんだもん、そりゃ来るわよ」

　ショートカットの女の子が甘えたような声を出した。

「じゃ少しサービスしとくね」

　虎太郎はそう言い、改装前から店の名物だった『ダブルチョコアイス』を渡した。

　そして、他のお客さんに向けて言った。

「すみませんー、チラシのダブルチョコアイスは今ので終了しました」

　隣にいた虎太郎の母親が『チラシのダブルチョコアイスは終了しました』という手書きの紙を店先に貼はる。

　えーという声があがる。

「でも、申し訳ないので今ここにいるお客さんにはチラシ通りのサービスをします」

　虎こ太た郎ろうが笑う。歓声が周囲から湧わき起こった。

　虎太郎は笑顔を顔に貼はり付けたまま、接客を続けた。

　十分後、列の最後尾のお客さんにアイスを手渡した。握手を求められたので、それに応じる。握手をした女の子は「一週間は手を洗わない」と隣の友達につぶやいていた。

　その女の子を虎太郎は笑顔で見送る。

　女の子が見えなくなると、虎太郎はため息をついた。

「オフクロ、休憩入るな」

「あいよ」

　虎太郎の母親は笑顔で答える。虎太郎と同じく虎とらの絵を描いた赤エプロンをした母親は上機嫌で答えた。

「あー、母さんあんたをハンサムに産んでよかった。天国のお父さんにも感謝だわー。こんなに女の子が来てくれる息子なんて鐘かねや太たい鼓こで探してもそうそういないわよー」

「……」

「がんばってね、アイスクリーム王子！」

　リニューアルのチラシに『アイスクリーム王子』という恥ずかしい文言を載せたのは虎太郎の母親だった。

　母親の言葉を無視して虎太郎は店の奥にある階段から二階に上がった。その表情は苦虫を噛かみ潰つぶしたようなものになっている。

　レッドタイガーの二階はアイスクリーム屋を経営する赤あか井い家の住居部分だ。虎太郎は六畳一間の自分の部屋に入り、窓際のベッドに横たわる。

　寝転がったまま、窓から夏の空を見上げた。

　ムチャクチャいい天気だ。空には雲ひとつなく、青い空がどこまでも続いている。

　ごろんと寝返りを打った。無機質な天井が虎太郎を見下ろす。

　ぽつりとつぶやいた。

「むなしい」

　虎太郎は虚無感に包まれている。

　女の子に愛あい想そを振りまき、アイスクリームを売る。もちろんアイスクリーム屋は赤井家の生業なりわいであり、商売であり、仕事だった。虎太郎も時期はともかく、いずれはアイスクリーム屋を継ごうと決めている。だから駅前でチラシも配ったし、学校のクラスメートにも声をかけて店に来るように誘った。リニューアル初日の今日も店に出て働いた。

　そこは問題ない。

　問題は、女の子にいい顔をするという部分だった。

　虎太郎は女の子が好きだ。ムサイ男を相手にするより、花が咲いたような笑顔の女の子を相手にするほうがいい。それは確かだ。

　確かだが、それ以上でもそれ以下でもないのだ。

　女の子と話すのは楽しいことは楽しいが、それ以上の感情が湧くことはない。女の子達は改装したばかりの『レッドタイガー』にとって大切なお客さんであり、そのお客さんの笑顔は『レッドタイガー』の財産だった。

　つまり、女の子にいい顔をするのは、虎こ太た郎ろうにとってあくまで仕事なのだ。

　女の子がアイスクリームを食べて笑顔になるとうれしいが、それはあくまで仕事としてであって、個人的な興味はない。

　むしろ、女の子のお客さんから個人的な興味を持たれるのは迷惑だった。

　たまに、店に来るお客さんから「以前から憧あこがれてました」だの「付き合ってください」だのという手紙を貰もらうことがある。もっと行動的なお客さんだと店頭で堂々と虎太郎に告白をする場合もある。

　虎太郎はそのすべてを断っていた。

　もちろん店に来てくれたお客さんと付き合うのは外聞がよくない、という理由もある。

　だが、虎太郎がお客さんに告白されても付きあわないのには、もう一つ大きな理由があった。

　虎太郎にはある秘密があるのだ。

「……」

　ふと虎太郎が店の前の道に目をやると、小学校低学年と思われる小さな女の子が歩いていた。ツインテールの女の子で、横にいる母親らしき女性と手をつないでいる。

　母親の方が急に歩みを止めた。携帯電話をバッグから取り出し、話を始める。

　女の子は母親の会話を眺めていたが、やがて飽きてきたのか視線を動かした。その時、ツインテール少女の前を茶色の猫が横切ろうとした。女の子はその場にしゃがみ込み、猫をじっと見つめている。

　虎太郎は、猫に夢中になっている少女に視線が釘くぎ付づけになっていた。

　茶色の猫はゆったりとした足取りで路地裏へと姿を消した。女の子は立ち上がり視線を上へと向ける。

『レッドタイガー』の二階にいる虎太郎と目が合った。

　少女はにっこりと笑い、虎太郎に向かって手を振った。

「かわいい……」

　虎太郎は胸をときめかせながらも、冷静を装い手を振り返した。

　母親の電話が終わったようだった。女の子は手を振りながら虎太郎の視界から遠ざかっていく。

　虎太郎は再び仰向けになり、天井を見上げる。

「あー、久しぶりにときめいたなあ」

　虎太郎の顔が思わずゆるんだ。

　虎太郎の秘密。

　それは虎太郎が『ロリコン』だということだった。

　いつの頃ころからか、虎太郎は自分よりかなり年下の女の子にしか興味が持てなくなっていた。

　虎こ太た郎ろうは小学生の時、同じクラスの女の子が好きだった。当時はもちろん自分は普通だと思っていた。しかし時が流れ中学生になった時、虎太郎は自分の異変に気づいた。虎太郎が「かわいい」とか「好きだ」と思えるのは、昔と同じ小学生、しかも低学年の女の子であり、同級生の女の子には興味が持てなかった。

　しかし、だからといって、実際に小さい女の子と付き合ったり告白するわけにはいかない。今はロリコンに対する目が厳しい時代。小さな女の子に「おはよう」と声をかけただけでも捕まってしまうようなご時世だ。それが夕方だったってだけで。ロリコンは犯罪者と同義語なのである。『ＹＥＳ！　ロリータ、ＮＯ！　タッチ』それが世間で生きていくための掟おきてなのだ。

　虎太郎は悩み、なんとか真人間に戻れるように努力した。

　同級生の女の子に積極的に話しかけ、好きになろうと努力した。嫌われないように髪形やファッションを雑誌やネットで研究したし、女の子達には優しく接した。

　元々素質があったのか、虎太郎は女の子達の人気者になった。バレンタインデーには学年中の女の子からチョコレートを貰もらったし、半月に一度は放課後の体育館裏や図書室で告白されたりした。

　しかしそんな女の子達に虎太郎はまったく惹ひかれなかった。休み時間に一緒に話をしたり、休みの日に遊びに行くのは楽しいのだが、『彼女』として付き合ったり、『恋人』としてデートをしたいか、と言われたら首を横に振るしかなかった。

　女の子達のことは好きだったが、男友達と同じような『好き』以上に思える女の子とは出会えなかった。

　虎太郎は努力を続けたが全くの徒労に終わった。中学三年生になり、虎太郎は進学先を男子校に決めた。要するにまともな人間になることを諦あきらめたのだ。男子校に行って、女の子のことは考えないようにしよう。なまじ共学に行って、『努力すれば彼女ができるかも』という妄想を抱くから苦しむのだ。

　虎太郎は男子校に進学し、そこそこ楽しい生活を送っていた。けれど、憂ゆう鬱うつな気分が晴れることはなかった。高校に入ると虎太郎は家のアイスクリーム屋で働き始めたのだが、そこに来る女性客の人気者になってしまったのだ。店に来る女子高生達の間で噂うわさになり、虎太郎がバイトをする日だけ妙に売り上げが伸びた。

　しかもせっかく選んだ男子校は、少子化の影響とかで女子校と合併し、共学になってしまった。クラスがむさい男だけでなく女の子が増えたのは悪いことではないが、虎太郎のコンプレックスを刺激することになった。

　俺おれはもう一生恋愛などできない。

　片思い程度ならできるかもしれないが、愛し愛されて生きるなんて無理だ。

　虎太郎はため息をつき、二階から眼下の道を見下ろす。さっきみたいなかわいい少女が道を通らないかな……。

　その虎こ太た郎ろうの視界に、一人の女の子が入ってきた。

　年の頃ころは小学校高学年だろうか。

　小さな体を全身バイクスーツで包んでいる。背中に小さなリュックを背負い、長い髪をまとめることもなく、肩から背中に流している。

　虎太郎の体に電流が走った。

　弾はじけるように身を起こし、ベッドの上に正座する。窓から顔を半分だけだして、対象を詳細に観察した。女の子自身に見ていることを気づかれるとやっかいなことになるので、十秒ごとに顔を引っ込めることも忘れない。

「か、可か憐れんだ……」

　虎太郎の口からさっきとは別種類のため息が漏れた。

　一言でいうと、それは虎太郎の理想だった。

　長い髪。大きな瞳ひとみ。細い手足。

　どくん、と虎太郎の心臓が大きな音を立てた。

　女の子はチラシを手にきょろきょろしている。何のチラシかは遠いので判別できないが、あのチラシはもしかしてうちの店のでは、と虎太郎は思った。

　もしかして、うちの店を捜しているのか？

　虎太郎は飛ぶように階段を下り、店の裏口から表へ飛び出す。

　虎太郎の目の前には、バイクスーツの女の子がいる。チラシを見ながら、小首をかしげたりしている。

「あ、あの」

　声をかけた虎太郎の声が上ずる。

「？」

　女の子は不思議そうな目で虎太郎を見た。

　か、かわいい！

　それは殺人的なかわいさだった。

　思わずその場で抱きしめたくなったが、わずかに残っている理性で自重した。

「『レッドタイガー』を捜してるの？」

「うむ。このチラシの店なのだが」

　女の子はチラシを見せた。間違いなく、虎太郎の家の店、『レッドタイガー』のチラシだった。

「それならここだよ」

　虎太郎は目の前の店を指さした。

　女の子はチラシと目の前の店を見比べた。

「意外とこぢんまりしているのだな。『王子』とやらがやっている店だから、もっと巨大な城みたいな店かと思っていたが」

　聞きようによっては失礼なことを女の子は言ったが、虎太郎は気にしなかった。女の子のかわいさに夢中になっていたのだ。

　女の子はチラシに目を落とした。次いで虎こ太た郎ろうを見つめる。

　虎太郎は針で肌を刺されているような気分になった。だがその痛みは心地よい痛みだ。

「もしかして、アイスクリーム王子か？」

『アイスクリーム王子』という俗っぽい名前も、彼女が言うと尊厳ある名前に聞こえた。

「そう！　そうです！　俺おれがアイスクリーム王子です！」

「そうか」

　女の子はチラシを丁寧に折りたたみ、背中のリュックのポケットにしまう。

「ダブルチョコアイスが百円だという話だが」

「あ、それはもう終わっちゃったんだけど……」

「そうか」

　女の子は悲しそうに目を伏せる。

「アイスクリーム王子よ、仕事の邪魔をして悪かったな」

　女の子はくるりと背中を向ける。

　や、やばい！　これはやばい！　なんとかこの子を引き留めないと！　虎太郎はあわてて口を開く。

「ちょ、ちょっと待って！　今試作品についてモニターに意見を聞いてるんだ。新作アイスを食べて感想を言ってもらうってやつ。それに協力してくれない？」

　もちろん嘘うそだった。

　だが、なりふり構ってはいられない。なんとかこの子を引き留める必要があった。

　女の子は再び虎太郎の方に振り向く。

「具体的には何をすればいいのだ？」

「アイスを食べて感想を言ってくれればいい」

「そうか」

「ちょっとこっちに来てくれる？　すぐに用意するから」

　虎太郎はククルを裏口から店の奥へと案内した。女の子に警戒されるかと思ったが、杞き憂ゆうだった。女の子は素直に虎太郎の後についてきた。

　虎太郎は平静を装っていたが、心臓の鼓動は速いリズムを刻んでいる。

　なんで俺はこんなに動揺しているのだ？

　決まっている。

　恋に落ちた。一目惚ぼれだ。

　この女の子を好きになってしまったのだ。

　虎太郎は店頭から扉一つ隔てた場所にあるバックヤードに女の子を通した。女の子はアイスクリームを製造する機械をもの珍めずらしそうに眺めたり、アイスクリームを保存している業務用冷凍庫を興味深そうに見ている。

　虎太郎は、業務用冷凍庫の横にある小型冷凍庫を開けた。そこには、商品開発用のアイスを商品とは別に保存している。

　虎こ太た郎ろうはチョコ・バニラ・イチゴ・マンゴーなどの各種アイスを取り出し、紙カップの器にこれでもかと載せた。

「どうぞ」

　そのボリュームに、女の子が目を丸くする。

「……大きいな。いつも食べてるのはもっと小ぶりなのだが」

「『レッドタイガー』のアイスを他ほかの店のアイスクリームと一緒にして貰もらっちゃ困るね！」

　虎太郎は胸を張ったがもちろん嘘うそだ。味はともかく、一人分の量が他の店とそんなに違うはずがない。

　これは、目の前にいる女の子の為ために用意したスペシャルなアイスだった。

「では、どうぞ」

「うむ、すまぬな」

　女の子は虎太郎が渡したアイスをスプーンですくい、口元に持っていく。ぺろりとすくったアイスを舐なめた。

　虎太郎は眩暈めまいがした。眩暈がするほどかわいかった。

　立てば妖よう精せい、座れば天使、歩く姿はマーメイド！

　思わず携帯を出して写メを撮ろうとしたが、理性がかろうじてその行動を押しとどめた。

　まて、虎太郎落ち着け。虎太郎は自分自身に言い聞かせる。

　こんな機会はめったにない。大事なのはこの出会いを次につなげることだ。このまま別れてしまってはただのアイスクリーム屋の店員とそのお客で終わってしまう。

　まずは、彼女の情報を手に入れるのだ。

「君、名前は？」

　客商売と日ひ頃ごろの女の子との付き合いで培ったさわやかな笑顔を女の子に向ける。

「井いの上うえ。井上ククル」

　井上ククルと名乗った女の子はアイスを口に運びつつ答えた。

「何年生？」

「一年だ」

　一年？

「小学校一年生にしては大きいね」

「違う」

　虎太郎の発言にむっとした声で返事が返ってくる。

「ごめんごめん」

　虎太郎は焦っていたが、同時に気分が高揚してくるのを感じていた。

　女の子は外見から判断するに、間違いなく小学校五、六年生の、いわゆる高学年だと思っていた。だが、聞くと一年生だと言う。小学生でない一年生となると中学生しかない。

　中一なら十三歳。虎太郎は今十七だから、四つ下だ。

　も、もしかして、俺おれ、恋ができるかもしれない！

　内なる興奮を抑えつつ、虎こ太た郎ろうは話を続ける。

「小さくてかわいかったからさー。中学生だったんだね。何中？」

「違う」

　女の子は不機嫌な顔で返答した。

「高校生だ」

「こうこうせい？」

　虎太郎は思わず大きな声を上げる。

　井いの上うえククルと名乗った少女は、手にしていたスプーンとアイスクリームが盛られている器を虎太郎に持たせた。

「ちょっと持ってろ」

　ククルは背中のリュックから手帳を取り出し、虎太郎の眼前に突き出した。

　それは、高校の生徒手帳だった。虎太郎は生徒手帳に挟んである写真付き学生証を見た。そこには大きな文字で『一年Ｂ組・井上ククル』とあり、その上には『秋あき島しま学園高等部』と書かれていた。そして、名前の下には『当学園の生徒であることを証明する』という文字が記されている。

　写っている証明写真も、確実にこの子だった。着ているのは秋島学園の制服だ。この制服は知っている。なにしろ自分も秋島学園に通っているのだ。

　間違いない。この子は高校生だ。

　ということは……

　この子は十五歳。もしくは十六歳。一つないし二つ年下。

『完・全・合・法』

　虎太郎は天使の群れを幻視した。

　教会の鐘かねの音ねと、ファンファーレが耳元で鳴り響く。

　生きててよかった！　神様バルテュス様感謝します。

　本当に恋する気持ちはなにより素敵な宝物だったんですね！

　一時は自暴自棄になったこともありました。女の子に告られ、断り続けた日々。それを逆恨みされ、ホモだのゲイだのと噂うわさを立てられ、落ち込んだ日もありました。

　でも今ならわかります。

　傷ついた日々は目の前にいる彼女に出会う為ための大切なレッスン。俺は今素敵なロリコンになります！

　しかもしかもしかも！

　生徒手帳を見る限り、井上ククルは自分と同じ秋島学園の生徒ではないか。

　神様は俺に夢のスクールライフを与えようとしてくれるのか？

　こんなかわいい子が同じ学校にいたのに見落としていたのは不明の極みだが、今日この日の出会いの為の運命だとしたら、納得できる。

　背中に羽の生えたような高揚感が虎こ太た郎ろうを包む。あまりの幸福に眩暈めまいがした。

　虎太郎は顔に手をやり、壁に手をついた。

「どうした？　気分でも悪いのか？」

　井いの上うえククルが心配そうに、虎太郎の顔をのぞき込んでいる。

　ああ、なんて優しいんだ。外見だけでなく心までも完かん璧ぺきだ。

「い、井上さん」

「ククルでいいぞ。親しいものは私のことをそう呼ぶ。ところでアイスを返してくれ」

　い、いきなり下の名前で呼ばせてくれるのか？

　もしかしてもしかして、この子、俺おれに惚ほれてる？

　いや。ありえないことではない。今日の出会い、これはもう運命としか言いようがない。

　恋を諦あきらめていたどうしようもない俺に舞い降りた天使。彼女は俺と恋する為ために遣わされた天使なのだ。

　一人で盛り上がっている虎太郎から、ククルはアイスを取り戻した。

「ククル」

「なんだ」

「……」

　虎太郎は手で顔を覆い、その場にしゃがみ込んだ。

「どうした？　今度は腹でも痛くなったのか？」

「いや、違う」

　虎太郎は目元をぬぐった。不覚にも涙を流してしまっていたのだ。

　名前呼び。

　それは古来より家族や特に親しい友人、そして恋人にしか許されない行為だ。

　それが出会ってから一時間もたたないうちに下の名前で呼ぶことができた奇跡に、虎太郎は感動していた。

「幸せすぎて怖い」

「？」

　ククルの頭の上に疑問符が浮かび上がった。

　虎太郎は笑顔を作る。

「そういえば俺の名前言ってなかったな。俺、虎太郎。赤あか井い虎太郎だ。高校二年」

　アイスを食べながらククルは頷うなずいた。

　気づくと、アイスの山は三分の一ほどに崩されている。

「秋あき島しま学園に通っているんだ」

「偶然だな。私も秋島学園に通っている」

「それは偶然じゃない。運命だよ」

「それはそうと」

　虎太郎の言葉をククルは軽く無視した。

「さっきから私のことしか話していないぞ。モニターなのに、このアイスのことを話さなくていいのか？」

「あ、いやそれは」

　虎こ太た郎ろうが二の句を継ごうとしたとき、携帯電話の音が鳴った。虎太郎の携帯の呼び出し音ではない。

「すまん。持っていてくれ」

　井いの上うえククルは、アイスクリームを虎太郎に持たせた。リュックの中から携帯電話を取り出す。

「私だ。……うむ、レッドタイガーにいる。だが店にはいない、中に入っているのだ。すぐに外に出る」

　井上ククルは電話を切ると、虎太郎の手からアイスを取り戻した。

「アイスの感想は後日言おう。同じ学校なのだろう？」

「う、うん。そうだよ！」

「学校で会うこともあるだろう。そのときにな」

　ククルはアイスクリームを食べながら早足で出て行った。

　虎太郎は一瞬呆ぼう然ぜんとしていたが、すぐに我に返りククルの後を追った。

「ク……」

　ククルの名を呼ぼうとしたとき、その声が止まった。

　井上ククルが、知らない男と話している。

　年の頃ころは虎太郎と同じぐらいだろうか。冴さえない顔をしている男だ。

　だが、ククルとはかなり親しそうだった。

「来るのが遅かったな」

　ククルの言葉に、男は嘆息交じりに答える。

「……いろいろあったんだよ」

「何だ、いろいろって」

「いろいろはいろいろだよ。ところで、ククルはアイス買えたの？　手に持ってるのがそれか？」

　ククル！　今あの男、ククルのことを名前で呼んだぞ！

　虎太郎の体温が急激に上昇した。

　誰だれだ？　誰だあいつは！

「いや、チラシに載っていたダブルチョコアイスは買えなかった。これは、『アイスクリーム王子』に貰もらった」

「王子って……ああ、チラシに載ってたアイスクリーム王子のこと？」

「うむ。大変親切な王子だった。下しも々じもの者にも慕したわれていることだろう」

　井上ククルが虎太郎の方を振り返る。

　男が虎太郎に気づき、曖あい昧まいに頭を下げる。だが虎太郎は男をにらみ続けた。

　ククルを名前で呼んでいるあいつは誰だれだ？　兄か？　いや兄妹にしては二人の顔は似ていない。いとこ、という線も考えられるが、それにしては親密すぎる。

　ま、まさか……。二人は付き合っているとかそういう関係では……

　虎こ太た郎ろうの思考をよそに、ククルはアイスを食べ続けていた。僅わずかに残ったアイスをすくって口に運びかけたが、ふと思い出しようにアイスの載ったスプーンを男に差し出した。

「食べるか？」

「うん」

　男は躊躇ためらうことなく、そのスプーンを口に中に入れた。

　パクって！　パクって食ったぞあいつ！

　虎太郎は自分の背中に生えていた羽がとれ、地面に落下していくような気分に襲われた。

　できてる！　できてるよこいつら！

　この二人は友達ではない。この親密さ、明らかに特別な関係だ。

　虎太郎の絶望と怒気をはらんだ視線に気づいたのか、男はあわてて口を離す。

「ほら、もういいだろ、帰るぞ」

「そうせかすな、ユージよ」

　ユージと呼ばれた男は、ククルの背中を押して足早に虎太郎の前から去った。

　ユージというのか。その名前、覚えたぞ。

　恋に障害は付き物。

　井いの上うえククルはロリコンの俺おれにとって女神であり、天使であり、妖よう精せいであり、マーメイドだ。

　絶対にお前から奪ってやるからな！

　虎太郎は井上ククル奪取を神に誓った。
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　早く家に帰ろう。ユージはそう思った。

　今日は朝からロクなことがない。特に商店街に来てからはひどい。宮みや内うちさんに偶然会って泣かれるし、ククルとの恥ずかしいシーンを他人に見られるし、散々だ。

　さっき、ユージはついつい油断して家にいるような感じで振る舞ってしまったのだ。その行動を見て『アイスクリーム王子』は、明らかに俺に敵意を持っていた。

　あの行動で俺に敵意を持つってことは……

　ユージはちらりと傍かたわらのククルを見る。ククルは歩きながらアイスを食べていた。その量は残り少なくなっている。

　……アイスクリーム王子はロリコンなのか？

　ユージはそう思ったがすぐにその考えを否定する。

　いやいやそんなはずはない。あんな顔のいい男がロリコンなはずがないではないか。外見や雰囲気から察するに、『アイスクリーム王子』は女の子にかなりモテるはずだ。そのような人間がロリコンのはずがない。どれでも好きなケーキを選べる人間が、どうして小さな、しかも変わった味のケーキを選ぶ必要があるのだ。

　ユージがそんなことを思案していると、アイスクリームを食べながら横を歩いているククルが言った。

「さっき、重要なことに気づいたのだが」

「何だよ」

「これはデートだな？」

「デート？」

「男女二人が外出して一緒にいる。これはデートではあるまいか」

　ユージは家を出る前のカナエの言葉を思い出した。カナエも「これから、デートなんでしょウ？」と言っていた。

　これはデートなのだろうか？

　いや、違う。

　ユージが知っているデートはこういうものではなかった。ではどういうものがデートか、と聞かれると困ってしまう。ユージが知っているデートはゲームや漫画の中でのデートなのだ。だが、デートというには何かが違う、とユージは思っている。

「デートじゃないんじゃない？　デートってのはもっと……」

「もっと？」

　ククルはにらむような目つきでユージを見る。

　デートなら手をつないだりするものだ、とユージは言いかけてやめた。そんなことを言ったら「では、手をつなごう」という話になるに違いない。

　ユージは慎重に答えた。

「……難しい問題だな。これがデートかどうか素人しろうとが安易に判断するんじゃなく、専門家に意見を求めるべきだと思う」

　ククルは何か言いたそうに眉まゆを吊つり上あげていたが、諦あきらめたようにアイスクリームを口の中に運んだ。

「まあいい。今日は楽しかった」

「楽しかった？」

　ユージの問いに、ククルは力強く答えた。

「そうだ。自転車に乗れたし、アイスも食べられた。それに、お前と一緒にこうやって歩いてるからな」

「歩いているだけなのに、楽しいか？」

「楽しい」

　ククルは、はむ、とスプーンをくわえる。

　ユージは頭の後ろで手を組んで言った。

「今までだって、歩いたことあったろ」

「そうだ。でも、今日は違う」

「？」

　ククルはスプーンを空に掲げた。

「今まではいつも夜だっただろう。こうやって、お日様の下で一緒に歩くのは初めてだ」

　ユージは頭の後ろで組んでいた手をほどき、決まり悪そうに頭をかいた。

「……そんなくだらないこと考えていたのか？」

「悪かったな」

　ククルは残り少ないアイスをスプーンですくって口に運びかけたが、ふと思い出したようにユージに突き出した。

「ほら」

「？」

「食べたいんだろう。今は人目を気にしなくて大丈夫だぞ」

　ユージは周囲を窺うかがった。幸いというか不幸にもというべきか、周囲に人はいなかった。

　ククルのスプーンが近づいてくる。

　ユージはスプーンごとアイスを口の中に入れた。しばらく歩いてきたせいか、アイスクリームは少し溶けかけていたが、それでも美お味いしかった。

　ククルと目が合う。

　ククルはスプーンをひっこめた。そして、それをしげしげと見つめる。

「スプーンを王子に返し忘れたな……まあいいか……では帰るぞ」

「帰りは俺おれが運転するからな」

「大丈夫だ。さっきブレーキのかけ方を思い出した。私にまかせておけ」

「本当だろうな？」

「まかせておけ」

　そう言うと、ククルは歩き出した。

　ユージの脳裏にアイスの冷たさと、至近距離のククルの顔が浮かんだ。

　顔が熱いような気がしたが、気のせいだと思うことにした。



    

  
    
      




    

  
    
      三話　中の人の憂鬱





　月曜日の朝だというのに、扉をノックした叔お母ばさんの部屋からは洞どう窟くつのような沈黙が返ってきた。

　返事どころか、起きている気配すらない。

　今日は月曜日。休日で惰だ眠みんを貪むさぼれる日曜日は過去のこと。今日からまた勤勉な起床を要求される日々が始まる。

　昨日のことを思い出して、私は憂ゆう鬱うつな気分になった。

　日曜日の私は完全に油断していた。

　珍めずらしく叔母さんは朝から出かけていた。迷彩柄のヘルメットを被かぶってモデルガンを持ち、「今日はサバゲーの日なの」と言って出かけていった。私は土曜日にたっぷり夜よ更ふかししたおかげで寝不足だった。叔母さんを送り出した後、私は二度寝をした。

　二度目に起き出した時にはお昼近くだった。眠気に包まれたまま、布ふ団とんから這はい出て「そうだ、昨日雑誌を買うのを忘れていた」なんて思ったのがいけなかった。

　髪も整えずにサンダルを履いて家を出た。部屋着のジャージのままで、コンタクトをはめるのが面倒だったから、中学の時に作った眼鏡めがねをかけていた。

　目指す本屋は歩いて五分の商店街の中にある。さっと雑誌を買って、さっと帰ってくる予定だったのだ。今までクラスメートに会ったことはなかったし、これからも会うことはないだろう、と漠然と思っていた。

　しかし、冷静に考えてみればクラスメートがいつ商店街にいてもおかしくない。学校から少し離れているとはいっても、高天たかまが原はら商店街にはバス一本で来ることができる。秋あき島しま学園に通う生徒ならば充分に行動範囲のはずだ。

　……私は大きくため息をつく。

　気を取り直して、私は再び叔母さんの部屋をノックした。だが、返事はなかった。

　この家に来てからいくつもの朝を迎えたが、叔母さんが私より早く起きているところを見たことがない。私より年上の社会人の癖くせに、休日はもちろん平日もいつも私の方が早く起きている。自然、私が叔母さんを起こすことが日課になっていた。

　社会人ってこういういい加減な人でも務まるのだ、ということを私は学んだ。

　私は扉を開け部屋の中に入った。

　叔母さんは布団を被かぶって寝ている。まったく起きてきそうな気配がない。

　私は叔母さんの部屋をぐるりと見渡した。

　窓際や本棚の上には大小さまざまなぬいぐるみが置いてある。ありふれた茶色いクマのぬいぐるみもあれば、細長い楕だ円えん形けいのよくわからないぬいぐるみもある。なんでもミトコンドリアのぬいぐるみらしい。

　机の上には、商売道具である参考書や問題集があり、その山の横に愛読しているミリタリー雑誌がある。雑誌の上にはなぜかヘルメットが置いてあった。しかもバイクに乗るときのものではなく、戦争映画に出てきそうな迷彩柄のヘルメットだ。ヘルメットの横にはモデルガンが置いてある。

「包囲のち殲せん滅めつ！」

　背後から声がしたので、私はびくっと体を震わせる。

　叔お母ばさんはまだ布ふ団とんの中にいる。寝言だった。

　一体、どんな夢を見てるのよ。

「叔母さん起きてよ」

　私は叔母さんの体を揺さぶる。

「うーん、あと五分、あと五分だけ。そしたらスターリングラードが陥落するからー」

　物騒なことを叔母さんは言った。

「遅刻しても知らないよ。先に行ってるからね」

「はーい」

　寝言だか返事だかわからない言葉を叔母さんは吐いた。

　まったく、いつもこうなんだから……。

　私は静かに扉を閉め、叔母さんの部屋を後にする。

　私はこの春から叔母さんの家で暮らしている。

　商店街の近くにある叔母さんの家は、私と同い年の古い平屋建てだった。あちこち傷いたんでいて、お世辞にも見た目がいいとは言いがたい。琵び琶わ湖こみたいな形をした庭（叔母さんは『腎じん臓ぞう形っていうのよ』なんて言っていたけれど）は手入れをしていないので、無秩序に雑草が生えている。

　けれど、駅前にあるスタイリッシュだけど無機質なマンションより、私は好きだった。私が住んでいた家もこんな風に古びれていて、手入れが行き届いていなかったからだ。離れた場所にいるのに、今まで住んでいた場所と変わらないような安心感を私に与えてくれる。

　叔母さんの部屋を出てぎしぎしと音の鳴る廊下を歩いていくと、姿見の鏡が見えてくる。

　最初この家に来たときはこの鏡が怖くてたまらなかった。昼間はなんでもないのだが、夜の暗がりの中でこの鏡を見ると、そこから何かが飛び出してきそうな気がする。もっとも、今は光り輝く朝なのでそんな不安はどこにもない。

　私は、鏡の前で立ち止まった。

　鏡に映る自分の姿をチェックする。

　コンタクトはうまく入っているようだ。自分の姿がクリアに見える。

　昨日は遅くまで起きていたので寝不足だ。ちょっと目が赤い。

　だが、他ほかの部分は大丈夫だ。制服やシャツにはきちんとアイロンがかけられていて皺しわ一つない。

　そうだ、ついでに、声のチェックもしておこう。

「あー」

　いやこれはちょっと高いか。私の学校での声はもう少し低い声だ。

「あー」

　そうそう。こんな感じ。ハスキーで少し鼻にかかった声。

　こほん、とひとつ咳せき払ばらいをする。

　今日はいつもとは違うのだ。昨日の失敗を取り返さなければならない。少し練習しておこう。

「おはよう、犬いぬ伏ぶしくん」

　うんうん、悪くない。声の通りもいい。

「おはよう、犬伏くん。よく眠れた？」

　……あんなひどいことして『よく眠れた？』はおかしいか。

　途端に、昨日の自分の醜しゆう態たいが蘇よみがえってくる。恥ずかしさで顔が熱くなる。今すぐ部屋に帰って布ふ団とんの上で転げまわりたい気分になる。

　でも逃げちゃだめだ。逃げちゃだめだ。逃げちゃだめだ。

　ちゃんとしないと。

「昨日はごめんね、犬伏くん」

　鏡の中の私がにこりと笑う。

　……ちょっと試してみるか。

「ユージくん……」

　私は犬伏くんのことを下の名前で呼んだ。

　私は鏡の中の自分に向けて言う。

「ユージくん、私のこと……好き？」

「本人に直接聞けばいいんじゃないの？」

「きゃあああああああ！」

　私は悲ひ鳴めいを上げ、その場で腰を抜かす。

　振り向くと、そこには叔お母ばさんがいた。ウサギのジルを胸に抱えて、楽しそうに笑っている。

「い、いつからそこにいたのよ！」

「『おはよう』のあたりからかなー？」

　叔母さんは笑顔でウサギのジルに話しかける。ジルは、ふんふんふん、と気き忙ぜわしげに鼻頭を動かしていた。

「ジルちゃん、みーちゃんてばかわいいわよねー。恋する乙おと女めってやつ？」

　私は立ち上がった。

「いるならいるって言ってよね！」

「熱心にやってるから、邪魔するのも悪いかなって思ったんです、宮みや内うちさん」

「それはすみませんでしたね、上うえ村むら先生」

　まったく、こんな人が自分の叔母さんで、なおかつ担任だというのが信じられない。

「ジャージ着てサンダル履きでしかも眼鏡めがねかけて本屋に行ったら、その格好を犬いぬ伏ぶしに見られたんだからそんなに格好つけなくてもいいじゃない？」

「……」

　私は黙った。事実だったからだ。

「せっかく、犬伏の前ではクールな美少女を演じてたのにね……ぷぷぷ……あははははははははは……しかもウーロン茶の缶に向かって『ごめんねごめんね』って言ってるからおかしくておかしくて……あれ犬伏に買ってもらったんだって？　指輪とか花ならともかくウーロン茶……あはは……しかも慣れないクッキー作ってラッピングして……」

　私は叔お母ばさんの笑い声を遮さえぎるように言った。

「先に学校行くからね！　教師の癖くせに遅刻しないでよ！」

「もう行くの？」

「行って来ます！　朝ごはんはテーブルに用意してるから！　鍵かぎはちゃんとかけてね！」

　エプロンを叩たたきつけるように脱ぎ、玄関に準備してあった鞄かばんを手に取り外に出た。やや乱暴に玄関の扉を閉める。がらがら、という大きな音を後に、私は近くのバス停まで小走りに歩き出した。
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　グラウンドからはセミの声に混じって、運動部の朝練の声が聞こえてくる。

　私は、一年Ｂ組の教室へ続く階段を上りながら、犬伏くんのことを考えていた。

　バスに乗っているときはそうでもなかったが、正門から校内に入り、犬伏くんがいるであろう教室に近づくにつれて緊張してきた。あと数分後に犬伏くんと会うことになるのだ。

　私は腕時計で時間を確認する。七時半だ。

　今の時間は、校内に朝練の運動部以外ほとんどいない。数少ない例外が犬伏くんだ。彼は部活にも入っていないのに朝早くからいる。

　一度、学校に宿題のノートを忘れたことがあった。朝早くに行ってやろう思い登校すると、犬伏くんがそこにいたのだ。聞くと、毎日この時間に来ているのだという。どうして？　と聞くと「ははは」という曖あい昧まいな返事が返ってきた。

　私はもう一度腕時計を見る。

　今の時間は朝練の人はすべてグラウンドか体育館にいる。つまり、教室にいるのは犬伏くん一人だ。

　チャンスは今しかない。今しかないが、なかなか声をかけづらい。いつもだって、残高が少ない勇気貯金の残りを使って話しかけているのに、今日は日曜日のあの事件の後だ。更に勇気が必要だ。

　犬伏くんにどうやって話しかけよう？　私は思い悩んだ。

　……って言っても普通に話しかけるしかないのよね。

　謝って、お礼言って。

　ああ、どうしてあんなことになっちゃんたんだろう、と私は思った。

　思い出すだけでも頭がクラクラしてくる。

　どうして部屋着のジャージとサンダルという油断した格好で本屋に行っちゃったんだろう。私のバカ。しかも別れ際には犬いぬ伏ぶしくんのことを思わず下の名前で呼んじゃうし。

　どうして、あの日に限って商店街にいたのだ。

　どうして、私がたまたま恥ずかしい格好をしているときに、たまたま本屋さんに来て、たまたま私と同じ雑誌に手を伸ばすのだ。

　そんな偶然があるわけないじゃないか、普通は。

　それに、犬伏くんだって悪い。恥ずかしい姿を見られて泣いていた私に『学園クロニクル』の話をするんだもの。

　しかも、『学園クロニクル』のヒロインであるの神かん崎ざき圭けい子この話を。

　いくらなんでも、それはひどい。

　だって……

　だって、神崎圭子は私なのだから。
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　入学式のとき、私はすごく落ち込んでいた。

　学校のことで悩んでいたわけではない。

　落ち込んでいたのは声優の仕事のことが原因だった。

　中学生の時に声優事務所のオーディションに合格した私は、ちょくちょく声優の仕事をしていた。だが、私の家は東京から新幹線で三時間ぐらいかかる場所にあったため、仕事をするのになにかと不便だった。そこで、高校進学を機に叔お母ばさんの家に住まわせてもらうことになったのだ。

　叔母さんは私立高校で教師をしており、私はその学校に通うことになった。元々は男子校で今年から共学校に変わったらしかったが、私は特に気にしていなかった。

　問題は、学校以外のことだった。

　去年、私は声優の仕事である役に抜ばつ擢てきされた。

『学園クロニクル』というゲームの『神崎圭子』の声の役だった。本来なら知名度のある別の人が演じる予定だったが、急きゆう遽きよその人の都合がつかなくなったのだ。

　そこでプロデューサーがゲーム内のヒロインと同じ年とし頃ごろの声優を充てることに決めた。私は事務所の勧めでオーディションを受けたところ合格し、ヒロインの一人である『神崎圭子』を演じることになったのだ。

　私は声優といっても卵の段階で、名前のある役はやったことがなかった。だが事前に渡された脚本を読み込み、事務所の人や先輩のアドバイスを受けて練習していくうちに、なんとかなりそうな気分になっていた。

　だが、結果は散々だった。

　いざスタジオでマイクの前に立った私の演技はひどいものだった。

　前日に緊張のあまりよく眠れなかったこともあり、うまくセリフが出なかった。挙句、セリフが棒読みになって、感情が入った演技をすることができない。

　スタッフの人の曇りがちな表情を見てあせり、さらにうまくできないという悪循環に陥った。頭が混乱して、何をやっているのか自分でもわからなかった。

　何度も同じセリフを撮り直してなんとかＯＫを貰もらったものの、出来は最悪だった。プロデューサーさんは『たどたどしい感じが出てていいよ』なんて言ってくれたけれど、それがただの慰めの言葉であることは自分がよくわかっていた。プロデューサー以外の人も、誰だれも私を責めなかった。それが逆に辛つらかった。

　それから数ヵ月後、『学園クロニクル』は予定通り発売された。

　ゲームそのものの評判はまずまずだったが、私の演技は酷評されることが多かった。

　私を起用したプロデューサーに対する非難が湧わき起こっていた。素人しろうとの中学生を使うとは無謀すぎる、そういう意見が主だった。私自身を非難しているものは少なかった。それがかえって私の心を傷つけた。

　もう声優の仕事なんてやめてしまおうか、と何度も思った。

　その気持ちが一変したのは入学式後のクラスでの自己紹介だった。隣の席の男の子が自己紹介で『学園クロニクル』が好きだ、と言い切ったのだ。『学園クロニクル』という言葉を聞いたとき、心臓が止まるかと思った。

「犬いぬ伏ぶしユージです。好きなゲームは『学園クロニクル』で、中でも好きなヒロインは神かん崎ざき圭けい子こです」

　クラス全員『何を言っているんだコイツ』という顔をしていたが、私は別の意味で『何言ってんのこの人』と思っていた。神崎圭子が好きなんてどうかしている。あれを好きだなんて人が実在するなんて思ってもみなかった。しかも、ゲームの主人公と同じ名前なんで話が出来過ぎだ。

　案の定、自己紹介の後に犬伏くんは原はら田だくんや如月きさらぎくんにいろいろ言われていた。

「お前、何言ってるんだよ」

「おかしいな、絶対受けると思ったんだけどなー」

「あのなー、『学園クロニクル』はともかく、神崎圭子が好きだって言って共感を得られるわけがないだろ」

　犬伏くんの顔がみるみる不機嫌になる。

「なんでだよ。神崎圭子かわいいじゃん」

「そりゃ、キャラとしてはかわいいかもしれないけどさ、声優が駄だ目めじゃん。あの演技はないよ」

　原田くんの言葉は胸に刺さったが、同意せざるを得ない。その通り、あの演技はない。それが普通の見方であり、客観的な評価だ。

「お前ら、なにもわかってないね」

　犬いぬ伏ぶしくんは言った。

「あれは演技なの。ぎこちなさとか、わざとらしさとかそーゆーのをあえて出しているんだよ」

　ないない、と私は心の中でツッコミを入れる。

「あの声優の人は俺おれ等らと同じくらいの年の人で、ゲームの仕事は初めてだったんだよ？　しかもヒロインの役に急きゆう遽きよ抜ばつ擢てきされて、緊張したに決まってる。その不安を隠そうとせず、自分の気持ちと神かん崎ざき圭けい子この主人公に対するぎこちなさを同居させたところがすごいんじゃん」

　犬伏くんは自信たっぷりに二人に持論を展開した。

　聞いているこっちが恥ずかしくなってくる。

　自分のあんな仕事をあんなにも褒ほめてくれる人がいる。それだけで、いたたまれない気持ちになった。

　普通の人はゲームキャラの声優のことなんて気にしていない。いや、気にはするのだが、それは有名な声優であるとかないとか、上う手まいか下へ手たかであって、声優がどんな状況で、どういう気持ちで演じているかなんて考えもしないのだ。

　そしてそれは冷たいとか思いやりがないとかそういう話ではない。それが普通なのだ。声優に限らず仕事というものはそういうものだ。あくまで結果に対して評価されるものなのだ。

　だから正しいことを言っているのは如月きさらぎくんや原はら田だくんで、間違っているのは犬伏くんなのだ。

　犬伏くんの熱弁は続いている。

「それにさー、神崎圭子のセリフって主人公が仲良くなるにつれて感情がこもってよくなってくるだろ？」

「まあ、確かに」

　如月くんがそこには同意する。

「それでも、普通よりちょっと下だけどな。おそらく役をやっているうちに慣れてきたんだろ」

　如月くんの推察は概おおむね正しい。後半がちょっとだけマシに聞こえるのはヤケクソになって開き直ってやったからだ。それでも満足にはほど遠い出来だった。

「違うって、あれはあえてああやってるんだよ」

　駄だ目めだこりゃ、という視線を原田くんと如月くんが犬伏くんに投げかける。

　私も二人の気持ちと同感だった。

　でも、私は席を立ち、トイレに駆け込んだ。そして、声を押し殺して泣いた。

　うれしいのか、それとも恥ずかしいのかよくわからなかったけど、あんなにも自分のことをかばってくれる人の存在に心が熱くなった。



　それが犬いぬ伏ぶしくんとの出会いだった。
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　教室に入ると予想通り犬伏くんはいた。窓から校庭をぼんやりと眺めている。

　私は、ごくんと唾つばを飲み込んだ。なんだか仕事の本番以上に緊張する。

　勇気だ。勇気を出さなきゃ。

（あー、あー）

　口の中で小さくつぶやく。

　うん、この声だ。ちょっと低く落ち着いた声。

　昨日は焦って地声で話してしまったけれど、学校での声はこれだ。

　入学式の後、神かん崎ざき圭けい子この声が私だとばれるかもしれないと思ったが、杞き憂ゆうに終わった。神崎圭子の声は『高い声で』という要望もあり私は地声に近い声で演じていたが、学校では低い声でいた。声優の仕事をやっていることが万が一にでもばれるとまずいからだ。そのおかげで、私が神崎圭子の声をやっているとは思われていないようだった。実際、犬伏くんだって、まさか神崎圭子の中の人が隣の席に座っているなんて思わないだろう。

　よし、準備万端。

「おはよう、犬伏くん」

　私は犬伏くんに声をかける。うん、完かん璧ぺきな発声だ。

「お、おはよう」

　ぎこちない笑みが返ってくる。昨日の今日だ。無理もない。

　私はごくんと唾を飲み込む。昨日のこと謝らなきゃ。

「犬伏くん、あのね……」

　そう言いかけた私の言葉を犬伏くんの言葉が遮さえぎった。

「昨日はごめん」

　犬伏くんが頭を下げた。

「宮みや内うちさんを泣かせるつもりはなかったんだ。その……」

「ううん」

　私はあわてて言った。

「私が悪かったの。ほら、恥ずかしい姿を見られちゃったから動揺しちゃって……犬伏くんは全然悪くないよ」

　私がそう言うと、犬伏くんは少しほっとしたような顔をした。

「あそこに宮内さんがいるとは思わなくて。俺おれもびっくりした。しかも中学のジャージを着てサンダルを履いて……」

「……」

「あ、いや馬ば鹿かにしてるとかそういう意味じゃなくて……とっても、似合ってたよ、うん」

　犬いぬ伏ぶしくんはとりつくろうように言った。

　私はちょっと笑いを浮かべる。無論、本当におかしいわけではない。表情を作っているのだ。

「別に怒ってるわけじゃないよ」

「……それならいいけど」

　ははは、と犬伏くんは乾いた笑い声を出す。

　私は内心ほっとしていた。よかった、普通に会話ができた。

　気まずい雰囲気のままでうまく話せなかったらどうしよう、と思っていたけれど、どうやら大丈夫のようだ。

　私はかばんを机に置き、中からクッキーの包みを取り出した。

　笑顔を作り、犬伏くんに向ける。

「昨日ね、クッキー作ったんだけど、いっぱい作りすぎて食べ切れなくて、余っちゃったから」

　私は綺き麗れいにラッピングしたクッキーを渡す。

「……あり、がとう」

　犬伏くんはぎこちなくクッキーの袋を受け取った。

　ああっ、そんな素の表情でクッキーを観察しないで！　「余った？　これが？」みたいな顔しないで！　そうです！　あなたの為ために一生懸命作ったんです！　夜中の十二時まで起きてラッピングの本を見ながら丁寧に包んだの！　もっと単純に「サンキュー」ぐらいで気軽に受け取って！　『学園クロニクル』の主人公はそうしてたでしょ！

　私の心の叫さけびを無視して、犬伏くんはクッキーを上に掲げて下から見たり、詳細に観察している。それが済むとクッキーを手に取り、口元へと運ぶ。

「……おいしい！」

　犬伏くんは笑顔を見せる。すばらしい笑顔だ。

　釣られて笑みを浮かべそうになるが、必死に我慢する。

「そう、よかった」

　冷静さを保とうとしたが、心臓は高鳴っている。

「クッキーってよく焼くの？」

「うん、まあね」

　嘘うそ、嘘です。クッキーなんか焼きません。料理は親が共働きだからそこそこできるけど、クッキー作りなんて中学の時文化祭でやったことがあるくらいです！

　……なんてことはおくびにも出さず私は微び笑しようを浮かべる。

　犬伏くんといると、どんどん嘘が多くなってくるな、と私は思った。

　教室の扉が開いた。四し方ほう堂どうさんと九ここの重えさんが入って来る。

「グッドモーニング！　皆の衆！」

「あんた朝からよくそんなハイテンションでいられるわね」

「なんで九ここの重えはそんなにテンション低いんだ？」

　九重さんが眉まゆを吊つり上あげて高速タイプライターのように話し始めた。

「パンをくわえたままのあんたにぶつかられたからでしょ！　しかも、パンに塗ってたジャムが制服について最悪なんだけど！」

　九重さんの胸のあたりには、ジャムの跡らしき赤いシミがついていた。

「いやー、まさか九重とぶつかるとは思わなかったなー。奇遇だね！　それとも運命って奴？」

「あんたの運命、今日終わらせてあげてもいいのよ」

「わわ、みーちゃん助けてー」

　四し方ほう堂どうさんが私の後ろに隠れる。

　九重さんは、毒どく気けを抜かれたような声を出す。

「なによ、みーちゃんって？　もしかして宮みや内うちさんのこと？」

「そう。宮内さんのあだ名だよー、ね？」

　四方堂さんは満面の笑顔で私を見る。

「宮内さんって四方堂にそう呼ばれてるの？」

　九重さんの問いに私は首を横に振る。



    

  
    
      



    

  
    
      　私は四し方ほう堂どうさんに『みーちゃん』と呼ばれたことは一度もない。第一、四方堂さんと話したこと自体少ないのだ。

「そりゃそうだよ。今考えたんだもん」

　四方堂さんはきっぱりと言いきった。

「いやー、クール系美少女のみーちゃんと仲良くなりたかったんだけどさ！　なかなかその機会がなくて！」

「ごめんね宮みや内うちさん。このタワゴト発生器のことは無視していいから」

　九ここの重えさんが、四方堂さんの言葉を遮さえぎるように私に話しかけてくる。

「別に、大丈夫よ」

　私は言った。

「中学の時はみーちゃんって呼ばれてたし」

「ほら、みーちゃんはいいって言ってんじゃん」

　四方堂さんは胸を張った。

　争いから遠ざかるように、犬いぬ伏ぶしくんは私達から離れた。

　とにかく、目標は達成できた。犬伏くんとの関係を修復することができた。

　不安定な吊つり橋ばしを渡り終えた後のように、私は安あん堵どした。



　二時間目の古典の授業の時だった。

　前の席の薬やく本もとさんから、数枚の紙がまわってきた。私が不思議そうな顔をすると、口元に人差し指をあてた。

　私は黙って頷うなずいて薬本さんから紙を受け取る。

　そこには、一年Ｂ組の男子の顔写真がずらっと並んでいた。顔写真の横には生年月日、得意科目、趣味、所属クラブなどが書かれている。さらにその横に女子の名前と、容姿、スポーツ、知性の項目から成る表があり、それぞれの項目にＡからＤのいずれかの記号が記されている。どうやら自分の名前のところに男子の各評価を書くらしい。

　女子の男子評価はことごとく低かった。記入欄の余白に『こいつは日直で一緒になったとき、何かと話しかけてきてうざかった』『電車で偶然会ったようなフリをして話しかけてきた』『部活をいつも見てる、キモイ』などという匿とく名めいの所見が書き込まれていた。

　もともとこのクラスの女子の大半は、女子校だった秋あき島しま女学院の生徒だ。端的に言って男子を毛嫌いしており、一年Ｂ組の男子と女子はよく言って冷戦状態だった。中には真剣に転校を考えている人もいるらしい。

　女子の態度も狭量だと思うが、男子の態度もあまり褒ほめられたものではない。いままで男子校だったのが共学になり、浮かれる気持ちはわかる。でも、あまりにも女の子慣れしていなかった。人の気持ちを考えずに突っ走っている人が多いのだ。

　……まあだからこそ、犬伏くんの態度がすごく落ち着いて見えるのだけど。

　私は適当に男子の評価を書いていったが、犬伏くんのところで手が止まった。

　犬いぬ伏ぶしくんの評価か。これは慎重に書かねばならない。

　犬伏くんのを飛ばして他ほかの男子を適当に評価したあと、最後に残った犬伏くんの評価欄に戻る。

　犬伏くんの容姿か、容姿……。

　ちらりと横目で犬伏くんを見る。犬伏くんは退屈そうに黒板と先生の方を見ていた。

　顔は、悪くないわよね、うん。

　モデルができるほどいいわけじゃないけど、魅力ある顔だ。

　スーパーに買い物に行くと、野菜と目が合うことがある。大きさは普通だし、形も整ってなかったりして、一見するととても平凡だ。だけど、その目の合った野菜は必ずおいしいのだ。よく見ると、色いろ艶つやが良くて瑞みず々みずしくて、食べるとしっかりと濃い味がする。そういう野菜と目が合うと夕食はとても幸せになる。

　犬伏くんはそんな感じだ。

　Ａと。犬伏くんの容姿の欄に記入する。

　スポーツは……そこそこできそうな気がする。それに商店街で全力疾走の私に追いついたし。決して運動が苦手というわけじゃないだろう。

　Ａと。

　知性か……これは間違いなくいい。中間試験の成績もよかったし。

　Ａと。

　私は犬伏くんの欄をすべて書き終えた。

　……オールＡになってしまった。

　他の人の評価を見ると、犬伏くんの評価は容姿・スポーツ・成績ともＢやＣばかりでＡをつけている人はほとんどいない。

　私のオールＡは明らかに浮いていた。

　まずいまずい。

　これでは私が犬伏くんに特別な感情を持っていることが一いち目もく瞭りよう然ぜんではないか。

　私はあわてて自分が書いた箇所を消しゴムで消す。

　どうすればいいだろう。容姿だけＢにするか。いや、知性の方がいいかな。だって犬伏くんの知性をＡにつけてない人って明らかに犬伏くんの成績を知らずに適当につけただけの感じがするし。そういう観点から言うと私がＡをつけてるってことは、犬伏くんの成績を知っているってことで、それは犬伏くんに興味を持ってるってことが他の人に知られるってことになるのか……でも隣の人の成績を知りたいって思うのって男女問わず自然な欲求だと思うし……そう考えるとＡでいいか……いやまてよ、でもここは周囲とのバランスを考えてあえてＢにした方がいいのかな……でもこれが後で犬伏くんに見られたとき「なんで俺おれの中間の結果聞いときながらこの評価なんだ」って思われたりしないかな……。

　気づくと、犬伏くんの欄に評価を何度も書いたり消したりしていた。おかげで犬伏くんのところだけゴワゴワになってしまっている。あと数度書いたり消したりを繰り返すと紙が破れてしまうかもしれない。

　うう、何をやっているんだ私。

　私は再び他ほかの人がつけた犬いぬ伏ぶしくんの点数を見直してみる。

　その時私は気づいた。私以外に、犬伏くんにオールＡをつけている人がいるのだ。

　井いの上うえさんだ。

　井上さんは、力強く太い文字でＡを付けている。しかも、消しゴムで消した跡もない。

　ということは、迷わず犬伏くんにＡをつけているのだ。

　私は、ごくんと唾つばを飲み込む。

　私は犬伏くんを見た。

　私は授業中、犬伏くんを見ていることが多い。別に『見たい』という強烈な欲求があるわけではないのだが、気づくと目が追っているのだ。

　幸か不幸か、犬伏くんが私の視線に気づいている様子はなかった。

　けれど、そうやって犬伏くんを見ているうちに気づくことがあった。

　犬伏くんは井上さんを見ていることが多いのだ。そう、犬伏くんの評価にオールＡをつけた井上さんだ。

　もしかして、二人は密ひそかに付き合ってたりするのだろうか。

　私は、井上さんを見た。

　井上さんの席は、教卓のすぐ前だ。背が低いので、他の人の後ろだと黒板が見えないから、という理由で配慮してもらったらしい。

　それにしても小さい人だ。小さい体、細い手足。一見すると、高校生にはとても見えない。どんなに贔ひい屓き目めに見ても中学生が限界だ。普通に見れば、小学校高学年だろう。

　……犬伏くんはああいう子が好みなのだろうか。

　私は自分の指や足を見る。太くはないと思うけれど、かといって細いわけでもない。

　私はシャツの胸元の隙すき間まから、こっそりと自分の胸を見る。

　腫はれてる。

　……いや腫れてるわけじゃないけれど。

　もしかして、犬伏くんは小さい子が好きなのだろうか。

　そうだとしたら、私に勝ち目は全然ない。

　小さいなら育つ可能性もあるが、大きいものは小さくなりようがない。

　授業の終了を告げるチャイムが鳴った。

　私はあわててすべての欄をＢで埋め、前の席の薬やく本もとさんに戻した。

　あわてた様子の私を薬本さんは不思議そうに見ながらも、評価用紙を回収していった。



　昼休みになり、いつものように家から持ってきたお弁当を開こうとしたとき、四し方ほう堂どうさんがやってきた。

「みーちゃん、ごはん食べよー」

　四し方ほう堂どうさんはまるでいつも昼食を一緒に食べているかのように話しかけてきた。けれど、私は今まで四方堂さんと一度も一緒に昼食を食べたことはない。

　にこにこしている四方堂さんの横にはジャージ姿の九ここの重えさんと、大量のパンを抱えた井いの上うえさんがいた。

　困惑している私を見て、九重さんが言った。

「ほらやっぱり宮みや内うちさん困ってるじゃない。ごめんね宮内さん、このアホが迷惑かけて」

「アホとはなんだよ。失礼な」

「あんた私が誰だれのせいでジャージ着てると思ってんの、このアホードーが。あんたが今朝あたしの制服をジャムで汚したからでしょーが！」

「いやー、アホードーなんて呼ばれたの久しぶりだなー。幼稚園の時に先生から呼ばれて以来だよ。散々怒られたけど、結婚退職するときにお花をあげたら泣いてたなー」

「会話中に思い出話を始めるなっ！」

　口くち喧げん嘩かを始めた四方堂さんと九重さんに、私はおずおずと切り出した。

「いいよ、一緒に食べよう」

「いいの？」

「うん」

　私は言った。別に他ほかの人とご飯を食べるのは嫌いじゃない。今までは、ただその機会がなかっただけだ。

　クラスメートは秋あき島しま女学院の中等部から来た子が多く、高校一年生の新しいクラスとはいえ、みんな顔見知りのようだった。私のような外部入学者は仲間に入れてもらいにくい雰囲気があった。それに私が部活をしていないこともそのことに拍車をかけた。

　でも、私はそれを寂しいとは感じなかった。元々一人で行動するのも好きだし、なにより他に考えることが多かったからだ。声優の仕事、犬いぬ伏ぶしくんのこと、一緒に暮らしている叔お母ばさんのこと。つまりは忙しかったのだ。

　でも、こうやって昼食に誘われたことはうれしかった。今まで忘れていたことを思い出したような気分だった。

　それに……と私はちらりと井上さんを見た。

　犬伏くんと親密な仲（かもしれない）井上さんのことを知りたい、という気持ちもある。一緒に昼食を食べることはいい機会だった。

「いい天気だから外で食べよー」

　四方堂さんの提案に従って、私達は校庭へと向かった。外で昼食を食べるなんて久しぶりだ。

　校庭の隅にあるベンチに座って、私達は昼食を食べた。

　食べながら、四方堂さんにいろいろなことを聞かれた。どこに住んでいるのだとか、中学はどこだったとか。私は聞かれるままに答える。

　中学のときは別の県にいて、今は叔母と一緒に住んでいることなどを話した。もちろん、叔お母ばが担任の上うえ村むら先生であることや、声優の仕事のことは言わなかった。

「休みの日とかは何をしてるの？」

「本屋さんに行ったりとか……」

　昨日の記憶が蘇よみがえってきた。

　ちらりと井いの上うえさんの方を見る。

　井上さんは一心不乱にパンを食べている。

　それにしてもよく食べる。井上さんの持っていたパンは三人全員のものかと思っていたが、どうやらほとんど井上さん一人のものだったらしい。九ここの重えさんは大量のパンの中からサンドイッチを一つ取っただけだったし、四し方ほう堂どうさんは自分のお弁当を持ってきていた。

　私が井上さんの食べっぷりを感心して見ていると、見知らぬ人が話しかけてきた。

「ククル！」

　その人は長身で髪を薄い茶色に染めており、耳のピアス穴に安全ピンを付けていた。制服からして同じ学校の生徒だが、見かけたことはない。おそらく他学年の生徒だろう。

　その人は、井上さんの方に歩み寄った。

「会いたかったよククル」

『ククル』と呼ばれた井上さんはメロンパンを手にしながら眉まゆ根ねを寄せている。何かを考えているようだ。

　ふいに何かスイッチが入ったかのように瞬まばたきをした。

「思い出した。アイスクリーム王子だな。名前を確か……虎こ太た郎ろうと言ったか」

「そう！　そうだよ！　覚えていてくれてありがとう」

　アイスクリーム王子こと虎太郎さんは制服のポケットから名刺を取り出した。井上さんはもちろん、私達三人にも名刺をくれた。

　名刺には『レッドタイガー』という店名、そして横には王冠を被かぶった少年のイラスト（おそらく王子をイメージしているのだろう）があった。場所は高天たかまが原はら商店街。私の家のすぐ近くだ。

「知り合いなの？」

　九重さんが井上さんに聞く。警戒しているのか、表情が硬い。

　井上さんがメロンパンを手にしたまま答える。

「うむ、日曜日アイスクリーム屋に行ったのだ。シキリに貰もらったチラシがあっただろう。あれだ」

「あー、あのアイスクリーム店の人ね。レッドタイガーってアホっぽい名前の」

　四方堂さんが答える。どうやら『シキリ』とは四方堂さんのあだ名らしい。

「君がククルにチラシを渡してくれたんだね！　ありがとう」

「いやいやどうも」

　適当な会話を交わしながら四方堂さんと虎太郎さんは固い握手を交わす。

　九重さんは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で、六面すべて揃そろったルービックキューブをバラバラの色にした。

「というわけで、ククル、デートしよう」

　何が『というわけ』なのかまったくわからないが、虎こ太た郎ろうさんはそう言った。

「デート？」

「そう！　今週の日曜日とかどう？」

「……」

　井いの上うえさんが何かを思案しているような顔をしていると、虎太郎さんのケータイが鳴った。

「じゃあ考えといてね！　それじゃ！」

　風のように虎太郎さんは去っていった。「最悪」と九ここの重えさんがつぶやいたのを私は聞き逃さなかった。

　私は気分が沈んでいた。

　それは、犬いぬ伏ぶしくんが高天たかまが原はら商店街にいた日に、井上さんも高天原商店街にいたという事実のせいだった。

　あの時、二人が偶然同じ商店街にいたとは考えにくい。授業中に犬伏くんが井上さんを見つめていたことといい、とても気になる。

　やはり、二人は付き合っているのではないだろうか。

　そう思うと私は暗い気分になった。



　放課後、掃除当番の仕事を終えると私は教室を出た。

　校門に向かって歩いていると、体育館裏から犬伏くんの声が聞こえた。私は歩く方向を校門から体育館裏へと変える。

　体育館裏にいたのは、四し方ほう堂どうさん、九重さん、原はら田だくん、そして犬伏くんだった。どうやらピンポン玉と空きペットボトルを使って野球をしているようだった。でも、野球にしては塁が少ない。一塁はあるが二塁がなく、一塁から三塁にまっすぐ線が引かれている。

　原田くんがティッシュペーパーの箱に手を入れた。取り出した四つ折りの紙を見て笑う。

「アレックス・カブレラいきまーす」

　原田くんはペットボトルのバットを持って大きく振りかぶる。

　ピッチャーは犬伏くんだ。その後ろには四方堂さんが守備についている。九重さんはキャッチャーの位置にある花壇の縁に腰を下ろしている。

　犬伏くんがボールを投げた。犬伏くんの投げたピンポン玉が大きく変化する。

　その変化球を原田くんのバットは見事に捉とらえた。ボールは犬伏くんの頭上を越えて、四方堂さんの手前に落ちた。

　ルービックキューブをいじっていた九重さんが顔を上げる。

「ヒット。テイクワンベース」

「おーし、次はあたしだ！」

　守備から四方堂さんがバッターボックスまで戻ってきた。入れ代わりに原田くんが外野に向かう。

　四し方ほう堂どうさんが箱に手を入れ、四つ折りの紙を取り出した。

「これは勝った」

　四方堂さんはにんまりと笑った。

「オグリビー行きます！」

　バットを虫を追い払うように大きく動かしている。

　犬いぬ伏ぶしくんがピンポン玉を投げた。速いまっすぐのボールだ。

　四方堂さんはその球をとらえ思いっきり振りぬいた。打球は原はら田だくんの頭上を越えていった。

「やったー！　ホームランだ！」

　四方堂さんは九ここの重えさんの顔を見る。だが、九重さんは冷たく言い放った。

「アウト」

「ええっ！　なんでなんでなんでなんで」

　四方堂さんが九重さんに詰め寄る。

「オグリビーは左打ち。あんた今右打席に立ったでしょ。だからアウト」

「えー、そのくらい許してくれよー」

「私が審判でいいって言うから参加したのよ。文句あるなら帰るけど」

「ないない。文句なんてないよ。ユーアールールブック！」

　四方堂さんがペットボトルバットをぶんぶんと振り回したとき、私と目が合った。

「おーい、みーちゃん」

　四方堂さんが私に向かって手を振る。

「みーちゃんも『ものまね三角ベースやる？』」

「それ、何？」

　私は素朴な疑問を口にした。

「普通の三角ベースだよ。ただ、打つときにこのルールブック様が選んだ、プロ野球選手が書いてあるくじを引いて、そのものまねをしなきゃいけないってだけ」

「ルールブック様とかゆーな」

　九重さんは言った。

「この馬ば鹿かにかかわらないでいいから」

　私は曖あい昧まいに笑った。

「ごめん、私用事があるの」

「そうか、残念だなー。じゃあさっきからそこで熱心に見ているヤクモンは、どう？」

　四方堂さんがペットボトルで指した方向には薬やく本もとさんがいた。二階のトイレの窓からこちらを見ていたらしい。あわてて姿を隠したが、誰だれの目にもそれが薬本さんであることはわかった。

「あんたねー、少しはデリカシーとかそういうものを……」

　言いかけて、九ここの重えさんはため息をついた。

「って、あんたにデリカシーを求めるなんて、鴨かもに相対性理論を覚えさせるようなものか……」

「よーし、続行だ！」

　四し方ほう堂どうさんの声を背に私はその場から離れた。そこに、井いの上うえさんがいないことにちょっぴり安あん堵どしていた。



　学校近くのバス停から秋あき島しま駅に出て電車に乗った。秋島駅から声優事務所の最寄り駅までは、一時間弱かかる。

　私は週に三度、事務所に通っていた。特に決まった用事があるわけではないが、事務所の雑用を手伝ったり、先輩の仕事を見学したりして勉強していた。

　電車から地下鉄に乗り換え、事務所の最寄り駅で降りた。地下鉄出口から徒歩三分のビルの四階に、私の所属する事務所がある。業界でも小さな部類に入る事務所だが、皆親切で優しかった。

　私は事務所でマネージャーの黒くろ木きさんと話をした。今のところ、特に仕事はないということだった。

「学業優先ということで」

　と黒木さんは言ってくれた。黒木さんはあまり仕事がない新人のマネージャー業務を一手に引き受けている。年は三十近くで子供もいるはずだが、とてもそんな風には見えない。大学生と言っても通る外見だ。

「大丈夫よ。みーちゃんは実力あるから。デモテープも作ったし、夏休み中にはお仕事見つけてあげるわ」

「よろしくお願いします」

　私は頭を下げた。

「この間の『学園クロニクル』のドラマＣＤの仕事は良かったわよ。みんな褒ほめてたわ」

「あはは……」

　私は乾いた笑いを浮かべた。この間のドラマＣＤの仕事は確かにうまくいった。緊張はしたが、ゲームのときよりは格段にましだった。上う手まいとは言いがたいが、聞くに堪たえる仕事だったことは確かだ。でもそれは当たり前のことだ。ゲームの時がひどすぎたのだ。

　黒木さんとの話を終えると、私は事務所の掃除を始めた。少しでも事務所の役に立ちたかったし、何かしていた方が気が紛まぎれるからだ。

　掃除をしていると、事務所の先輩である渡わた辺なべさんが帰ってきた。

「あー、みーちゃんだ」

　帽ぼう子しを取ると、赤く染まったショートカットの髪が出てきた。確かこの間までは茶色だったはずだ。

「また髪の毛の色変えたんですか？」

「うん夏だからね」

　渡わた辺なべさんは、よくわからないことを言った。

　渡辺さんは、私がこの事務所に所属するようになってからすごくお世話になっている人だった。まだデビューして五年ほどだが、新人が多いこの事務所ではベテランと言っても差し支えない部類に入る。

　特に私は『学園クロニクル』の時にとてもお世話になった。私と同じくヒロインのうちの一人の役を演じることになった渡辺さんは、私に手とり足とり教えてくれた、本番当日まで事務所で私の練習に長い時間付き合ってくれた。

　その結果は散々だったが、渡辺さんはことあるごとに励ましてくれたり、食事やお茶に誘ってくれる。

「今日はもう仕事終わりなんですか？」

「そりゃそうよ。だってみーちゃんが来るって聞いたから」

　私の声優での名前は、『三みつ石いし美み奈な子こ』という名前だ。本名だとなにかとまずいということで、事務所の社長さんにつけてもらった名前だ。事務所のみんなからは『みーちゃん』と呼ばれている。『みーちゃん』は昔から呼ばれていた名前なので違和感はなかった。

「みーちゃん今日暇ひま？　仕事終わったらごはん食べにいこー」

　渡辺さんは言った。

「え？　でも……」

　私は財さい布ふの中身を気にした。今日はあまりお金を持ってきていない。

「大丈夫よ。私がおごってあげるから。乙おと女めのみーちゃんにお金なんて出させないわよ」

「でもこの間もご馳ち走そうしてもらったばかりだし……」

「私と一緒じゃ嫌？」

「い、いえそんなことは……」

　私はあわてて手を振って否定した。

　渡辺さんを見ていると、四し方ほう堂どうさんを思い出す。私はこういう強引な人に好かれる傾向にあるのだろうが。

　叔お母ばさんに夕食は外で食べる旨を連絡し、渡辺さんと食事に出かけた。私が外で食べるということは叔母さんが自分で夕食を作らなければならないということになる。叔母さんからは「またー？　いいなー」という返事が返ってきたが最終的には許してもらった。叔母さんは細かいことにはこだわらない性質なのだ。数は少ないが、大きな長所の一つだと思う。

　渡辺さんが連れて行ってくれたのは、イタリアンのお店だった。個室の席があるお店で、私達はそこに通された。周りの人に気兼ねなく話をすることができるので、渡辺さんはよくこのお店に来るらしい。

　私達はよく食べよく飲みよく話した。と言っても話しているのも飲んでいるのも食べているのも主に渡辺さんだった。私は渡辺さんの話を聞いて、申し訳程度に食べたり飲んだりしているだけだった。

　その様子を見て渡わた辺なべさんは言った。

「みーちゃん、私といると退屈？」

「あ、いえそんなことは」

　私はぶんぶんと手を振った。

「何か、悩み事でもあるの？　んー？　例えば好きな人ができたとかー」

　いえそんなことないです、と言おうとしたが、舌がからまってうまく言葉にできなかった。

　しばらくの沈黙の後、私は言った。

「よくわからないんです」

「よくわからない？」

「その、自分の気持ちとか」

　私は正直に、今の気持ちを話した。

　渡辺さんの顔を見ているうちに、話してみたくなったのだ。渡辺さんはおせっかいなところもあるけれど、口は堅くて信用できた。

「学校のクラスメートなんですけど」

「ふんふん」

　渡辺さんは頷うなずく。

「その人、『学園クロニクル』の神かん崎ざき圭けい子こが好きだって言うんです」

　私は言った。

「はっきり言って、私がやった神崎圭子ってひどいじゃないですか。でも、その人は神崎圭子のことを『かわいい』とか言ってるんです。他ほかの人は『演技が下へ手ただ』とか言ってるのに、『あれはわざとだ』とか、『すごくがんばってるとこが出てていい』とか言ってるんですよ」

　私は目の前のグラスに入っているウーロン茶を口に含んだ。そしてユージ君が買ってくれたウーロン茶のことを思いだした。私は話を続ける。

「クラスの男子が他の女の子達と仲良くなろうとして一生懸命になってるときも、『あんまり興味ない』って顔してるのに、神崎圭子のことになると、すっごくムキになってその良さを語るんですよ。変な人でしょう」

「でも気になる？」

　渡辺さんの言葉に私は頷いた。

「気になります。気になるというか……」

「好きなの？」

　私は渡辺さんのこの台詞せりふを予測していた。そしてそう言われたら「いやー、そんなー」と言って、ごまかすつもりだったのだ。

　けれど、渡辺さんの真面目まじめな顔を見ているとそういう返答ができなくなってしまった。

「だって……そういうの、ずるくないですか？」

「ずるい？」

　渡わた辺なべさんは不思議そうな顔をした。

「私は自分の演技を褒ほめてくれたのがうれしくて好きになっちゃったんですよ。そういうのっておかしいですよ。自分が褒められたから好きになるなんて……」

　私は言葉を続けた。

「それに、その人が好きだったりするのは私じゃないんですよ。『学園クロニクル』の『神かん崎ざき圭けい子こ』ってキャラなんですよ」

　渡辺さんは私の言葉を黙って聞いていた。そして私の言葉が終わると、グラスを置いた。

「私ね、ずっとみーちゃんに謝りたかったの」

　私に？　謝る？

　私はびっくりした。なんの冗談だ？

　でも渡辺さんは冗談を言っているようには見えなかった。

「ほら、みーちゃんが初めての仕事ですごく緊張してたじゃない？　その時、私みーちゃんのこと励ましてあげようと思ったの」

　渡辺さんは言った。

「私もみーちゃんと同じだった。ううん、私の方がひどかった。私は全然できなくて、泣いちゃって、すごく怒られたの。それに比べればみーちゃんは泣かずにちゃんと最後までやっててすごいと思った。それにうれしかったの。みーちゃんが一生懸命やってるのを見て、私も励まされたのよ」

　渡辺さんは泣いているような笑っているような顔をした。

「でもできなかった。みーちゃんにどう言ったらいいかな、とか上から目線で言っているとか誤解されたりしないかな、とか思うと言えなかったの」

　渡辺さんがこんなことを考えているなんて私はちっとも知らなかった。

「みーちゃんを励ましてくれた人って、他ほかの人がみーちゃんのこと非難してるときに褒めてくれたんでしょう？　それってすごく勇気のいることだと思う。周囲の人に流されないのって難しいのよ。それができるのは、勇気があって本当に優しい人だと思うよ。だから、みーちゃんがその人のことを好きになるのも当然だと思う」

　渡辺さんはそう言うと、グラスに残っていたお酒を一気に飲み干した。

「だから、みーちゃん告白しなよ！」

「ええ!?」

　私はつい大声をあげてしまった。

「そんな……私もう勇気貯金ゼロです。告白するような勇気なんて残ってません……いつも自分から話かけるだけで精一杯なのに……」

　渡辺さんは形の良い眉まゆを寄せる。

「勇気貯金ね……じゃあ私がみーちゃんの勇気貯金口座に、振り込んであげるよ」

　渡わた辺なべさんは不思議なことを言った。

「私、今から好きな奴に告白するから、それでうまく言ったらみーちゃんも告白して」

「え？」

　渡辺さんは携帯電話を取り出した。短縮ダイヤルを押し、どこかにかける。

「……もしもし、私。うん、そう。今『マゼンタ』にいるんだけどね」

　何気ない口調で渡辺さんは続ける。

「私、あんたのことが好き」

　さらりと渡辺さんは言った。

　相手の人が大声を出しているのが携帯電話から離れていてもわかったが、何を言っているのかはわからなかった。

「もしあんたも私のこと好きだって言うんなら、三十分以内に迎えに来て。もし、来てくれないなら、今目の前にいる子とホテル行くから」

　相手の人が叫さけんでいるのがわかった。

「ほいじゃ」

　渡辺さんは通話を切った。流れるような動作で携帯の電源を落とす。

「よし」

　渡辺さんは言った。

「私もがんばったから、みーちゃんもがんばってね」

「そんなムチャクチャな」

「いーじゃん、どうせ恋愛なんてムチャクチャなもんなんだし。大事なのは勢いよ勢い！」

　渡辺さんはそう言うといたずらっぽく笑った。

「もし、ヤツがこなかったら一緒にホテル行こうね」

　考えておきます、と私は答えた。

　結局、相手の人は来た。その人のことは見たことがあった。確か脚本を書いている人のはずだった。渡辺さんの仕事を見学させてもらったときに現場に居た人だ。すごく痩せていて周りの人に「モヤシ」と呼ばれていた。

　私の顔を見ると、モヤシさんはほっとしたようながっかりしたような顔をした。

「言っとくけど、さっきの冗談じゃないからね」

「……わかってるよ」

　とモヤシさんは答えた。

　私達は店を出て、駅で別れた。

　別れ際に、渡辺さんは私の耳元で囁ささやいた。

「勇気貯金、貯まった？」

「……かなり貯まりました」

「みーちゃん、がんばってね」

「はい」

　渡わた辺なべさんは私に大きく手を振った。

　家に帰る電車の中で、私はずっと犬いぬ伏ぶしくんのことを考えていた。
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　翌朝、私は昨日と同じく早めに学校を出た。

　犬伏くんはいつものように教室にいた。犬伏くんの表情は昨日より明るい。

「あのね犬伏くん」

「何？」

　犬伏くんが私の顔を見る。

　声が出なかった。

『学園クロニクル』の仕事の時と同じだ。心臓が高鳴り、口の中が渇く。

　勇気だ。

　勇気を出すのだ。

　私は昨日貰もらった勇気を勇気貯金から残らず引き出した。

「私、ユージくんの……」

「おっはよー！」

　私の声は四し方ほう堂どうさんの声にかき消された。

「みーちゃん、今日も早いねー」

　四方堂さんはいつもの笑顔で私に近づいてくる。その後ろにはルービックキューブを持っている九ここの重えさんもいた。クリーニングしたのか、昨日制服についていたジャムの染みはきれいに落ちている。

「よお犬、お前もいつも早いなー。暇ひまなのか？」

「その名前の略し方はなんとかならんか？」

「細かいことゆーなって！」

　ばんばんと四方堂さんは犬伏くんの肩を叩たたく。

　……放課後だ。

　私は思った。

　放課後こそ、犬伏くんに……。

　そう自分に誓いつつ、自分の席に着き、グラウンドを眺めた。

　もうすぐ期末試験だ。そしてそれが終わると夏休みだった。



    

  
    
      



    

  
    
      




    

  
    
      四話　七つのメイルシュトローム





　夏休みを前に、秋あき島しま学園には期末試験が迫せまっていた。

　夏休みという楽園の門番ともいうべきこの強大な敵を打ち破るべく、皆準備にとりかかっている。

　四し方ほう堂どう桐きりも例外ではない。

　四方堂は成績のいい方ではない。クラス順位で言うと、真ん中から下の部類に入る。四方堂自身は成績が悪いことをさほど気にしてはいないが、赤点を取ってしまうと「追試」や「補習」という牢ろう獄ごくにつながれてしまう。それだけは避さけたかった。

　四方堂は確実な方法を取ることにした。

　不確実な自分よりも確実な他人を頼るのである。

「ノート貸して」

　一時間目が終わったあと、四方堂は九ここの重えに話かけた。

　四方堂にとっての『確実な他人』こと、九重伊い豆ずは不機嫌そうに四方堂を見上げる。

　手には、九重がいつも持っているものよりもミニサイズのルービックキューブがあった。

　九重はルービックキューブを操る手を止め、そしてきっぱり言った。

「断る」

「えー、なんでなんでなんで。九重のノート、教科書よりすごくわかりやすいんだよ。字もキレイだし、大事な箇所には色ペンで印ついているし。お陰で中間テストは一個も赤点なかったんだよ」

「断る」

　九重は重ねて言った。

「期末試験が近いし、私も勉強したいの。それにあんた、中間試験の時のこと忘れたの？」

「中間試験の時？」

「私のノートにひどいことしたでしょーが」

「ノートはちゃんと返したじゃん」

　九重は机の中から草色のノートを取り出した。四方堂はそのノートに見覚えがあった。中間試験の時に借りた英語のノートだ。

　九重はノートをぱらぱらとめくり、あるページを開く。

「これは何なの？」

　教科書に載っている英文が書いてあり、その下に和訳が書いてある。和訳の横に、うっすらと円状のシミがついていた。

「私が好きなのは彼ではなく彼女です……」

　四方堂は和訳の部分を読み上げた。

「その『好き』の横のシミは何？」

「何って……ヨダレだよ」

　四し方ほう堂どうはさも当然のように言った。

「試験勉強やってるときに寝ちゃってさー。どうして一人で勉強してるとあんなに眠くなるんだろうね？」

　あははー、と四方堂はお気楽に笑った。

「……」

　九ここの重えは無言でノートを閉じた。

「貸さない。絶対貸さない」

「えー、なんでー、なんでなんでー」

「なんでも」

「けちー、けちー」

　九重は四方堂を無視した。

「けちー、けちー」

　それでも四方堂はめげなかった。

「けちー、けちー」

　めげないのが四方堂のいいところだ。

　三分が経過した。

　四方堂の声にクラスの何人かが注目し始める。

　九重はこめかみを押さえた。

「わかったわよ」

「わーい」

　四方堂は両手を九重の前に差し出したが、九重は首を横に振る。

「貸すとは言ってないわよ」

　九重は言った。

「勝負しましょう」

「勝負？」

「あんたとは前々から決着をつけたいと思ってたのよ。勝負にあんたが勝ったら英語だろうが数学だろうが保健体育だろうが、なんでも貸してあげるわ。そのかわり、私が勝ったら私の言うことなんでも聞いてもらうからね」

「よっしゃ、その勝負乗った」

　四方堂は答えた。
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「と、ゆーわけ」

「何がだよ。ちゃんと説明しろ」

　原はら田だが声を上げる。

　放課後、ユージは一年Ｂ組の教室にいた。

　今日は土曜日。午前中の授業が終わり、秋あき島しま学園の生徒達は三さん々さん五ご々ごに帰宅している。期末試験前なので部活もなく、学校に残っている生徒は少ない。

　ユージ達はその数少ない生徒達の一部だった。

「非常事態なので関係者に集まってもらったんだよ」

　もちろん、関係者と思っているのは四し方ほう堂どうだけで、他ほかの人間は全員『どうして自分はここにいるんだろう』という顔をしている。

　教室には、皆を集めた張本人の四方堂のほか、原はら田だ・如月きさらぎ・ユージの三人、そしてククルと宮みや内うちさんがいた。

「原田は今までの話、聞いてなかったのか？」

「聞いてたよ。お前が九ここの重えにノートを借りられなかった話な。で、それが俺おれ達に何の関係があるんだよ」

「そんなこともわからないのか？　九重との勝負に勝つとノートが借りられるんだぞ！　九重のノートってすっげーわかりやすいんだ。青いマーカーを引いてる箇所は試験に何個も出てたし」

「その話はもう聞いたっつの。そのことと俺達に何の関係があるのかって言ってんだよ」

「物わかりの悪い奴だなー。みんなで見つけるんだよ！　九重を！　そうすれば、あたしが無事に夏休みを迎えることができるだろ。一人はみんなの為ために、みんなは一人の為に！」

「お前なー……」

「熱弁を振るっているところ悪いが」

　ユージは原田と四方堂の会話に割り込んだ。

「なんだよ、ユージ」

「原田、お前に聞きたいことがあるんだが」

「何だよ」

「俺はなんでここにいるんだ？」

　ユージは帰ろうとしたときに、原田に『重要な話がある』と言って呼び止められたのだ。同じく呼び止められた如月と共にユージが原田についていくと、そこには四方堂とククル、そして宮内さんがいた。

　一体これは何の集まりなんだろうか。

「重要な話があるんじゃなかったのか？」

「物わかりの悪い奴だなー。俺は四方堂に『ちょっと放課後に顔貸せ』と脅されたんだぞ」

「それが俺に何の関係が？」

「俺がひどい目にあうかもしれないんだぞ！　俺だけひどい目にあうなんてひどいじゃないか」

　こいつ最悪だな、とユージは思った。

　自分の成績のためだけに『九重を捜せ』という四方堂も最悪だが、仔し細さいもわからずユージと如月きさらぎを巻きこもうとする原はら田だも最悪だ。

　如月はたいして気にしていないのか平然としている。ただ、四し方ほう堂どうが話している間中ずっと携帯をいじっているので、興味がないだけなのかもしれないが。

「あーもー、ラチが明かないな！」

　四方堂はバン、と机を叩たたく。

「明日九ここの重えとの勝負に勝てば期末試験という強敵を倒せるんだよ。奴のノートさえあれば、少なくとも赤点は免まぬがれる。ということはつまり、追試や補習から免れることができて、夏休みを完かん璧ぺきな形で手に入れることができるのだ。だから、みんなで協力して九重との勝負に勝つんだよ」

「勝負って何をするんだ？」

　ユージは疑問を思わず口に出した。

　四方堂がにやりと笑う。

「明日、秋あき島しまレジャーランドで鬼ごっこをするのよ」

「鬼ごっこ？」

「そう。開園時間から開始して、閉園時間までに九重を捕まえればあたしの勝ち。逃げ切ったら九重の勝ち。シンプルでしょ？」

　ふふん、と四方堂は得意そうな顔をする。

「じゃあ明日八時半に秋島レジャーランドの入門口に集合ね。各自動きやすい格好をしてくること」

　四方堂は教壇に立ち、『秋島レジャーランド・八時半に集合』と黒板にチョークで書いていく。

「何か質問は？」

「勝手に話を進めるな」

　原田が抗議の声を上げる。

「第一、園内に入るのだって入場料取られるんだろ。なんでお前の為ために金を……」

「それは心配ご無用」

　シキリは制服のポケットから、チケットを取り出した。

　手には、全部で六枚のチケットが握られている。

「じゃーん！　どうだ！　これでタダで遊園地に入れるんだよ」

「よく六枚もタダ券集められたな」

　ユージの声に四方堂は得意げに語る。

「ふふふ。秋島学園のフェイスマンとはあたしのことよ！」

「誰だれだよフェイスマンって。それに女で『マン』っておかしいだろ」

　ユージは言ったが、四方堂はユージの言葉を軽く無視した。

「はい、じゃあチケット配るよー」

　四方堂はククル、ついで宮みや内うちさんにチケットを渡した。

　二人とも不思議そうな顔でチケットを見ている。

　原はら田だが四し方ほう堂どうに言った。

「お前、勝手に仕切るなよな。井いの上うえだって宮みや内うちだって内心は嫌がってるかもしれないだろ」

「何言ってるんだよ。ククルもみーちゃんも一緒に来てくれるに決まってるじゃないか。ねー」

　四方堂の問いにククルは「うむ」と頷うなずく。

　宮内さんも「う、うん」とぎこちない笑みを浮かべながらも返事をした。

「俺おれらは参加するなんて、言ってないぞ。なあ？」

　原田はユージと如月きさらぎにそう言ったが、意外な返事が返ってきた。

「俺は参加するよ」

　賛成の意を表したのは如月だった。

「ここはみんなで協力するのがいいんじゃないかな。情けは人の為ためならず、一人はみんなの為に、みんなは一人の為にっていうのは真理だと思う」

「そうか、わかってくれたか！　では勇者たる君にこれをあげよう」

　シキリはうれしそうな声を出し、如月にチケットを渡す。

　対照的に原田とユージはうさんくさげに如月を見る。

　他ほかの三人と違って二人は如月との付き合いが長い。如月がこういう態度を取るときは大抵裏があることを二人は熟知していた。

「よーし、じゃあみんなで九ここの重えを捕まえて幸せな夏休みを迎えようぜ、おー」

「おー」

　返事したのはククルだけだった。

「声が小さい！」

「おー！」

「もっと！」

「おー！」

　ユージはヤケクソで声を出した。

　どう考えても九重を捕まえるより自分で勉強した方が効率的なんじゃないか、と思ったが、そのことを口に出せる雰囲気ではなかった。
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　ククルは四方堂達と別れると、雑貨屋『ジャッカル』に向かった。

　ククルが店に入ると、雑誌を読んでいたカナエが立ち上がりククルを出迎えた。カナエは制服の上に黒のエプロンを着けている。

「いらっしゃーイ」

「うむ」

「魔動自転車はどうでしタ？」

　カナエがククルに問いかける。

「うむ。あれはなかなかよいものだった」

「ソウですかー！　オススメしてよかったでスー」

「特にユージが気に入っていた。感謝の気持ちを込めて大切に庭の物置にしまっていたぞ。晴れた日には庭で洗濯物の番をしてもらっているらしい」

　カナエの表情が曇る。

「駄だ目めだったんですカー」

「ブレーキがついてなかったのがまずかった。スピード出たら止まれないからな」

「スピードが出たら何かにぶつけて止まればいいじゃないですカ」

「帰り道に実際そうしようとしたのだが、同乗者のユージにはすこぶる不評だった。私は気に入っているのだが」

「ソウですカー」

　カナエはエプロンからメモ帳を取り出し何か書き込んでいる。

「こちらの世界の人の感じ方はやっぱり違いますネー……あ、そうダ」

　カナエは急に思い出したように言った。

「お父様が心配されてるみたいですヨ」

「……誰だれから聞いた」

「この間帰られた時ケンカしたんでしょウ」

「私の夫の悪口ばかり言うからだ」

　ククルはむくれている。

「自分で娘を修行に出しておいて一年もたたないうちにに『帰ってこい』はないだろう」

「お父様は心配してるんですヨ……それに……」

「……」

　ククルは押し黙ったままカナエを見た。カナエは空気を察し、話題を変えた。

「そうだ、ご注文の物届いてますヨー」

　カナエは紙袋を数個取り出した。紙袋の表には狼おおかみのマークがデザインされている。

「寝袋の方はご自宅の方に送っておきましタ。あとは服とお弁当箱と……それから動物図鑑ですネ。動物に興味があるんですカ？」

「私が興味あるのではない。興味があるのはユージだ」

　とククルは言った。



　　　＊



　ユージは学校を出てバスに乗り、如月きさらぎと一緒に秋あき島しま駅前のドーナツショップに行った。

　原はら田だは『用事がある』と言って先に帰っていった。

　対面に座る如月きさらぎは携帯電話をかちかちと操作している。

「なんで秋あき島しまレジャーランドに行かなきゃいけないんだろうな」

「うーん」

「試験も近いのにこんなことしていいのかなー」

「うーん」

　秋島学園はすでに試験期間に入っていた。再来週から始まる試験に備えて、部活動も軒並み休みになっている。

　そんな時期に、秋島レジャーランドなんかに行ってていいのだろうか。

　秋島レジャーランドは秋島市の外れにある遊園地だ。この近辺では一番大きい遊園地である。観覧車やジェットコースターなどアトラクションも充実しており、季節を問わず家族連れやカップルで賑にぎわう。遊園地の中にはホテルがあり、宿泊することもできた。

　ユージは二回行ったことがある。一回目は小学校のとき遠足で、二回目は中学のときに秋島レジャーランドで開催されたイベントに行ったのだ。ゲーム大会があったのだが、あえなく予選落ちした。

「ユージは普段から成績悪くないじゃん。別にちょっとぐらい遊んでもいいんじゃないの？」

　如月が気だるげに答える。

「そういうわけにもいかないんだよ」

　ユージは、おかわり無料のカフェオレをがぶ飲みする。

「ねーちゃんが今度の期末試験の成績良かったら、携帯ゲーム機買ってくれるって言うんだよ」

「あれ、ユージって携帯ゲーム機持ってなかったっけ？」

「持ってたけど、星になった」

　ユージの携帯ゲーム機は、この間姉の涼りよう子こと争ったときに、涼子の手で二階の窓から射出され、星になった。ユージはゲーム機と学園クロニクルのソフトの冥めい福ふくを祈った。

「だから、今回はちゃんと勉強していい点とらないといけないんだよ」

「じゃあなおさら四し方ほう堂どうに協力して九ここの重えにノートを借りたほうがいいんじゃないか？」

「いやそれより自分で勉強した方が……ところでさ、如月」

「何？」

　如月からは相変わらずの生返事が返ってきた。

「お前、さっきから携帯で何見てんの？」

「い、いや別に」

　如月は携帯を後ろに隠す。

　あやしい。

　如月の態度は不自然だった。学校を出てからここに来るまでずっと携帯を操作している。ドーナツショップに来てからも、携帯に集中していて、ユージの話は半分も聞いていたかどうかあやしい。

　あやしいといえば、なぜ如月きさらぎは四し方ほう堂どうの話に賛成したのだろうか。

　如月は成績はいい方ではないが、さりとて悪い方でもない。というか、成績のことをあまり気にしないのだ。試験期間中でも勉強しているところを見たことがない。いつものように授業を受け、いつものように寄り道をして帰る。それが如月だった。

　その如月が九ここの重えのノートを欲しがるなどということは考えにくかった。四方堂の話に積極的に賛成する理由が見つからない。

『九重からノートを借りる』ということ以外に、なにか四方堂に協力する理由があるのではないだろうか。

　ユージは率直に聞いてみることにした。

「なんでお前四方堂に賛成したの」

「なんでって、そりゃ……」

　しばらく間まがあった。

　その間にドーナツショップのお姉さんがやってきて、カフェオレのおかわりを注いでくれた。お姉さんの『ごゆっくりどうぞ』という言葉に続けるように、如月は言った。

「四方堂はクラスメートじゃん。クラスメートが困っている時に助けるのが友情ってもんじゃないかな」

「……お前よくそんなしらじらしいことが言えるな」

　ユージは呆あきれた。そんな風にクラスメートを大事に思っているやつが、四方堂が熱弁を振るっているときに、ずっと携帯をいじっているはずがない。

　ユージは確信した。なにか如月には四方堂に賛成する理由があるのだ。

　おそらく、如月は明日秋あき島しまレジャーランドに行きたいのだ。四方堂が秋島レジャーランドのチケットを出したとき、一瞬だけ顔色が喜色に変わったことをユージは見逃さなかった。

　まあ、いい。

　四方堂には四方堂の目的があるように、如月には如月の目的がある。それはそれでいいんじゃないか、と思った。

　目的といえば、とユージは思った。

　九重の目的は何なんだろうか。

「どうして九重は勝負しようなんて言ったんだろうな」

「ん？」

　如月は不思議そうな顔をする。

「四方堂がなんと言おうとノートを貸したくないんなら断ればいいじゃん。なんで勝負なんかする必要があるんだろうな？」

「そりゃお前」

　如月は当然のように言った。

「好きだからに決まってんじゃん」

「は？」

　思いもよらない言葉にユージは戸惑った。思わず居い住ずまいを正す。

「好き？　誰だれが誰を？」

「九ここの重えが、四し方ほう堂どうをさ」

　如月きさらぎはそう言って、目の前のカフェオレを口に運ぶ。

　ユージにはまったく納得がいかなかった。

「あんなにいつもケンカしているのに？」

「ケンカするほど仲がいい、っていうだろ」

　如月は言った。

「なんだかんだ言って、九重はいっつも四方堂と一緒にいるじゃん。心を許している証拠だよ」

「そうかあ？」

　成り行きで一緒にいるだけだろ、とユージは思った。四方堂と九重の二人はククルと行動を共にしている関係上、ククルの様子を窺うかがったときはユージの目に入ることが多い。確かに四方堂と九重は一緒に行動していることが多いが、いつも四方堂は楽しそうに話し、九重は四方堂の言葉を不機嫌そうに聞いて、なにかと反論している。その様子は口くち喧げん嘩かに発展することも多い。

「じゃあ素直にノート貸してやればいいじゃん。なんで、勝負なんて言って秋あき島しまレジャーランドに呼び出すんだよ」

「それはだな……」

　如月が声を潜めた。釣られてユージも如月に顔を近づける。

「それは？」

「……わからん」

「……一瞬でも如月に期待した俺おれが馬ば鹿かだったよ」

　ユージは脱力して椅い子すの背にもたれかかった。

「まあ『好き』の表現の仕方なんていろいろだからさ、他人がとやかく言う話じゃないよ」

　如月の言葉に、ユージは身を起こした。

『好き』か……

　ユージが物思いにふけっていると、如月がぱちんと携帯を閉じた。そして、ユージに話しかける。

「それより明日はチャンスだろ」

「チャンス？　何が？」

「宮みや内うちさんと合法的にデートできるじゃん」

「……なんで俺が宮内さんとデートしなきゃいけないんだよ」

「だって、ユージって宮内さんと仲がいいじゃん。最近放課後になるといつも教室とか図書室とか体育館裏とかで話してるだろ」

「いやあれは……」

「どうせ九ここの重えを捜すのなんて四し方ほう堂どうぐらいしか真面目まじめにやんないよ。適当なこと言って宮みや内うちさんと一緒に遊べば？　宮内さんだって、それを期待してるよ。同じＸグループの井いの上うえはともかく、宮内さんは四方堂とそんなに仲がいいわけじゃないだろ？　何か別の目的があるに決まってる」

　そうかな、とユージは思った。そして、もしかしたらそうかもしれない、と思い直した。高天たかまが原はら商店街で泣かれた時はショックだったが、翌日以降は普通に会話ができている。一年Ｂ組の中では、一番仲の良い女の子なのは間違いない。

　それに、最近は放課後になると、「ちょっと話があるんだけど」と言って呼び止められることが多いのだ。宮内さんの『話』の内容は、昨日見たテレビの話だったり、最近読んだ漫画の話だったりと他た愛あいのない話ばかりなのだが、それは本題じゃないんじゃないかとユージは感じていた。

　宮内さんは自分に言いたいことがあるのだけれども、それがなかなか言い出せなくて他愛のない話をしているのではないか、と思っていた。そう思いつつ宮内さんと話していると、大抵原はら田だや四方堂がやってきてユージや宮内さんを誘って帰ることになるのだ。

　だが、宮内さんは自分に何を言いたいというのだろうか？　「やっぱりあなたのこと嫌いです」とかか？　いやそんなことは改めていう必要はない。自分から話しかけないとか、休み時間になったら席を立ってどこかに消えるとか、そういう態度で示せばいいはずだ。しかも、宮内さんが自分のことを嫌っているならば、自分に話しかけてくるというのは矛盾がある。これはもしかして……

「宮内さんはお前のこと好きなんじゃないの？」

　ユージの心の中を読むように、如月きさらぎは言った。

「いやそれはないな。だって……」

　一度『学園クロニクル』の話をしただけで泣かれたことがあるから、と言おうとしたがそれは思いとどまった。それを説明すると要いらぬ誤解を受ける可能性がある。

　ユージが口にしたのは、別の言葉だった。

「ク……じゃなかった井上はどうなんだ？」

「井上？」

「井上はなんで参加するんだろうな」

「そりゃ四方堂と仲がいいからじゃないの？　もしくは、赤あか井いさんに会いたいとか」

「赤井さん？」

「二年の先輩なんだけど、最近昼休みになると毎日のように井上に会いに来てるんだって。あの人、家がアイスクリーム屋なんだけど、遊園地とかにも臨時で出店することがあるらしいよ。今週末は秋あき島しまレジャーランドに行くらしい」

「ふ、ふーん。お前詳しいな」

　冷静を装ってユージは言った。

「だって赤あか井い先輩って校内じゃ有名だし、毎日昼休みのたびに四し方ほう堂どう達と一緒にいればそりゃ目立って噂うわさにもなるって。楽しげに携帯の番号とか交換してたらしいし」

　ユージは背中が冷え冷えとするのを感じた。同時に顔のあたりが熱くなってくる。

「でも赤井先輩って顔がいいのにどうして井いの上うえなんだろーな。ロリコンなのかね？」

「さー」

　ユージはカフェオレを口に含んだ。カフェオレはぬるくて甘ったるい味がした。



　ユージは如月きさらぎと別れて家に帰った。

「ただいまー」

　ユージは玄関で靴を脱ぎながら、声をかけた。玄関にはククルの小さな靴があった。すでに帰宅しているらしい。

　廊下を歩いてくる音がする。

　靴を脱ぎ振り返ると、そこにはチャイナドレスを着たククルがいた。

　青のチャイナドレスで、太ふと腿ももからつま先にかけてはスリットがばっちり入っており、おまけに胸元も開いている。

「どうだ」

　ククルは胸を突き出した。どうやら胸元を強調しているらしい。



    

  
    
      



    

  
    
      　盆地じゃないだけマシだが、そんな平野を強調されても困る、とユージは思った。

「……その服って、カナエさんの店で買ったの？」

「よくわかったな」

「俺おれは土曜日は千里眼が使えるんだよ。ちなみにチャイナドレスは足を強調したほうがいいぞ」

　ユージがそう言うとククルは少し口を尖とがらせたが、やがて思い出したように言った。

「そうだ、お前に手紙が来ていたぞ」

　ククルは手に持っていた手紙をユージに渡す。封筒の裏を見ると、姉の涼りよう子この名前があった。

「すぐに食事にするからな」

　ククルはそう言うと台所に帰っていった。

　ユージは自分の部屋に行き、封を開け中身を見た。小さくため息をつくと、封筒ごと机の引き出しにしまった。

「ごはんだぞー」

　ククルの声がしたので、ユージはリビングへと向かう。

　今日の夕食は中華一色だった。

　色とりどりの餃子ギヨーザや焼売シユーマイが皿の上に載っている。酢す豚ぶたや麻婆マーボー豆どう腐ふなども小皿に取り分けられ、食卓からはみ出さんばかりに並べられていた。

　二人は夕食を取り始めた。

　ククルはいつもどおりの食欲で皿を平らげていったが、ユージはあまり食欲がなかった。夕食の前にドーナツショップに寄っていたせいもあったが、それ以上に食欲を減退させている理由があった。今日の如月きさらぎの話である。もっと言えば、『アイスクリーム王子』とククルの話だった。

「ククル、明日なんだけど」

　ククルは三皿目の焼売に手を伸ばしていた。口の中には焼売が入っていて会話ができる状態ではない。

　ユージはククルの焼売が食道に移動するのを待った。

　ククルは焼売を飲み込み、言った。

「なんだ？」

「明日どうするよ」

「何がだ」

「今日の四し方ほう堂どうの話だよ。本当に行くのか？」

「当たり前だ。友人である四方堂が困っているのだ。困っている友人を助けるのは当たり前だろう」

「あまり困っているようには見えなかったが」

　そのとき、携帯の呼び出し音が鳴った。自分の携帯かと思ったが、それは二階の部屋に置いてあるはずだった。

　呼び出し音が鳴っていたのはククルの携帯だった。ククルが箸はしを置き、携帯電話を取る。

「私だ……うむ、今食事中だ。また後でな」

　ククルは電話を切った。

「誰だれだ？」

　ユージの問いにククルは箸を持ち直しながら答える。

「先週アイスクリーム屋に行っただろう。あのアイスクリーム王子だ」

「あのアイスクリーム王子か？」

「あのアイスクリーム王子だ」

「ふ、ふーん」

　ユージの心に動揺が走っていたが、努めて冷静を装う。

　ククルはユージの動揺を見透かすように言葉を続ける。

「昼休みに私のところに来て電話番号を聞いてきたのだ。この家の電話番号を教えると後々面倒そうだったので、私のケータイ番号を教えた」

「それは……賢明な判断だな」

　ユージはそう言ったが、もやもやとした気持ちは残ったままだった。

　結局、ほとんどククルが食べ、ユージは二皿ほど食べただけだった。

「口に合わなかったか？」

　ククルの問いにユージはあわてて答える。

「いや、そんなことないよ。じゃあ後片付けしようか」

　ユージは台所に皿を運んだ。何かをして気を紛まぎらわせたかった。

　二人で皿を洗っていると、再びククルのケータイがなった。

「私だ。うむ、食事は終わったぞ……デート？」

　ユージの動きがゼンマイの切れた人形のようにぴたっと止まる。

　デート？　なんでアイスクリーム王子との会話で『デート』という単語が出るのだ？

　ククルの言葉から想像するに、アイスクリーム王子はククルをデートに誘っているらしい。

「そうか……まあ縁があったらな」

　そう言ってククルは電話を切った。

　ユージはしばらく沈黙していたが、我慢できずにククルに問いただした。

「なんの電話？」

　ユージの問いにククルはさらりと答える。

「明日、虎こ太た郎ろうも秋あき島しまレジャーランドにいるのでデートしないか、と言われた」

　虎太郎というのは、あの『アイスクリーム王子』の名前らしい。

「ふ、ふーん」

「無む下げに断るのもかわいそうだから、『縁があったら』と答えておいた」

「そ、そう」

　ユージは平静を装ってククルに答えた。

「ところでユージよ、確認したいのだが」

「なんだ」

「今のはヤキモチか？」

　ククルの大きな瞳ひとみがユージを見つめる。

「……なんで俺おれがククルにヤキモチ焼かなきゃならんのだ」

「妻が他ほかの男からデートに誘われたら嫉しつ妬とをするのが、夫というものだろう」

「知るか」

　ユージはククルから顔を背ける。

「あ、そうそう」

　ユージの背にククルの声がかかる。

「今日は台所で寝るからな」

「台所で？」

「明日の朝弁当を作るのだ。早起きせねばならぬからな」

　そう言われてみて気づいたが、台所のあちこちに目覚まし時計が置かれている。

「布ふ団とんはどうするんだ？」

「カナエの店で寝袋を買ってきた。心配には及ばぬ」

「別に心配してないけど」

　ユージは皿を食器棚に戻した。

「じゃあ俺は寝る」

「うむ。また明日な」

　自分の部屋に帰り、大きくため息をつく。

　ユージは動揺している。

　なんでククルがデートに誘われるんだ？　あの、アイスクリーム王子とか言う奴はやはりロリコンなのか？

　ユージは戸惑っていた。もっというなら、戸惑っている自分に戸惑っていた。

　ユージは自分の部屋のハムスターを見る。

　このハムスターに電話がかかってきてデートに誘われたら……

　ユージは自分の考えにあきれた。そんなことがあるわけないではないか。

　机の引き出しを開ける。そこには、先程ククルから渡された姉の涼りよう子こからの手紙があった。

　ユージは封筒を開け、中身を取り出す。

　そこには、秋あき島しまレジャーランドの無料チケットが二枚入っていた。姉の涼子に頼んでおいたものである。

　ユージは期末試験が終わったら、ククルと一緒に秋島レジャーランドに行くつもりだったのだ。そこで、姉に頼んで無料チケットを二枚送ってもらったのだ。

　ユージは高天たかまが原はら商店街に行ったときのことを思い出していた。あの時ククルは『楽しい』と言ったのだ。自分と一緒に歩くのが楽しいと。

「……そんなに楽しいなら死ぬほど太陽の下で歩いてやるっつの」

　なんだか疲れた。

　それに考えたくない。考えるとククルと共にアイスクリーム王子の顔が脳裏に浮かんできそうだった。

　ユージは電気を消し、明日の為ために眠ることにした。



    

  
    
      




    

  
    
      五話　愛しき君のために





　ユージは、玉子焼きの匂においで目が覚めた。

　階下からいい匂いが漂ってくる。

　玉子焼きの匂い、ウインナーが焼ける匂い。食欲をそそる匂いだ。

　ユージは昨日のことを思い出していた。確か昨日「お弁当を作る」とかククルは言っていたはずだ。

　階段を下りリビングに行くと、台所へと通じる扉が閉められていた。扉には『立入禁止』という紙が貼はってある。ククルの筆跡だ。

「ククルー」

　ユージは、リビングから台所に向かって呼びかける。

「今忙しい」

　にべもない返事が返ってきた。

　ユージは昨日のククルにかかってきた電話を思い出した。

　何も食べてないのに胸がむかむかする。

「先に行っててくれ」

「わかったよ！」

　ユージは語気を荒げて返事をした。自分でも何に怒っているのかよくわからなかった。ただ、気分が良くなかった。

　ユージは着替えて家を出た。

　太陽の陽ひ射ざしがまぶしい。

　今日は暑くなりそうだった。



　ユージは開園三十分前に、秋あき島しまレジャーランドについた。

　混雑しているというほどではないが、入場券やフリーチケットを買う窓口の前には十五、六人ぐらいの列ができている。その列の横にいる原はら田だと如月きさらぎをユージはすぐに見つけることができた。四し方ほう堂どうと宮みや内うちさんも一緒にいた。

「あとはククルだけだなー」

　四方堂は白のＴシャツに短めのスカートをはいていた。Ｔシャツの中央部分には「中等生物」という文字が印刷されている。変なＴシャツだとユージは思った。なんだ中等生物って。

　宮内さんは涼しげな水色のワンピースを着ている。手にはバスケットを持っており、取っ手の部分の金属が光に反射してユージの目を射た。

　ユージを見つけると宮内さんは近くに寄ってきた。

「おはよう、犬いぬ伏ぶしくん。今日は暑いねー」

「う、うん」

　宮みや内うちさんは親しげに話しかけてくる。

　制服とは違う服を着た宮内さんにユージはどぎまぎした。

　ユージが知っている宮内さんはいつも制服だ。

　例外が商店街で見たジャージ姿だったが、あれはなかったことになっている。

　か、かわいいな、宮内さん……ジャージ姿もよかったけれど。

　その時、四し方ほう堂どうの声がした。

「おー、ククルが来た来た」

　ユージは背中に氷を入れられたような気分になった。

　振り返るとそこにはククルがいた。

　ククルは、赤のバイクスーツを着ていた。この間、高天たかまが原はら商店街に行くのに着てきたのと同じ姿だ。背には黒のリュックを背負っているが、この間のものより大きめに見える。

「おはよー。そーいや、ククルの私服姿を見るの初めてだなー。でも、暑くないのか？」

　四方堂はククルの姿を見てそう言った。

「大丈夫だ。私は暑さに強いからな」

「それは心強い」

　四方堂はにこやかに笑った。

　その時、ユージ達に話しかけてくる人物がいた。

「……おはよう」

　九ここの重えである。

　九重はサバイバルゲームのときに着るような迷彩服を着て、首からゴーグルを下げ、服と同じ柄の帽ぼう子しを被かぶっている。そして手にはサブマシンガンを擬したウォーターガン（俗に言う水鉄砲だ）を携えていた。確か前々号ぐらいの『トゥインクル』に同じ商品が載っていたのをユージは覚えている。腰のところに水のタンクがあり、そこから水を補給するようになっているはずだ。

　九重は完全に戦闘モードだった。

　だが、その表情は芳かんばしくなかった。九重はこめかみを押さえている。

「……あんたねー。なんでこんな大勢で来るのよ？　ククルはともかく、三さん馬ば鹿かや宮内さんまで連れてきて」

　なんだよ三馬鹿って、とユージは言ったが、四方堂にも九重にも黙殺された。四方堂は自信たっぷりに言う。

「必ず一人で来いとは言わなかっただろう」

「常識で考えればわかるでしょ」

　九重は大げさにため息をつく。

　そして、ユージ達を見て言った。

「あんたらも相当暇ひまね」

「いや、俺おれらはだな……」

　言い訳しようとする原はら田だの言葉を九ここの重えは遮さえぎった。

「どーでもいいわ。あんたらも四し方ほう堂どうの味方をするつもりなら容赦しないからね」

「望むところだ！」

　四方堂が返事をする。

　望んでいるのはお前だけだろが、とユージは思った。

「ルール確認するわね」

　九重は言った。

「勝負は開園から午後五時までの時間。その間に私が今被かぶってる帽ぼう子しを取ることができたら勝ち。できなければあんたらの負けね」

　九重は四方堂他ほかの六人を見渡して言った。

「ただし、私は妨害するからね」

　どういう妨害かは、九重の持っている銃が教えてくれた。

　園内から音楽が流れてくる。開園の合図だった。

「開園後五分たったら追いかけてきていいわ。そこから勝負開始だからね」

　そう言うと、九重は踵きびすを返して園内に入っていった。

　人混みに紛まぎれ、その姿はあっという間まに見えなくなった。

　如月きさらぎは感心したように言った。

「九重は心底楽しそうだな」

「まったく」

　如月の言葉にユージは同調した。

「よーし！　じゃあこっちも行くぞー」

　四方堂も九重に負けず劣らず楽しそうだ。

　四方堂と九重の二人はいつも喧けん嘩かしているが、今の姿を見ると二人は似たもの同士というか、結構気が合うんじゃないかとユージは思った。

「みんなを三組に分ける」

　唐突に四方堂は宣言した。

「何で？」

　原田が間抜けな声を出す。

「アホか。こーゆーのは二人一組になるに決まってんの！　男女それぞれ一組になって九重を追ってもらうから」

　そう言うと四方堂はポケットから細長く切った紙を取り出した。

「くじを作ってきた。同じマークの人と組になってもらうから」

「タイム！」

　原田は叫さけんだ。

「なんだよタイムって」

　四方堂の言葉を無視して原田はユージと如月を連れ、女子達から少し離れる。

　原はら田だは真剣な面持ちで二人を見る。

「お前ら誰だれ狙ねらいだ？」

「誰狙いって……」

「俺おれは四し方ほう堂どうだけは勘弁だ。代わってくれないか」

「断る」

　ユージと如月きさらぎは同時に言った。原田は泣きそうな顔で二人に言う。

「あいつと一緒は勘弁なんだよ」

「俺らだって四方堂だけは勘弁だっつーの、なあユージ？」

「う、うん。如月の言うとおりだ」

　ユージはそう答えた。ユージとしては四方堂はもちろんだが、宮みや内うちさんと一緒になるのも気が重かった。下へ手たなことを話してまた泣かれでもしたら大変だ。

　と、なるとククルしかいない。

　ユージはちらりとククルの様子を見た。ククルと宮内さんはすでにくじを引き終えているようだった。

「お前ら早く来い！」

　四方堂に言われて三人は戻った。

　ユージはくじを引いた。続いて、如月、原田と続く。

「同じマークの人と組になって」

　ユージは引いたくじを見た。星のマークが書いてある。

「みーちゃん、どう」

「……丸のマーク……」

「はい、そっちで丸のマークの人！」

　如月が手を挙げる。

「じゃ、みーちゃんは如月と一緒に九ここの重えを捜してね。じゃあククルは？」

「星だ」

　ククルはユージの元にてくてくと歩いてきた。

「よろしく」

「うむ」

　ユージの言葉にククルは短く返事をした。

「じゃあ残ったのはあたしと原田か」

　原田はユージに「代わってくれ」というＳＯＳサインを出していたが、ユージは黙殺した。

「じゃあ諸君、健闘を祈る！」

　ユージはククル以外の人間と入り口で別れた。



　ユージはパンフレットを取り出した。入り口のところで、秋あき島しまレジャーランドのマスコット『アッキー』が渡してくれたものだ。熊くまの着ぐるみのアッキーはパンフレットを渡すと、二人に手を振ってくれた。仲のいい兄妹だと思われただろうな、とユージは思った。

　秋あき島しまレジャーランドは広い。入り口から最深部のボートに乗れる池まで歩いて行くと、ゆうに三十分はかかる。この状況で九ここの重えを捜すのは骨が折れそうだった。しかも、今日は暑い。歩くだけで体力が奪われてしまうこと間違いなしだ。

　だがユージと並んで歩いているククルは全く肌の露出していないバイクスーツに身を包んでいる。

「その格好暑くないか？」

「大丈夫だ」

　ククルは短く答えた。バイクスーツは見るからに暑そうだが、ククルは汗一つかいていない。オウガ族は暑さの感じ方が違うのだろうか？　とユージは思った。

　ユージ達の正面には海賊船がブランコのような軌道で動くアトラクションがあり、開園間まもないというのに早くも列ができている。

　海賊船の向こうには、観覧車が見える。こちらはすいており、待ち時間なしでも乗れそうだった。

　観覧車の向こうには頂点にルービックキューブのような立方体のオブジェが載った不思議な建物が見える。秋島レジャーランドホテルだった。ここのホテルに泊まれば徒歩０分でアトラクションに直行できるというわけだ。

　海賊船の列に並んでいるのは子供連れの家族が多いが、この暑いのに手をつないでいるカップルの姿も見えた。

　遊園地。定番のデートコースだ。

　だが、遊園地は注意が必要である。初心者カップルにおいて、遊園地は鬼門なのだ。

　特に待ち時間のある人気アトラクションは要注意だ。まだそんなに仲の良くない彼氏彼女にとっては、待ち時間というのは緊張と疲労を得るだけの時間でしかない。そうなると、上う手まくいくデートも上手くいかなくなる。

　……と、『学園クロニクル』のゲーム内では言っていた。

　本当のところはどうなのか知らない。

　さて、これからどうしようか。

　ユージには九重を捜すつもりはさらさらなかった。何が悲しくて四し方ほう堂どうのノートの為ために働かなくてはいけないのだ。原はら田だはどうも四方堂に弱みを握られているようだが、ユージにはそういうものはない。

　それに九重はあの装備からして四方堂と敵対していることは間違いない。ここは中立を決め込むべきだとユージは思った。

　とにかく、九重と四方堂の決着がつくまで時間を潰つぶそう。

　小学生ぐらいの子供達がユージ達と反対方向から駆けてきた。脇わきをすりぬけ、海賊船のアトラクションに並ぶ。

　小学生は観覧車からやってきたようだった。

「観覧車でも乗るか？」

　ユージはそう言ったが、ククルは返事をしなかった。

「それより、お前に一つ聞きたいことがある」

「なんだよ」

「今、我々は二人でいるな」

「うん」

「これは、デートだな」

　ユージは高天たかまが原はら商店街での会話を思い出した。あの時もククルはデートかどうか拘こだわっていた。

「デートだな？」

　ククルは重ねて聞いてくる。ユージは昨日机の中にしまった秋あき島しまレジャーランドのペアチケットのことを思い出した。もしあのチケットで来ていれば……。

　ユージはククルから視線をそらした。

「……これがデートかどうかというのは難しい問題じゃないかな。素人しろうとが安易に判断するんじゃなく、専門家に意見を……」

　ユージの答えを見透かしていたかのように、ククルがケータイを取り出した。

「わかった。では『専門家』に電話してみる」

「電話？」

　ククルは番号を押し、どこぞへ電話をかけた。

「……私だ。井いの上うえククルだ。実は、今異性と遊園地に来ているのだが、これはデートなのだろうか？」

　ククルは話し込んでいる。

「うむ、うむ……いや？　それはよくわからぬ……どういう意味だ？　……うむ、では代わろう」

　ククルはユージに電話を渡した。

「代わって欲しいそうだ」

「俺おれ？」

　ククルは頷うなずいた。なんで俺が？　疑問を持ちつつも、ユージは電話に出た。

「もしもし？」

　相手の声を聞いて、ユージはチョコレートの銀紙を噛かんでしまったような気分になった。

　眠そうな声だがすぐに誰だれだかわかった。担任の上うえ村むら先生だ。なんで上村先生が電話に出るんだ？

「ど、どうも」

「あー、あんた犬いぬ伏ぶしでしょ。井上とデートしてんの？　この浮気者！」

　なんで浮気者なんだよ、とユージは思ったが口には出さなかった。酔っ払いと上村先生に正論は通じない。

　上うえ村むら先生の寝起きのような声が携帯から伝わってきた。

「それで、もう××××はしたの？」

　上村先生は思いっきり卑ひ猥わいな言葉を言った。

「は？」

「××××をしたんだったらデートって言えるわよね」

　ユージは絶句した。

「彼女の×××は×××した？　×××××はた？　は……」

　無言で電話を切った。ついでに携帯の電源もＯＦＦにした。

　ククルに電話を返す。

「なんで上村先生に電話するんだよ」

「この間、日直の時に日誌を持っていったら『何か困ったことがあったら電話するように』と言われたのだ。一緒に電話番号も教えてもらった」

「相談する専門家と友達は選べよ」

「で、これはデートだと言っていたか？」

「答えてもらえなかった」

　ユージはそう言った。ユージの答えにククルは不満げな顔をする。

「お前は私とデートがしたくないのか？　だから、今日も宮みや内うちと仲が良さそうに話していたのか？」

「今日『も』って、なんだよ」

　なんで宮内さんが出てくるんだ。そりゃ確かに今日の宮内さんはかわいいなと思ったけど、とユージは心の中で弁解した。

「最近、宮内と仲がいいそうではないか。放課後、いつも話し込んでいるらしいな」

「誰だれから聞いたんだよ」

「誰でもいい」

　ククルの声が不機嫌さを増す。

　一方的に責められてユージはムッとした。なんで宮内さんのことなんか言うんだ。

「ククルだって人のこと言えないだろ」

「私？」

　ククルは眉まゆ根ねを寄せる。

「あのアイスクリーム王子のことはどうなんだよ」

「お前はやけにあの者についてこだわるな」

「こだわってるわけじゃねーよ。ククルこそなんで宮内さんのことになるとムキになるんだよ」

「ムキになどなってない」

「なってる」

「なってない！」

　往来でユージとククルは言い争った。

　周囲の視線が矢の様に刺さるが、それどころでなかった。

　しばらく無言でにらみあった後、ククルは口を開く。

「お前は宮みや内うちのことが……好きなのか？」

　ユージは沈黙した。

　宮内さんのことは嫌いではない。

　嫌いではないが……

「お前の気持ちはよーくわかった」

　ククルは言った。

「浮気してやる」

「……え？」

「私だって浮気してやるからな！　お前のために作った弁当だって浮気相手に食わしてやる！」

　そういうと、ククルはユージが止める間まもなく駆け出していった。
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　一方その頃ころ。

　四し方ほう堂どうと原はら田だは九ここの重えの姿を捜し求め歩いていた。

「いやー、どこに行ったのかねー」

　四方堂はあたりをきょろきょろ見渡した。

　その後ろにいる原田は早くもげっそりとした表情をしている。

「俺おれだけなんでこんな目にあうんだ……」

　原田のつぶやきを四方堂は聞き逃さなかった。

「なーに言ってんだよお前は。あたしと組むなんてサイコーの組み合わせじゃないか。くじ運を恵んでくれた神様に感謝しろ！　これから一週間毎朝富士山に向かって拝め！」

「なにがサイコーなんだよ」

「そんなこともわかんないの？」

　ちっちっち、と四方堂は人差し指を振りながら答える。

「よく考えてみろよ。どーせ犬いぬ伏ぶしも如月きさらぎも真面目まじめに九重のことなんか捜さないよ」

「井いの上うえと宮内は？」

「二人には九重を捜さなくていいって言ってある」

「何な故ぜ？」

「いーじゃん。九重をお前が独り占めできるんだぜ」

「ば、馬ば鹿か」

　焦る原はら田だを尻しり目めに四し方ほう堂どうは言う。

「そりゃ女子のリスト作ってさー、あたしと九ここの重えと井いの上うえを『Ｘグループ』とか言って隔離すりゃー、九重に手を出すライバルはいなくなるもんねー」

　あはは、と笑って四方堂は原田の肩を叩たたいた。

「まあ言わないから言わないから！」

「最悪だ」

　原田は喉のどから声を絞りだすように言った。

「お前にだけは知られたくなかった」

「いーじゃないか。おかげでこの間ものまね三角ベースに九重も誘ってやったんだぞ。今日に至っては九重とデートができるわけだし」

「今の状況のどこがデートなんだよ」

「デートだよ。二人が楽しめれば余人が何を言おうとデートだよ」

　四方堂は、はっと表情を変える。

　遠くに九重が見えた。こっちに視線を向けると、あっかんべー、をして逃げ去った。

「追いかけるぞ！　早く！」

　四方堂に追い立てられるように原田は走り出した。原田の後に四方堂も続く。

　だが、その二人の前に立ちはだかる壁があった。

　秋あき島しまレジャーランドのマスコットであるアッキーだった。着ぐるみのアッキーは固定化された笑顔を二人に向けている。だがその体は原田達の進行方向を塞ふさいでいた。

　そして、手には銃があった。

「！」

　アッキーの手にした銃が咆ほう哮こうした。
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　ククルと別れたユージは園内をあてもなく歩いている。

　一人になってわかったのだが、遊園地というものは一人で来るものではない。買い物や映画ならば、一人で来る人もそれなりにいる。だが、遊園地で一人でいる人はいない。少なくとも今ユージが観測できる範囲にはいなかった。確かに、一人で観覧車やジェットコースターに乗っても面白くもなんともない。

　ユージはククルのことを考えていた。

　なんなんだ、あいつは。アイスクリーム王子のことを言ったと思ったら、宮みや内うちさんのことなんか言ったりして。

　放課後話していたのは、宮内さんから話してきたのであって、自分から話したわけではない。それに話の内容はただの世間話だ。

　それを怒るなんて筋違いも甚だしいではないか。そんなに、そんなに俺おれのことが嫌いなのか？

　あー、暑い。

　ククルは……

　ユージは思った。

　ククルは俺おれのことをどう思っているのだろう？

　そして俺は、ククルのことをどう思っているのだろう。

　目の前に、ククルの顔とアイスクリーム王子の顔、そして宮みや内うちさんの顔が浮かんでは消えた。

　暑い。

　考えすぎて頭がくらくらしてきた。とりあえず水分を取ろう。

　ユージはポケットからパンフレットを取り出した。飲み物を売っている場所を探した。

　今いる場所からだと、イベント広場という所が近そうだった。パンフレットには飲み物のマークがついている。

「こっちか」

　ユージはふらふらと歩き出した。

　少し歩くと、イベントスペースと書かれた矢印の看板が見えた。それに従い、ユージは歩みを進める。

　イベントスペースに近づくにつれて、ユージはあることに気づいた。

　さっきまで大勢見かけたカップルや家族連れが減っているのだ。人の数は多いのだが、見かけるのは男性、しかも若い男が多かった。女性の姿はほとんどいない。この客層はどこかで見たことがある。どこだったっけ……。

　なんだかあまり思い出したくない記憶のような気がした。

　ユージがイベントスペースに着くと、そこに長蛇の列を発見した。列に並んでいる人は、皆湯のみを手にしている。湯のみには冷えたお茶が入っているらしく、暑さに耐えかねた人が湯のみを頬ほおにあてたりしている。

　その列の先頭にいる人物にユージは見覚えがあった。というか、見間違えようがなかった。

　列の先頭にいるのは如月きさらぎだった。

　何な故ぜか木刀を正眼に構え、ある人物と対たい峙じしている。

　如月の正面にいる人物は、着流しを着て微び笑しようを浮かべ如月と向かい合っている。

　ユージはその人物にも見覚えがあった。

　名を鈴すず蘭らんという。

　鈴蘭は、ククルと同じ夜の国から来たサムライ族という種族の人間だ。過去にユージやククルと『いろいろ』あった仲である。

「はあっ！」

　如月が気合を入れて、鈴蘭に切りかかる。

　鈴すず蘭らんは消えた。消えたように見えた。

　体を深く沈み込ませ、如月きさらぎの横をすり抜ける。

　如月は、声も出さずに地面に倒れこんだ。

　間髪入れず、同じく着流し姿の人間が如月を助け起こす。この顔も知っている。鈴蘭がやっている『侍さむらい喫きつ茶さ』にいた沖おき田た総そう司じと呼ばれていた子だ。如月の胸元に突きを入れると「うっ」という声と共に如月が意識を取り戻した。川から上がってきた犬のように、頭を左右に振る。

　そこに、メイド服姿の女の子が寄ってきた。

「どうもありがとうございましタ～。五百円になりまス」

　メイド服姿の女の子はカナエだった。

「……」

　お前宮みや内うちさんはどうしたんだよ、如月を問い詰めたかったが、ユージの足はすでに後ずさっている。

　鈴蘭やサムライ族と係かかわり合いにならない方がいい。ユージの本能がそう告げていた。

　おそるおそる逃げようとしたとき、鈴蘭と目が合った。目が合った瞬間、鈴蘭はにやりと笑う。

　ユージはすかさず踵きびすを返して逃げようとしたが、足が動かなかった。

　振り返った先には、鎧よろい姿の二人の女の子が立っていた。侍喫茶『武家屋敷』の山やま中なか鹿しか之の助すけと直なお江え兼続かねつぐだ。

　気づくと、両肩をがっしりと押さえられている。犯人が連行されるようにユージは鈴蘭のところに連れて行かれた。

「ユージの旦だん那なじゃねえか。奇遇だな」

　にこやかな鈴蘭の表情に対しても、ユージは怯おびえの表情を隠さなかった。

「そんなに警戒するなって。別に何もしやしないよ」

　鈴蘭の親しげな態度に反して、ユージの目は鈴蘭の腰の刀に釘くぎ付づけだった。

　鈴蘭はユージの視線に気づくと、ユージを安心させる為ためか、腰の刀を傍かたわらの直江兼続に渡した。

　ユージは少しだけ安あん堵どする。

「カナエ、ちょっと休憩な」

「はーイ」

　お茶を配っていたカナエが返事をする。ユージの存在に気づくと軽く会え釈しやくをした。

　鈴蘭はユージをつれて日陰のベンチに座った。程なく、カナエがお盆に湯のみを二つ載せて持ってくる。

「暑いだろ。まあ飲めよ」

「ど、どうも」

　おずおずとカナエの差し出したお盆から湯のみを受け取る。湯のみは冷えており、中を覗のぞくと氷と麦茶が入っていた。ユージに続き、鈴すず蘭らんもお茶を受け取る。

　暑い上に体を動かしているはずだが、鈴蘭は汗一つかいていなかった。それは鎧よろいを着込んでいる他ほかのサムライ族も同じだった。ククルもそうだったが、夜の国の住人は暑さの感じ方が違うのだろうか。

　それにしても、鈴蘭はここで何をしているのだろう？

「鈴蘭さんは何してるんです？」

「出張サービスだよ」

「出張サービス？」

「『辻つじ斬ぎり喫茶』ってやつ」

　鈴蘭は言った。

「客にお茶を飲ませて、順番に斬きっていくんだよ。斬ると言っても峰みね打うちだけどな」

『峰打ち』なのが残念そうに鈴蘭は言った。

「秋あき島しまレジャーランドに臨時出店しないかって話をカナエが持ち込んで来たから乗ったんだよ。あいつにはこっちに侍さむらい喫きつ茶さの店を出すときも世話になってるし、俺おれも稼がないと行けないし」

　鈴蘭は自じ嘲ちよう気味に笑う。

「繁盛してるだろ。常連客にメール流した甲か斐いがあったぜ」

「そんなこともしてるんですが？」

「実際にやってるのはカナエだけどな。お陰で如月きさらぎくんも来てくれた」

　如月が携帯で見ていたのはこの辻斬り喫茶のメールだったのか。

「この間の一件で、一族から放ほう逐ちくされたからな。食わせなきゃならん部下もいるし」

　鈴蘭はサムライ族の長老に黙って夜の世界からこちらに来ていた。目的はククルのオーガ族と戦争を起こすことだった。

　結局それは失敗に終わり、鈴蘭は侍族から離反した形になったようだった。

「部下には『お前らは帰れ』って言ったのに、誰だれ一人帰ろうとしないんだから困るよ」

「その割には楽しそうですね」

　ユージは思ったことをそのまま言った。

「そりゃそうだよ。だって俺あいつらのこと好きだもん」

　鈴蘭は言う。

「馬ば鹿かな部下ほどかわいいって言うだろ」

　好き、か……。物思いに沈むユージに、鈴蘭は言う。

「そーいや、お前、今日嫁はどうしたんだ」

「よ、嫁って……」

「決まってるじゃないか、ククルのことだよ」

「え、えっと……」

　答えに窮するユージに鈴蘭は満面の笑みを浮かべる。

「喧けん嘩かしたんだろ」

「まあ、その、なんというか、そういう感じです」

　自分でもよくわからない返答をする。

「じゃあ俺おれに乗り換えないか？　俺はククルより強いし美人だし胸だって大きいぞ」

　戸惑うユージに鈴すず蘭らんは言葉を続ける。

「なんだったら触って確かめるか？」

「えええ？」

「冗談だって！」

　鈴蘭はばん、と強く背中をたたく。ユージは前のめりに倒れ込んでしまった。

「じゃあ、ククルによろしくな」

　鈴蘭はお茶を飲み干し、ユージの元から去っていった。

　ユージはふー、とため息をついた。

　辻つじ斬ぎり喫茶の列は途切れることがないようだった。ユージが鈴蘭と話しているときは代わりに沖おき田た総そう司じが斬きり役をしていたが、今はまた鈴蘭に変わっている。

　列の後方を見ると如月きさらぎの姿が見えた。どうやらまた再び鈴蘭に斬られるべく並んでいるらしい。

　ユージは如月の元へと向かう。

「お前、何やってんだよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「お前こそ何やってんだよ。鈴すず蘭らんさんと仲良さそうに話して。ここにいる人が炎天下の中並んでいるってのに」

「あのなー」

　ユージは如月きさらぎに詰めよった。

「九ここの重えを捜すのはどうしたんだよ？　一緒にいるはずの宮みや内うちさんは？」

「九重を捜すのは、シキリと原はら田だにまかせた。宮内さんには事情を話したら快く別行動を許してくれたぞ」

「事情ってなんの事情だよ」

「もちろん辻つじ斬ぎり喫茶に並びたい、っていう事情だよ」

　やっぱりこいつ真性のアホだ。

　宮内さんは快く、ではなく呆あきれて物が言えなかっただけに違いない。

「お前、だから四し方ほう堂どうに賛成したんだな。タダで園内に入れるから」

「ユージ」

　何を言うんだ、とばかりに如月は言った。

「当たり前じゃないか」

「……」

　ユージは沈黙で返答した。『辻斬り喫茶に並びたい』と言われたときの宮内さんもこんな気分だったのだろう。

「お前こそ井いの上うえはどうしたんだよ」

「喧けん嘩かした」

「馬ば鹿かだなー」

　如月だけには言われたくないと思った。

「でもちょうどよかったかもな」

「？」

　ユージには如月の言っていることがよくわからなかった。

「宮内さんにはメリーゴーラウンド前で待ってくれるように言っておいたから。そこで待ってるはずだから行ってやれよ」

「お前なー」

「ユージが気兼ねなくデートできるように気を使ってやったんじゃないか。感謝しろよ。宮内さんだって一人で心細いだろうから早く行ってやれよな」

「あとでお前覚えとけよ」

　ユージは毒づきながらもその場を離れ、メリーゴーラウンド前に向かった。デート云うん々ぬんはともかく、宮内さんを放置しておくわけにもいかなかった。



　白や茶色の馬が回っているメリーゴーラウンド前で、宮内さんを見つけた。宮内さんは迷子になった子供のように一人でたたずんでいる。バスケットを持ち、時折誰だれかを捜すように左右を見回していた。

　ユージは物陰から宮みや内うちさんの様子を窺うかがった。

　ホントに待ってるよ……

　俺おれだったら呆あきれて帰ってるのに、とユージは思った。

　しばらくすると、宮内さんはバスケットからウーロン茶の缶を取り出した。

　暑いのでウーロン茶を飲むのかと思ったらそうではなかった。取り出したウーロン茶に向かってぶつぶつと話しかけている。

　何してるんだろう……

　首を捻ひねったが、考えたところでわかるはずもない。ユージは宮内さんに声をかけることにした。

「宮内さん」

　宮内さんが顔をあげた。ユージを見るとびっくりしたような顔を見せた。

「あ、あの、犬いぬ伏ぶしくん……」

　宮内さんはあわててウーロン茶の缶を後ろに隠す。

「如月きさらぎに言われて来たんだけど」

「う、うん。私も」

　宮内さんは、じりじりと後ろに下がっていく。

　やっぱり俺嫌われてるのかな。ユージは少し悲しくなった。

「犬伏くん、井いの上うえさんは？」

「……ちょっとはぐれちゃって」

　ユージは言った。嘘うそをつくと胸が痛い。

「じゃあせっかくだし……一緒に回る？」

　宮内さんは言った。笑顔を作ってはいるが、笑い方がぎこちない。心なしか顔も赤いようだ。

　ユージは宮内さんと並んで歩いた。

「人、多いね」

「うん」

　ぽつぽつと話しながら、宮内さんとユージは歩いた。何組かのカップルとすれ違う。彼らは腕を組んだり手をつないだりしていた。

　もちろん、ユージと宮内さんはそんなことはしていない。でも、十五センチ以内の距離で並んで歩いている。

　多分、自分達はカップルに見えるだろう。ユージはそう思った。

『お前、宮内さんと仲いいじゃん』

　如月の言葉を頭の中で反はん芻すうする。仲がいいってこういうことをいうのだろうか。

　彼女とは言わないまでも、クラスメートの仲がいい女の子の友達と遊園地を歩く。

　これはユージが入学式の時に抱いていた夢の一つだ。それが今実現したのだ。

　なのに、そんなにうれしくないのはなぜなのだろう。

　ユージが考えていると、宮みや内うちさんが話しかけてきた。

「ボート乗り場に行かない？　水辺の近くの方が涼しいよ」

　ユージはパンフレットを出して、ボート乗り場の位置を確認した。ボート乗り場は秋あき島しまレジャーランドの端にある。ここから少し歩くが、それほど遠いわけでもない。

　それに、ボート乗り場には軽食コーナーがあった。よく考えたらユージは朝から何も食べていない。空腹を満みたすという意味でも、いい場所だった。

「うん。じゃあ行こう」

　そう答えると、宮内さんはとてもうれしそうな顔をした。足取りも軽く、ユージに先立って歩く。

　宮内さんはかわいい。

　ユージはそう思った。

　ハムスターを見ているときに感じるようなかわいさではない。耳の後ろをくすぐられるようなかわいさだ。

　その時、ユージはククルの顔を思い出した。不機嫌な顔でユージをにらんでいる顔だ。

　……ククルは今どの辺にいるのだろう、とユージは思った。
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　観覧車の下に、一台のワゴンが止まっている。

　アイスクリーム店『レッドタイガー』の出張サービスワゴン『フライング・レッドタイガー号』だ。夏休みに近いこの日、秋島レジャーランドから出店を求められたのだ。

　虎こ太た郎ろうは母親と一緒に店を出すことになった。

　母親からは、一日中店番をするように言われた。一応了承したが、虎太郎にはもちろんその気はない。頃ころ合あいを見て、抜け出すつもりだった。

　天気もよく、アイスクリームを食べるには絶好の日和ひよりとなっていた。開店準備を済ませて店を開けると同時に気温も上昇しはじめ、ワゴンの前には早くも列ができつつあった。その列は、他ほかのアトラクションの列にも負けてはいない。

　だが、商売繁盛でホクホク顔の母親とは裏腹に虎太郎は焦りまくっていた。

　暑さのせいでお客さんが次から次へとやってきていた。ちょっと抜け出してククルに連絡することもできない。

　虎太郎は一刻も早く、園内にいるであろうククルを捜しに行きたかったが、蟻ありのように群がるお客さんに笑顔とレッドタイガー名物ダブルチョコアイスを提供するのに必死でその隙すきがなかった。

　だが、お昼近くになるとようやくその虎太郎の努力が報われる時がやってきた。昼食時になったため、食事ができる場所や店に人が流れ、一時的に虎太郎の前から列が途絶えたんのだ。

　この隙すきを虎こ太た郎ろうは見逃さなかった。

「俺おれちょっと離れるわ」

　言うが早いか、虎太郎はエプロンを脱ぎ捨て飛び出した。

　ちょっと、と母親が呼び止める間まもなく虎太郎は駆け出した。背後からは母親の声が聞こえるが、追ってくる気配はない。母親まで店を出たら、店番をする人間がいなくなってしまうからだ。

　よし、勝った！

　いま行くぜ俺の子猫ちゃん。俺のアムール。

　虎太郎は携帯を取り出し、ククルの携帯に電話をかける。

　近くから、携帯の音がした。

　虎太郎の目に、リュックを背負ったククルが映る。ククルはすぐ近くにいた。レッドタイガー前で見たときと同じバイクスーツを着ている。

　いた！　しかもこんな近くに！

　虎太郎はククルの元にかけよった。ククルは虎太郎を見上げる。

「……お前か」

「来てくれたんだね」

「……まあな」

　ぶっきらぼうにククルは答える。

　愛あい想そがある答えではないが、その存在だけでうれしい。

　虎太郎は時計を見た。ちょうどお昼だ。

「どこか食事に行こうか。えーと……」

　虎太郎は四つ折りにした園内パンフレットをポケットから取り出す。

「それには及ばぬ」

　ククルは虎太郎を制した。

「弁当があるのだ」

　弁！　当！

　虎太郎の頭の中が桃源郷で埋め尽くされた。

「じゃあガーデニング広場で食べよう！」

　虎太郎とククルはガーデニング広場に向かった。



　秋あき島しまレジャーランド中央にはホテルがあるが、そのすぐ横には緑の芝生しばふが敷きつめられている広場がある。その名称をガーデニング広場という。秋島レジャーランドは飲食物持込み自由なので、お弁当持参の家族連れやカップルなどが、あちこちにレジャーシートを広げてお弁当を食べていた。

　夏だというのに、肩を寄せ合ってお弁当を食べているカップルが虎太郎の目に映る。

　俺おれ達たちもこれからああいう風になるんだな……

　虎こ太た郎ろうは顔の緩ゆるみを抑えられなかった。

　ククルは背中のリュックからレジャーシートを取り出し、地面に広げた。レジャーシートにはかわいいペンギンのイラストが付いている。

「まあ座れ」

　虎太郎はいそいそとククルの隣に座った。

　ククルはお弁当をリュックから出した。二段重ねのお重だった。

　ククルが蓋ふたを開けると、そこにはペンギンのおにぎりが入っていた。丸いおにぎりに海の苔りを巻き白と黒の体を作り、ハンペンの目とくちばしがついている。そのおにぎりの隙すき間まには赤いハート型のニンジンも入っていた。

「おおお」

　虎太郎は思わず感嘆の声をあげる。

「こ、これ作ってきてくれたの？　俺の為ために？」

「いや、そうではない」

　ククルは言った。

「余ったのだ」

　余った？　いやいやいや。こんなに大量で手の込んだ弁当が余るわけがない。

　これは、ククルが俺の為に作ってくれた弁当だ。

　照れ屋なので素直な言葉を口にできないだけだ。

　ツンデレか？　ククルはツンデレなのか？

　ツンデレサイコー！

「まあ食べろ」

　ククルは一段目を虎太郎の前に置いた。

　二段目のお重には、鶏とりのから揚げが入っていた。から揚げの間にはハンペンとハムで作ったライオンがいた。ギザギザのタテガミが愛らしい。

「ククルって動物好きなの？」

「私は……別に……好きではない」

　ククルは困ったような表情を見せた。

「ほら、早く食べろ」

「いただきまーす」

　ククルに割わり箸ばしを渡された虎太郎はペンギンのおにぎりを口に運んだ。

　うまい。

　塩加減もちょうどいいし、中に入っているシャケもいい味だ。

「から揚げも食べていい？」

「うむ」

　からあげもうまかった。ライオンはあまりにかわいくて、食べるのがもったいないぐらいだった。

　虎こ太た郎ろうは夢中で食べ続けたが、ククルの箸はしは進んでいない。

「食べないの？」

「……あまり食が進まぬ。お前が食べるがよい」

　緊張しているのか？と虎太郎は思った。

　ククルの用意したお重弁当は空になった。結構な量があったが、虎太郎は完食した。ククルはほとんど手をつけなかった。

「ククルは食べなくて平気なのか？」

　虎太郎は食事中に何度も聞いたが、返ってくる答えは同じだった。

「私は大丈夫だ」

　虎太郎がこの間見たアイスの食べっぷりから想像するに、体の割りにしっかり食べる子かと思ったが、そうでもないようだった。

　食事が終わり、ククルはそそくさと片付け始めた。

「おいしかった！　ご馳ち走そう様さま！」

「それはよかった」

　ククルは言った。その顔に笑顔はない。照れてるんだな、と虎太郎は思った。

　虎太郎は腕時計を見る。まだまだ閉園時間まではたっぷり時間がある。それはつまり、ククルと一緒にいられる時間がたっぷりあるということだった。

「ククル、ボートに乗ろう」

　と虎太郎は言った。

　遊園地は楽しいが、それほど親しくない人間にとっては鬼門だ。アトラクションに並ぶと退屈と疲れというストレスを抱えることになる。その二つを乗り越えるのは、深い付き合いの二人ならともかく、知り合ったばかりだと危険がともなう。

　遊園地の鉄則は「空すいている乗り物に乗る」だ。

　そこで、いいのがボートだ。

　秋あき島しまレジャーランドのボートは他ほかのアトラクションに比べて派手さはない。その為ためか空いている事が多く、ほとんど並ぶ必要がない。もし並ぶことになっても予約しておき、順番がくるまで木陰のベンチで涼んでいれば、炎天下の中並ぶ必要がないのだ。

　つまり、デートにはうってつけだった。

　虎太郎とククルはボート乗り場に向かった。
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　一方その頃ころ。

　早々に喧けん嘩か別れしたユージ・ククル組や、早々にペアを解消した如月きさらぎ・宮みや内うちのペアを尻しり目めに、原はら田だ・四し方ほう堂どう組はがんばっていた。

　主に、水鉄砲の標的として。

　原はら田だは髪・顔・体を問わず、服を着たままプールに落ちた後のようにびしょぬれだった。原田が立ち止まるたびに、その場所が水みずたまりになる。

　四し方ほう堂どうも原田ほどではないが、それでもＴシャツのあちこちが濡ぬれている。

「被害は甚大だな」

　四方堂がぽつりとつぶやく。

「そうだな」

　原田は地面にしゃがみ込んだ。頭から水滴が落ち、地面を濡らす。もちろん髪から顔へも水滴が流れているが、それをぬぐおうという気力さえ原田には残っていないようだった。

　原田の様子とは対照的に、四方堂は満足そうな笑みを浮かべている。

「盾たてを連れてこなかったら、壊滅的な打撃を受けるところだった」

　四方堂の言う『盾』とはもちろん原田のことだ。

　その『盾』こと原田は消耗しきった声を出した。

「鬼ごっこじゃなかったのかよ。なんで水鉄砲で撃たれまくらなきゃならんのだ」

「確かに、『鬼は攻撃してはいけない』とは一言も言ってなかったからなー」

　四方堂は言った。

「しかも、九ここの重えが持ってたのって、電動式の水鉄砲だからな。丸腰のこちらは分ぶが悪い」

「九重一人にやられる分にはまだいいよ。なんでマスコットのアッキーやアトラクションの人にまで撃たれなきゃならんのだ」

　事実、その通りだった。

　九重は水鉄砲で反撃してきたが、四方堂は原田を盾に何度も九重に迫せまった。だが、いつもあと一歩のところで、なぜか風船を持っていたピエロや秋あき島しまレジャーランドのマスコットキャラクターのアッキーが、どこからともなく水鉄砲を手にして現れ、水を（主に原田に）浴びせかけ去っていくのだった。

「案ずるな。我々はやつらを追い詰めている」

　四方堂は言った。

「我々の向かう方向に九重はいる。それは間違いない」

　四方堂は秋島レジャーランドのパンフレットを広げた。

「この先はボート乗り場だ。ボート乗り場の奥は行き止まり。つまり、前進すれば勝機はある。ほら、立て！　進むぞ！」

　四方堂は原田を蹴けり飛ばすように進んでいった。
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　ユージと宮みや内うちさんはボート乗り場にいた。

　入り口から離れた場所にあり、かつこれといったアトラクションもないので、人はそんなにいなかった。そうは言っても、目の前の池には何なん艘そうかのボートも浮いているし、ボート乗り場に併設されている軽食コーナーにはそれなりの人が入っている。

　とりあえずユージは何か食べたかった。

　軽食コーナーに入ろう、と宮みや内うちさんに言おうとした時、宮内さんが口を開いた。

「犬いぬ伏ぶしくん」

　なにか重大なことを告げるような口ぶりだった。

「一緒にお弁当食べない？」

　宮内さんは持っているバスケットを軽く持ち上げた。

「作ってきたの」

「いいの？」

「うん。あっちに座れる場所があるの。そこで食べよう」

　ユージは宮内さんと一緒にベンチに向かった。そこは小高い丘の上で、ボートが浮かぶ池を一望できた。

　宮内さんはバスケットを開けた。バスケットの中には色鮮やかなサンドイッチが並んでいた。サランラップに包まれたトマト・ハム・卵など、ユージの好きな食材ばかりだ。

「サンドイッチ、好き？」

　宮内さんが上目遣いでユージを見る。

「好き、です」

　なぜかユージは敬語で答えた。宮内さんは、ほっとした表情を見せる。

「よかった。どれがいい？」

「じゃあそのトマトのを……」

　バスケットからサンドイッチを取り出し、ユージに渡す。

「いただきます」

　緊張しながら、ユージはサンドイッチを口に運んだ。

　うまい。

　めちゃくちゃうまい。

　宮内さんのサンドイッチはこの上なくおいしかった。卵もハムもレタスも新鮮でみずみずしく、サンドイッチに塗られているバターやマヨネーズの味も絶妙だった。この間のクッキーもおいしかったけど、このサンドイッチはさらにおいしかった。

　宮内さんは、バスケットから水筒を出して、蓋ふたのコップに注ぎ、ユージに渡した。濃い紅茶の香りがする。

「あ、ありがとう」

　ユージは言った。

「料理ってよくするの？」

「うん」

　宮内さんはうれしそうに答えた。

「今おばさんと一緒に住んでいるんだけど、おばさんが働いているから食事当番の日は私が夕食を作るの」

　恥ずかしそうに宮みや内うちさんは答える。

　今日の宮内さんはなんだか変だ。

　いつものクールで余裕のあるところがない。強しいて言えば、高天たかまが原はら商店街で会ったときの宮内さんに似ている。

　だが、よく考えればそれもおかしな話だ。

　宮内さんは宮内さんであって、それ以外の何者でもない。学校でいつも接しているクールで余裕のある笑みを浮かべている宮内さんと、商店街での大声で叫さけんだり泣いたりした宮内さんが別人なわけではない。宮内さんは宮内さんなのだ。

　結局サンドイッチは半分以上をユージが食べた。朝食抜きで空腹だったのだ。だがその空腹分を差し引いても宮内さんのサンドイッチはおいしかった。

「ごちそうさま。とってもおいしかった」

「ありがとう」

　宮内さんはそう言うとユージをじっと見つめる。

　それは、真剣な眼まな差ざしだった。

　あれ、何か俺おれ悪いことしたかな……。

　ユージは想像をめぐらせたが、特に思い当たることはない。

「ユージくん」

「は、はい」

「ユージくんって……」

　ユージは宮内さんの目を直視できなくなり、視線を下げた。宮内さんの喉のどが目に入る。宮内さんの喉はごくん、と唾つばを飲み込んだような動きをした。

　ユージの体に緊張が走る。

　だが、宮内さんの言葉はユージの予想に反したものだった。

「……神かん崎ざき圭けい子このこと好きなんだよね？」

　一瞬の間まがあり、ユージは体から力が抜けるのを感じた。気づくと全身から汗が大量に出ていた。これは暑さだけのせいじゃない。

「あ、う、うん」

　ユージは息を吐くと、一つ咳せき払ばらいをした。

　宮内さんは話を続ける。

「あのキャラのどこがいいの？」

「どこって……かわいいよ」

「そう？　だって声優の演技は上う手まくないし」

「そんなことないよ」

　何な故ぜ宮内さんが『学園クロニクル』の神崎圭子のことを言い出すのかわからなかったが、ユージはそう答えた。

　宮みや内うちさんは神かん崎ざき圭けい子このことが嫌いなのか？　だから、高天たかまが原はら商店街で会ったときに、神崎圭子の話をしたら泣いたのだろうか。

「だって声優の人はがんばってたし、それがいいんだよ」

「がんばってやってればそれでいいの？」

「そーゆーわけじゃないけどさ。気持ちの問題だよ。『学園クロニクル』で神崎圭子が主人公の為ためにお弁当を作るシーンがあってさー。主人公のことを想ってあーでもないこーでもないって悩みながらお弁当を作るのがとてもかわいいんだよ。あれはすごく象徴的なシーンだね。神崎圭子の中の人の感情を表わしていると思う」

　しまった。また夢中になって神崎圭子トークをしてしまった。

　宮内さんは、じっとユージの方を見ている。

「仮に、仮にだよ……」

　と宮内さんは言った。真剣な眼まな差ざしだ。

「その神崎圭子の声優が、ユージくんの目の前に現れたらどうする？」

「え？」

　予想外の質問にユージは戸惑った。

「いやそれは……想像したことなかったな……たぶん、お礼言うと思う」

「お礼？」

「うん。すっごく感動したから。『あなたの声に感動しました』とか言って。んで、サインして握手してもらって……ああでも今ソフトがないから何にサインしてもらおう。やっぱり色紙かなー」

「……その声優の人がね、もし……」

　宮内さんは一度言葉を切った。そして続ける。

「……もしユージくんのことを『好き』って言ったらどうする？」

「え？」

　一体何を言い出すんだ？　ユージは宮内さんの顔を見た。心なしか、顔が赤い。

「答えて」

　宮内さんの顔は真剣そのものだ。

「そんな宇宙人に連れ去られたらどうする？　みたいな質問されても困るとゆーか、その」

「答えて！」

　宮内さんは叫さけぶように言った。最初はからかわれているのかと思ったが、どうやらそうではないらしい。理由は全くわからないが、宮内さんは真剣にユージに質問をしているのだ。

「神崎圭子の中の人に『好き』って言われたら？　うーん……」

　ユージは考え込んだ。

「あの声優の人、真面目まじめだし、努力家だし。写真とか公開してないから外見はわからないけど、きっとかわいい人なんじゃないかなー。少なくとも中身は『神かん崎ざき圭けい子こ』なわけだし……そんなかわいい人が俺おれのことを好きって言ってくれたら、俺もその人のこと……」

　ユージは宮みや内うちさんを見た。

　宮内さんは顔を真っ赤にしている。耳まで真っ赤だった。

「ごめん、ちょっとトイレ」

　宮内さんは走って駆けて行ってしまった。

　……やってしまったか？　いやでも今日は宮内さんから神崎圭子話をふってきたわけだしなー。

　しかもまた下の名前で呼ばれた気がする。別に嫌ではないが、なんだかくすぐったかった。

　そのとき、ユージは遠くに二人の人影を発見した。

　一人はククル。そして、もう一人はアイスクリーム王子だった。

　二人はボートに乗ろうとしているようだった、

　鼻の奥がツンとする。

　ユージは立ち上がり、二人のいる方向へ足を向けた。
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　いままで小太郎は何度も女の子と一緒にボートに乗ったことがある。だが、こんなにも幸福な気持ちになったのは初めてだった。

　虎こ太た郎ろうはオールを漕こぎ出した。ボートはゆっくりと池の中央に進んでいく。

　池の真ん中で虎太郎はボートを止めた。お昼時で昼食をとっている人が多いせいか、周囲にボートはない。

　チャンスだ。虎太郎は喉のどが渇いていくのを感じた。

「そうだ」

　ククルは背負っているリュックを外し、その中をまさぐった。そして、リュックの奥からスプーンを取り出す。

「前にスプーンを借りて返すのを忘れていた」

「いや、それはプレゼントするよ」

「うちにスプーンは足りている。大丈夫だ」

「いや、そうじゃない」

　虎太郎は言った。

　今だ。ここで決める！

　虎太郎は両の拳こぶしをぐっと握った。

「そのスプーンは大切なスプーンだからククルに持っていて欲しいんだ」

「大事なスプーンならなおさら返した方がいいだろう」

「そうじゃない」

　虎こ太た郎ろうは大きく息を吸い込んだ。

　そして言った。

「俺おれ、ククルのことが好きなんだ」

　ククルは大きな瞳ひとみを何度もぱちぱちさせた。

「好き？」

　ククルの言葉に虎太郎は深く頷うなずく。

「私の……ことが？」

「そう。初めてあった日から、ククルのことが好きなんだ」

　ククルは言った。

「お前は私の何が好きなのだ」

「何って……」

　思わぬ言葉に虎太郎はひるんだ。まさか自分がロリコンで、ククルがその好みにぴったりだから、とは言えない。

「すべてだよ」

「嘘うそだ。お前が私の何を知っているというのだ」

　ククルは断言した。

　だが、虎太郎はめげなかった。その質問には答えずに、ククルに別の質問をする。

「ククルは好きな人がいるのか？」

　ククルは押し黙った。

「あいつだな。初めて会ったとき一緒にいた……」

　ククルからは返答はない。

「ククル、俺と付き合ってくれ」

　虎太郎はククルの両肩をつかんだ。ククルの顔に怯おびえに似た感情が走る。

「断る」

　そう返事をしたのはククルではなかった。

　いつの間まにか、一いつ艘そうのボートが背後に迫せまってきていた。

　そこには、虎太郎の見覚えのある男が乗っていた。高天たかまが原はら商店街で見た、ククルと一緒にいた男だ。

　名前を、確かユージと言った。

「今俺はククルと話してんだよ。引っ込んでろ」

「いいからククルの体から手を離せよ。嫌がってるじゃないか」

「俺のククルを呼び捨てにするな！」

「あんたのじゃないよ」

「じゃあ誰だれのだよ。お前、ククルのなんなんだ、付き合ってるのか」

「いや付き合ってるとかそーゆーわけじゃないけど」

　ユージは口ごもる。その曖あい昧まいな態度が虎こ太た郎ろうの癇かんに障さわった。

「いいから邪魔すんな！」

　虎太郎が急に立ち上がった。

　微妙なバランスを保っていたボートはぐらぐらと揺れる。

　ボートがひっくり返った。

　虎太郎とククルは水面に投げ出された。

　虎太郎は落ちる瞬間、ユージの体を掴つかんだ。三人は仲良く水面に投げ出された。
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　ユージは水面から顔を出した。

　周囲を見渡し、ククルの姿を確認する。

　ククルは手をばたばたさせていた。

　ユージはすばやくククルに近づき、ククルの体を抱き抱える。

「大丈夫か？」

　ククルはほっとした表情でユージを見つめる。

「ああ、うん。だが、虎太郎が……」

　ククルの視線をユージが追うと、そこには大きく手足を動かしている虎太郎の姿があった。

　ユージはボートに近づき、ひっくり返っているボートの底の上の部分に、ククルをそっと乗せた。そして、ボートから離れ、溺おぼれかけている虎太郎に近づく。

　虎太郎は必死の形相でユージにしがみつく。命がかかっているのだから当然だ。

「％＆＄＃！」

「体にしがみつくな！　俺おれも溺れる」

　そこに浮き輪が投げられた。

　ユージは浮き輪にしがみついた。なんとかに溺れずにすみそうだった。

「何やってんのよ。あんた溺れに来たの？」

　そこにいたのは九ここの重えだった。着ぐるみのアッキーが漕こぐボートの上にいる。

「面めん目ぼくない」

　言い訳のしようもなかった。

　ボートの縁へりにつかまり、岸へと泳いでいく。ユージは着ぐるみの人の手を借りて、地面に立った。そこには四し方ほう堂どうや原はら田だもいる。

「まったく、迷惑かけないでよね」

「九重」

「なによ」

　九重は不機嫌な顔で振り返る。四方堂は九重に背中から抱きついた。

「な、なによ。気持ち悪いわね」

「九ここの重えってなんだかんだ言って優しいよな」

「な、なに言ってるのよ」

　四し方ほう堂どうはにんまりと笑った。九重が被かぶっていた帽ぼう子しを取る。

「私の勝ち」

「あ――――――――っ！」

　九重は口をぱくぱくさせたが、後の祭りだった。



　秋あき島しまレジャーランド中央にそびえるホテル。

　その最上階にユージ達はいた。

　九重はずぶ濡ぬれのユージその他ほかにタオルを貸すと、ホテルの中に案内した。ユージ達が九重の後についてエレベーターに乗ると、最上階の一室に通された。

　スイートルームとまではいかないが、かなりの広さを持つ部屋だった。少なくともユージの家の部屋の二倍以上はあり、ユージ達が全員入っても狭さを感じさせない。

　九重に勧められた椅い子すに座っていると、部屋の扉をノックする音がした。九重が応対して戻ってくると、洗濯カゴを持っていた。中にはそれぞれの着替えが入っていた。

「濡ぬれた服はここに入れて。男子は廊下で着替えてね」

　原はら田だ・ユージ・如月きさらぎの三人は廊下に出た。如月は濡れていないので着替える必要はないが、原田とユージの二人は濡れた衣服を洗濯カゴに入れ、九重が渡してくれたＴシャツとジャージの上下を着た。Ｔシャツは秋島レジャーランドのＴシャツだった。前には、いまユージ達がいる秋島レジャーランドホテルのロゴが描かれており、背中には秋島レジャーランドの俯ふ瞰かん図がプリントされている。

　九重は濡れた衣服を手早く回収すると、外に出た。しばらくして戻ってくると「三十分ほどしたら乾くから」と短く皆に告げた。

　九重は短くため息をつく。

「なんにせよ、無事でよかったよ。溺おぼれたなんて言われたら目覚めが悪いから」

「まったくだ」

　四方堂のセリフに、九重が憎々しげに答える。

「お前が言うな」

　四方堂は九重の言葉を気にせず言った。

「そーいや一緒に溺れかけたアイスクリーム王子は？」

「帰っちゃったよ。一人にしてくれって。あの人一応お家うちの車で着てるからそれで帰るって」

　と宮みや内うちさんが説明する。

「ふーん」

　四方堂は興味なさげに答える。

　ユージはアイスクリーム王子にほんの少し同情した。

　みな疲れているのか魂の抜けたような顔をしている。だが、例外が一人だけいた。

　四し方ほう堂どうである。満面の笑みを浮かべていた。

「ノート、ノート、ノート、ノート」

「あーもー、うるさい！」

　九ここの重えは部屋を出て行った。

「お前よく九重にあんな態度とれるな。せっかく着替えまで用意してくれたのに」

　原はら田だが呆あきれたように言う。

「何言ってんの。何の為ために鬼ごっこしたと思ってんの。すべては九重ノートのため、すべては期末試験のためでしょーが」

　九重が戻ってきた。手に数冊のノートを抱えている。

「はい。約束だから」

　四方堂は上機嫌で九重からノートを受け取った。

「水曜日までに返してくれればいいから」

「おお、サンキュー」

　四方堂は満面の笑みを浮かべる。

「しかし、すげーとこに泊まってるな」

　四方堂は部屋をキョロキョロと見回す。

「泊まっているってゆーか……」

　九重はばつの悪い顔をする。そして「どうせすぐばれるからいいか」とひとりごちた。

「住んでいるのよ」

「住んで？」

「だって、この遊園地あたしの父親が経営してる遊園地だもん」

　その時、メイド姿の女の人がノックと同時に入ってきた。手にはティーセットを持っている。

「ちょ、ちょっと勝手に入ってこないでよ」

　あわてて立ち上がった個々の絵を無視してメイドさんは、ずかずかと室内に入ってくる。

「お茶ここに置きますねー」

「いいから！　自分でするから！」

　九重の言葉を軽く無視して、メイドさんはお茶を淹いれる。

「今日はみなさん来てくれてありがとーございます。イズちゃんが友達連れてくるなんて初めてなんですよー。しかもこんなにたくさん」

「いーから早く出てってよ！」

　メイドさんの耳は休日のようだった。

　誰だれに聞かれるでもなくメイドさんは話し続ける。

「中学の時は大変だったんですよー。私立大学付属の中学に頑張って合格したのはいいんですけど、全然学校に行かずに家でルービックキューブばっかりやっててねー。なんとか卒業はさせてもらえたんだけど、上の高校には行けないから外部受験することになりましてねー。新しい学校に馴な染じめるか不安だったんだけど、うまくやってるみたいですねー。この間も制服汚して帰ってきてー、『どうしたの？』って聞いたら『馬ば鹿かに汚された』っていうからイジメにでもあってるのかと思ったら……」

「出てってよ！」

「はいはい。お茶が入ったから出て行きますよ。それじゃごゆっくり」

　メイドさんは出て行った。

　九ここの重えの呼吸が荒い。

　九重がこちらを振り返る。

「お前は何をしとるかっ！」

　九重はシキリの後頭部を思いっきり叩たたいた。

　シキリはベッドの下の衣類ケースから九重の下着を取り出して珍めずらしそうに眺めていた。

「何すんだよ」

「それはこっちのセリフだ！　何私の下着あさってるのよ！」

「女友達の家に行ったら下着チェック、男友達の家に行ったらエロ本チェックは基本だろー、なあ原はら田だ」

「なんで俺おれに話を振るんだ」

　原田は困ったようにユージに視線を向ける。

「俺は関係ないぞ」

　ユージはそのとき、ククルと目が合った。



　　　＊



　ユージは秋あき島しまレジャーランド前でみんなと別れた。宮みや内うちさんはユージに何か言いたそうな顔をしていたが、黙って別れた。

　ユージは家に着くと、玄関を開けようとした。玄関が半分開きかけたところで、再び扉を閉める。

　玄関に寄りかかってククルの帰りを待った。

　三十分ほどたつと、ククルが姿を現した。魔動自転車を押しながら、歩いて来る。

「なんで自転車に乗ってないんだ？」

　ユージが聞くと、ククルは困ったように目を伏せた。

「……魔力が切れた。最初の日以来、充電してなかったからな」

　二人の間に沈黙が流れる。

　ユージは口を開いた。

「今日、宮内さんのことが好きかって聞いたよね？」

　ククルは返事をしなかったが、ユージは言葉を続ける。

「俺おれ、宮みや内うちさんのことが好きだと思う」

　ユージは言った。

「……そうか」

　ククルはか細い声で答えた。

　そんなククルを見て、ユージは目を伏せる。

「でも、宮内さんだけじゃないよ。原はら田だも好きだ。如月きさらぎだって好きだ。四し方ほう堂どうや九ここの重えのことはよく知らないけど、嫌いじゃない。もちろん、涼りよう子こ姉さんのことだって好きだ」

　ククルが顔を上げる。

「……私は？」

　ユージは口を開く。

「ククルは……」

　ユージは大きく息を吐き出す。

　そして言った、

「別に……」

　ユージは言葉を続ける。

「特別に……好きなんだ」

「……」

　二人はしばらくの間見つめ合った。

「お前は私にとって……特別だ。あの日、公園で私を助けてくれた日から……私にとっての特別なのだ」

　ククルは笑った。

　初めて会った夜に見た、あの笑顔だった。

「ではこれからデートをしよう」

　ククルは言った。

「今から？」

「家の中でもデートはできるだろう。弁当の材料はまだ残っているから、もう一度作ってやる。そこから、やり直そう」

　ユージは大きくため息をついたが、やがて大きく頷うなずいた。

　ククルにユージは右手を差し出した。ククルは目の前に差し出された手とユージの顔を見比べていたが、やがてゆっくりとユージの手を握った。

　ククルの手はひんやりとしていた。ユージはククルの手をそっと握りかえす。

　二人は家の中に入り、ユージは玄関の扉をそっと閉めた。



    

  
    
      



    

  
    
      




    

  
    
      六話　魔弾の射手たち





　夕暮れの音楽室に、五人の生徒が残っていた。

　吹奏楽部の部員達である。

　今日は期末試験前の最後の部活だった。練習が終わると、二、三年生の先輩達は足早に帰っていた。残った一年生は楽器の後片付けをしていたが、それが終わると一年生もほとんど帰ってしまっていた。

　そして今、一年Ｂ組の部員だけが残っている。

　すなわち、西にし崎ざき百ゆ合り子こ、日下部くさかべ桜おう花か、田た中なか美み野の里り、春日かすが梢こずえ、そして薬やく本もと麻ま衣いの五人だった。

「始めましょうか」

　百合子が静かに言った。五人は、他ほかの一年生が帰るのを待っていたのだ。

　音楽室の中央には四つの机が正方形の形に寄せられている。それぞれの机に、麻衣を除く四人が座っていた。机の上にはトランプ大のカードがあり、それぞれのカードには一年Ｂ組男子の写真がプリントされていた。

　写真の下には容姿・知性・スポーツという項目が書かれており、その横にはＡからＤの評価が記されている。

　麻衣は机上のカードを手に取りシャッフルを始める。その様子を麻衣以外の四人は、まるで宗教儀式を見つめるかのような眼まな差ざしで見ている。

　これから、吹奏楽部の命運を決める勝負が始まるのだ。



　期末試験を間近に控えたこの時期、吹奏楽部にはある問題が持ち上がっていた。

　秋あき島しま学園は、この春男子校の秋島学園と女子校の秋島女学院が合併してできた高校だ。合併による部活動の統廃合は見送られたので、現状の秋島学園には大小様々な部活がある。

　吹奏楽部は女子校であった秋島女学院の部活だった。その活動は共学になった後も、そのまま引き継がれている。二、三年の先輩もすべて女子生徒だ。その雰囲気を察してか、四月に入部希望をしてきた男子生徒は皆無だった。男子校との合併を快く思っておらず、男子を毛嫌いしている人間にしてみれば、吹奏楽部は男子の視線を気にすることなく過ごせる聖地だった。

　だが、そこに事件が起こった。

　晴れの日が続き、梅つ雨ゆの足跡も消えつつあった六月の終わりのことだった。

　一年Ｂ組の男子生徒二人が、吹奏楽部に入部を申し込んできたのだ。

　男子生徒から入部届けを預かった顧問の先生は「男子を受け入れるかどうか話し合って決めなさい」と部員達に告げた。

　顧問という立場にしてみれば、入部希望の生徒に対し、原則的には入部を拒めない。吹奏楽部は一般的にどこの学校でも女子の人数が多く、男子の部員が少ないものだ。

　男子が入部できない部活動ではないが、女子だけでやってきた部活に男子生徒を入部させて、協調してやっていけるのかという懸念があった。

「部活動をするのはあなた達だから」と顧問の先生はもっともらしいことを言い、判断を生徒に委ゆだねた。一見鷹おう揚ような態度のようだが、要は責任を放棄したのだ。少なくとも麻ま衣いはそう見ている。

　そこで、三年生の部長を中心に部員で話し合いが持たれた。

　部員の意見は二つに分かれた。

　従来通り女子部員だけでやって行きたいという意見と、今回は断ってもどうせ来年再来年と男子の入部希望者はやってくるのだから、今年から男子を受け入れて慣れていったほうがいい、という意見だった。どちらの主張ももっともなもので、何回か話し合いが行われたが結論は出そうになかった。

　この二つの意見を聞いたとき、麻衣は嫌な予感に襲われたが、果たしてそれは現実になった。

　その後も頻繁に話し合いの機会が持たれたが、意見はまとまらなかった。ついに堪忍袋の緒おが切れたのか、それとも顧問の先生のやり方を模倣したのかはわからないが、部長をはじめとする三年生は、二年生に意見をまとめるように命じた。今後の部活動の中心になっていくのはあなた達だから、と。顧問の先生に次ぐ責任の放棄だった。

　それなりの人望と指導力を持つ部長がまとめ切れなかった問題を、二年生がまとめられるはずがない。二年生の行動は素早かった。ろくな話し合いもせずに、三年生がやったように下級生に押し付けることにした。つまり「これからの部活の将来は一年生が担うのだから」と言い、一年生で問題を解決するように命じたのだ。

　そして一年生達による話し合いが持たれた。もちろん結論は出ない。こうなると結論そのものよりも、「どうやって結論を出すか」という方法論の検討に時間が割かれた。それは言い換えれば「誰だれに責任を押し付けるか」という話し合いでもあった。

　そのうちに誰かが「入部希望者は一年Ｂ組の男子だったわよね」と思い出したように言い、それを契機に一年Ｂ組の部員で結論を出すように、という流れになった。予想通りの展開に麻衣は頭が痛くなった。

　そこで一年Ｂ組の部員五人で話し合いが持たれることになった。

　予想通り、吹奏楽部の情勢そのままに意見が割れた。百ゆ合り子こと桜おう花かの二人は男子を入部させることに反対であり、美み野の里りと梢こずえは賛成だった。

　その話し合いの時、麻衣はその場にいなかった。ちょっとした理由があって遅れていたのだ。麻衣が音楽室に入ると、残りの四人は一触即発の雰囲気だった。特に百合子と美野里の二人は激しく言い争いをしていた。普段から声量の目盛りがＭＡＸに近い百合子はともかく、美野里があんなに大きな声を出しているところを初めて見た。あの勢いで真面目まじめに部活に取り組んでほしいな、と麻衣は思った。

　それはともかく、話し合いに遅れてきたことで麻衣は責任を負う羽目になった。つまり、意見集約を麻ま衣いがやることになったのだ。

　二対二で真っ二つに分かれているのだから、あんたがどっちかの意見に賛成してくれればそれで決まるから、と麻衣は百ゆ合り子こに言われた。

　もちろん、麻衣に他ほかの四人が納得できるような、ひいては吹奏楽部が納得できるような決定などできるわけない。どっちかの意見に与くみすることはたやすいが、後日の恨みを買わないような方策を考える必要があった。

「今夜一晩考えさせて」と麻衣は言った。四人は麻衣の要望を受け入れ、その日は解散した。

　さて、どうすべきか。

　四人と別れた麻衣がため息をつきながら校門前のバス停でバスを待っていると、四し方ほう堂どうに声をかけられた。

「ヤクモン、だめだよー。ため息なんかついちゃ。幸せが逃げてくよー」

　四方堂桐きり。通称シキリ。勘違いとお節介の混合楽団たる彼女は、いつものようにニコニコしながら麻衣に話しかけてきた。

「なんか悩み事でもあるの？」

　あまりに直ちよく截せつな物言いに麻衣は笑ってしまった。普通、人が悩んでいる素振りを見たら、その悩み事には慎重に触れてくるものだろう。人に知られたくない悩みだってあるからだ。それを四方堂は、落ちているボールを拾うみたいに無造作に触れてきた。

　こういうところが百合子に嫌われる所ゆ以えんなんだろうな、と麻衣は思った。百合子は四方堂をとても嫌っている。入学式の時、クラス名簿を見た時の「シキリと一緒か」というつぶやきを麻衣は聞いていた。

　だが、麻衣自身は四方堂のことを嫌っているわけではない。ウザいところはあるにしても、悪意のある人間ではないのだ。

　麻衣にしてみれば、部員以外の人間の考えも知りたいところだった。

　麻衣は、素直に現在吹奏楽部で起こっている問題について述べた。

　一通り麻衣から状況を聞いた四方堂は、考える素振りさえ見せず即答した。

「男子を入部させるかどうかでしょ？　そんなのどっちでもいーんじゃない？」

「……真面目まじめに考えるフリぐらいしてよね」

「どうせ下心があって根性のない奴は、二ヶ月もしたら自分で勝手にやめていくよ。吹奏楽部って文化系って見られがちだけど、実際は体育会系なんだろ？　根性ないやつには務まらないよ」

　四方堂の言うとおりだった。吹奏楽部は体力がモノをいったり、上下関係は厳しかったりと、実情は体育会系に近い。

「詳しいわね。あんたって中学の時も帰宅部じゃなかった？　なんでそんなに吹奏楽部に詳しいの？」

「姉貴が吹奏楽部なんだよ。よく練習が厳しいって愚ぐ痴ちってた」

　四し方ほう堂どうはそう言ってウインクした。

「いずれにしても、話し合いで決まるわけないじゃん。先輩方の話し合いで決まらないから押し付けられたのに、ヤクモン達の話し合いで決まるわけないよ」

　麻ま衣いが考えていることと同じような意見を四方堂は言った。麻衣は自分の意見がそんなにおかしくないことが確認できてほっとした。

　しかし、だからといって事態が好転したわけではない。麻衣は言った。

「あんたの言っていることはもっともだけど、じゃあどうすればいいの？」

「ジャンケンかなんかでどっちかの意見に決めれば？」

「そんな単純なもので決めたらみんなが納得しないよ」

　それもそうだ、と四方堂は言ったが、しばらくするとふと思いついたように口を開いた。

「じゃあ、単純じゃないものだったらいいんだよね」

　そう言って、四方堂は鞄かばんの中からあるものを取り出した。

　それは、トランプだった。

「トランプ？」

「トランプじゃない。『一年Ｂ組ポーカー』だよ」

「何それ？」

　その時、バスが来た。麻衣は四方堂と一緒にバスの後部座席に座り、話し合った。

　十分後、麻衣がバスから降りる時、その手には四方堂から渡された『一年Ｂ組ポーカー』とその説明書が握られていた。

　翌日、麻衣は昼休みに一年Ｂ組の吹奏楽部員五人を集め、『一年Ｂ組ポーカー』で勝った方の意見を採用することを告げた。

　当然ながら、反論が起こった。

「そんなもので大事なことを決めないでよ！」

　そう言ったのは百ゆ合り子こだった。その気持ちはよくわかる。麻衣も四方堂にそう言ったのだ。さらに普段から快く思っていない四方堂の提案に賛成することが、百合子には抵抗があるのだろう。

　麻衣は百合子に、自分が四方堂に言われた通りの言葉をぶつけた。

「文句あるんなら、文句ある人が決めればいいじゃない」

　百合子は眉まゆを寄せて何か言いたそうな顔をしたが、そのまま沈黙した。決められるようなら、こういう事態になってないはずなのだ。

「私はどっちの意見も現時点では正しいと思う。問題は、どっちの意見を採用するかなんだよね。男子を入れてよくなるか悪くなるか。これは、運次第だと思う。だったら、どっちの運が強いかゲームで決めたほうがいいんじゃない？」

　四人は沈黙した。だが。その沈黙は了承を含んだ沈黙だった。誰だれかが沈黙を破れば、みんなそれに従うだろう。

「わかったわ」

　百ゆ合り子こが言った。

「部活が終わった後にやりましょう」

　賛成、と桜おう花かが言い、次いで美み野の里りと梢こずえの言葉が続いた。



　そして現在に至る。

　麻ま衣いはカードを四人に配り終わった。

　一人五枚ずつ配り、残りは山札として机の中央に置いた。四人は真剣な面持ちでカードを見つめている。

「……以上でルール説明は終わり。いい？」

「わかった」

　美野里が返事をする。残りの三人も頷うなずいた。

「勝負で決まったら、文句言いっこなしだからね」

　麻衣は念を押した。

「わかってる」

　と百合子が答える。目は手元のカードに釘くぎ付づけだ。

　麻衣は山札とは別に積まれた場のカードを引き、表にした。そこには「容姿」と書かれていた。

『一年Ｂ組ポーカー』はポーカーと銘打っているが、どちらかというと麻雀マージヤンに近いルールだ。

　一年Ｂ組の一人の男子につき同じカードが四枚ある。一年Ｂ組の男子は二十人だから、計八十枚のカードを使う。手元に持てるカードは五枚で順に山札からカードを引いていき、一枚捨てる。もし他人が捨てたカードで役が作れれば、それで上がれる。自分が山札から引いて上がった場合は点数を他ほかの三人で分割して上がった人間に払い。捨て札で上がった場合は、カードを捨てた人間がすべて払う。

　役の他に場のカードに記された項目のアルファベットを揃そろえると点になる。現状の場のカードは「容姿」だから、容姿の評価を揃えると点になる。Ａを三枚揃えると五〇点、Ｂを揃えると三〇点、以下、Ｃが一〇点、Ｄが五点となる。

　二枚揃えだと、Ａが二〇点、Ｂが一〇点、Ｃが五点、Ｄが一点だ。

　これに、役の得点を合計したものが点数になる。

　四人は四し方ほう堂どうが作った役表と手元のカードを見比べている。

「勝負は三十回戦。桜花・百合子チームと美野里・梢チームの合計点で決めるわ」

　麻衣はそう宣言した。

「じゃあ百合子から山札を引いて」

　こうして勝負は始まった。



　黙々と四人は山から札を引いていった。みんなルールを読みながらゆっくりやるかと思っていたら、そんなことはなかった。ゲームの始まる前は熱心にルール表を読んでいたが、ゲームが始まった今はカードに集中している。

「上がり」

　数順後、百ゆ合り子こが言った。カードを表にして見せる。

　百合子が表にしたカードは田た野の町まちが三枚、文ふ月づきが二枚だ。

「『夏休み』。田野町は容姿Ｃで文月がＢだから合計二〇点。役点が一〇〇点だから、合計一二〇点ね」

　田野町の下の名前は『葉は月づき』という。八月の旧名だ。同じく文月は七月の旧名だ。七月と八月で夏休み、ということらしかった。

　田野町も文月も名前に違わず騒そう々ぞうしくて暑苦しい男だった。二人に『今度の休みに遊びに行こうよ！』と誘われた女子の数は二人や三人ではきかない。

　麻ま衣いはノートに点数をつけた。百合子プラス一二〇。他ほかの三人はマイナス四〇。

　四人のカードと山札を合わせ、再びシャッフルする。

「絶対負けないからね！　男子なんか入れてたまるもんですか！」

　百合子の言葉に反応したのは美み野の里りだった。

「どうしてそんなにムキになるわけ？」

「ムキになんてなってないわよ。男子が入ってくるのが嫌なだけ。クラスだけでも嫌なのに、部活まで侵食されたくないわ、ねえ桜おう花か」

「……そうね」

　桜花はため息をつくように答える。

　その気持ちはよくわかる、元々男子校だったせいか、一年Ｂ組男子はよく言えば女の子に慣れてなく、悪く言えばキモかった。一緒に日直になったくらいで「一緒に帰ろう！」とか言ってきたり、なにかと話しかけようとする振る舞いは目に余るところがあった。

　ふうん、と美野里は肯定とも否定ともとれる返事をした。

　麻衣は再びカードを配った。

　二回戦はすぐに終わった。三順目で、百合子が出したカードで美野里が上がったのだ。

「当たり」

　美野里がカードを露あらわにする。

「『カフェ・ユーフォーリア』」

　葛か西さいが三枚、大おお里さとが二枚だ。

「葛西が知性Ａで大里もＡだから合計七〇点。役点が二〇〇点で、計二七〇点ね」

　葛西と大里は駅前の喫茶店『カフェ・ユーフォーリア』でバイトをしているらしい。そこから来た役だった。

「なんで葛西が知性Ａなのよ。あいつ見るからにアホそーじゃん」

　百合子が不満の声を上げる。

「知らないよー。あのランクはクラスの多数決だからみんなの総意なんじゃないの？」

　すました顔で美み野の里りが言う。

　事実、その通りなのだから仕方がない。容姿・知性・スポーツのランクは女子全員に四し方ほう堂どうがアンケートをして、その平均値を出したものらしい。

「じゃ、次いきましょー」

　梢こずえが楽しそうな声でカードを集め、麻ま衣いに渡した。

「はい、麻衣ちゃんカード配りお願いね」

「あんた随分と楽しそうね」

　麻衣の言葉に梢は答えた。

「そりゃそーよー。だって私達が絶対勝つもーん」

「どうして決め付けるの？」

　百ゆ合り子こが鋭い声を飛ばす。

「だってあたしと美野里はいつもお正月に家族麻雀マージヤンやってるもーん。こーゆーゲームなら負けるはずないよー」

　梢と美野里の二人は同じマンションに住んでおり、小さいときから家族ぐるみの付き合いをしていた。

　怯ひるんだ百合子に梢が追い討ちをかける。

「だいたいさー、いいじゃん男子がいたって。百合子は潔癖すぎなのよー」

「なんですって！」

　百合子が急に立ち上がり、その拍子で椅い子すが倒れた。音楽室に大きな音が響く。

「あんた、男子と一緒に部活やれるの？」

「やれるんじゃない？」

　梢の代わりに答えたのは美野里だった。

「確かにキモイとこあるけどさー、あの二人は、いい線いってるんじゃない？」

　美野里が言う『あの二人』とは吹奏楽部に入部届けを出してきた前まえ田だと因幡いなばのことだ。

　美野里の言葉に梢が同調する。

「そうそう。教室では他ほかの男子がアレなせいで仲良くできないけど、部活なら気兼ねなく仲良くできるじゃない？」

　麻衣はその考えに懐疑的だった。吹奏楽部には男子を快く思わない人だっているのだ。その人達の前で仲良くすることなんてできっこない。

「馬ば鹿かじゃないの？　先輩達や他のクラスの部員が見ているのに仲良くなんかできるわけないでしょ」

　百合子は麻衣が思っていることを言った。正論だ。

　でも、と麻衣は思う。

　しかし、入部を断ることはできないんじゃないか、とも思うのだ。今年は初年度だからまだしも、二年、三年とたっていけば、もっと男子の入部希望者は増えるはずだ。その都度断るわけにもいかないし、第一断る正当な理由がない。『男子が嫌いだから』でいつまでも通じるほど甘くはないだろう。

「とにかく、勝負を続けましょう」

　桜おう花かが冷静な声で言った。



　勝負は、美み野の里り・梢こずえ組のリードで進んでいった。麻雀マージヤン慣れしている二人がそのまま押し切るかと思われた。

　だが、そう簡単にはいかなかった。

　八回戦目、変化が起こる。

「上がり」

　桜花が上がった。

　手には、原はら田だが一枚、如月きさらぎが二枚、犬いぬ伏ぶしが二枚ある。

「『三さん馬ば鹿か』。スポーツは、如月、犬伏ともにＢだから二〇点。役点が五〇点で七〇点」

「三馬鹿って何？」

　美野里の問いに桜花が答える。

「あの三人いつも一緒にいるし、馬鹿だからじゃない？」

「そーいや、犬伏って宮みや内うちと付き合ってるってほんと？」

「……そんなこと誰だれが言ってたの？」

「いろんな人が。あの二人放課後話し込んでるんだって。席も隣同士でよく話したりしてるじゃん」

　二人の会話に百ゆ合り子こが話に割り込んできた。

「あんな馬鹿のどこがいいの？　自己紹介でオタク丸出しのこと言っちゃってさ」

「あれはウケを取りにいって滑すべったんじゃないの？」

「どーでもいいわよ」

　桜花の一言が百合子と美野里の話を終わらせた。カードを集め、麻ま衣いに渡す。

　安い点だったので、美野里・梢組はさほど気にしてないようだった。

　だが、ここから桜花の快進撃が始まったのだ。

　いずれも『三馬鹿』の役で安い点だったが、五回続けて上がった。美野里・梢組は沈黙している。

「ようやく桜花のエンジンがかかってきたようね」

　百合子が言った。

「麻雀が得意なのはあんた達だけじゃないわよ。桜花はネットの麻雀大会で優勝したこともあるのよ。家族麻雀程度の腕で敵かなうはずがないわ！」

「ま、まだ逆転されてないからね」

　美野里は言った。梢も頷うなずく。

　どうやら勝負は接戦になりそうだった。



　場が煮詰まってきた。

　一時は桜おう花かに勢いがあったが、十三回戦での上がりを最後にその勢いが止まった。その後は両陣営とも一進一退が続き、ついにラストの三十回戦になった。

　現在、五十点差で百ゆ合り子こ・桜花組がリードしている。だが、もちろん安全圏にまで達しているリードではない。充分逆転可能な点数と言えた。

　場のカードを引いた。

　それは、上うえ村むら先生のカードだった。

「なんだっけ、そのカード」

　美み野の里りが疑問を呈した。

「えーと」

　麻ま衣いも失念していたので、ルールが書いてある用紙を読み返す。

「『上村カードが出た場合は、容姿、スポーツ、知性の一番高い値が得点になります。逆転のチャンス！』だって……」

「一番高い値、ってことは容姿Ａ、知性Ｃのカードが三枚と、容姿Ｃ、知性Ａのカードが二枚だったら七〇点になるわけ？」

「そういうことね。えーと……『なお、このルールでは、五枚以上のランクを揃そろえた場合、Ａが一〇〇点、Ｂが七〇点となります』」

　皆の顔色が変わった。

　この点差ならよほど低い役でない限り、勝負は上がったほうの勝ちだ。

　麻衣のカードを配る手も緊張する。

　五枚ずつ配り終えると、桜花から山札を引いていった。最終戦らしく、なかなか上がりが出ない。皆自分が上がるよりも、相手に上がらせないように気を使っているようだった。なるべく相手が出したカードを捨て、上がられないように気をつけている。

　だが、とうとう決着がつくときがやってきた。

　桜花が十二順目に前まえ田だのカードを捨てた時、梢こずえが叫さけんだ。

「上がり！」

　梢が言った。

「十二月生まれ一通！」

　泉いずみ尾お、前田、因幡いなば、川合かわい、高たか橋はしのカードが出た。この五人は全員十二月生まれらしい。

　役点だけで百点だ。さらに前田、因幡、高橋はスポーツＢ、泉尾、川合が知性Ｂなので、七〇点となる。

　美野里・梢組の勝ちだった。

「わーい」

「いえー」

　梢と美野里はハイタッチを交わした。

「じゃあ、一年Ｂ組の結論は『男子入部希望を受け入れる』ということでいいわね！」

　美み野の里りが言う。

「……いいけど、その意見が受け入れられるとは限らないわよ」

　百ゆ合り子こは悔しそうに言ったが、美野里は勝ち誇ったように言う。

「何言ってんの。先輩も他ほかの一年も『私達にまかせる』って言ってくれたじゃない」

「……」

　百合子は肩を震わせていた。よほど悔しかったのだろう。

　だが、勝負はついたのだ。

　麻ま衣いは机上のカードを集めた。山札を回収し、四人のカードを集めた。

　麻衣はふと桜おう花かの手札を表にしてみた。桜花の手札を見ると、今度は捨て札を確認する。

「……」

　麻衣はすぐに捨て札と四人のカードをまとめ、山札と混ぜた。



　五人は部屋の机をいつもの位置に戻し、部屋の後片付けをした。それが済むと部屋を出て鍵かぎをかけた。

　あたりはすでに暗くなりかけている。

「私、鍵を職員室に返してくるね。校門で追いつくから先に行ってて」

　桜花はそう言い、職員室に向かった。残った四人は靴を履き替え、校門へと向かう。

　その途中で、麻衣は歩みを止めた。

「どうしたの？」

　美野里が怪け訝げんそうな顔で聞いてくる。

「ごめん、ちょっと忘れ物」

「ん、じゃあ先行ってるね」

　麻衣は三人と別れると、校舎へとって返した。

　靴を履き替え、職員室へと向かう。

　ちょうど、桜花は職員室から出てくるとこだった。

「どうしたの？　何か忘れ物？」

　麻衣の顔を見て桜花は言った。

「うん、忘れ物……なの」

　桜花の顔を見ると、実際に聞こうかどうかためらいが生まれた。だが、麻衣は思い切って聞いた。

「どうしてわざと負けたの？」

「そんなこと……」

　桜花は否定の言葉を言いかけたが、すぐに沈黙した。ごまかしきれないと悟ったのかもしれない。

　麻衣は言葉を続けた。

「桜花の手札見たけど、あれ梢こずえの五順目で上がってたよね」

「……」

　桜おう花かは無言だった。

「百ゆ合り子こにバレたら殺されるよ。なんであんなインチキしたの？　もしかして最初から男子を入部させることに賛成だったの？　だったら最初からそう言えばいいじゃない」

　桜花は眼鏡めがねを外し、ふー、と息を吹きかけた。眼鏡拭ふきを取り出し、眼鏡を拭く。

　麻ま衣いは少し冷静になった。

「……ごめん、言いすぎた」

「大体麻衣の言うとおりよ」

　桜花は言った。

「私、男子部員を受け入れることには賛成だったの」

「じゃ、どうして反対したの？」

　桜花はちょっと困った顔をした。

「百合子が反対してたし……私もクラスで男子嫌いを公言してたじゃない？　なのに賛成するのってバツが悪いし……私の意見で決めたくなかったの。ずるいよね」

「そんなこと、ないよ」

　麻衣はそう言ったが、桜花は別のことを言った。

「あのゲームの真意わかる？」

「真意？」

「シキリが意図してるかどうかわからないけど、あれは男子のことを良く知るためのゲームなのよ。役を作ると男子の得意なこととか、下の名前とか、生年月日とか趣味とかを理解できるの。小さい子がひらがなやアルファベットを覚えるためにカードゲームをするのと同じ。私も途中まで気づかなかったんだけどね」

　桜花は言った。

「逆に言えば、特定の人間の役で上がるってことは、その人間のことをよく知っているってこと」

　桜花がそう言ったとき、麻衣ははっと気づいた。

「そう。美み野の里りは葛か西さいくんの入った役でばっかり上がってたでしょ。葛西くんは美野里と通ってたピアノ教室が一緒だったらしいよ」

　桜花は眼鏡をふたたびかけた。

「ちなみに、葛西くんは吹奏楽部に男子が入ったら吹奏楽部に入ってもいい、って言ってるらしいわね」

　麻衣はどっと力が抜けた。そういうことだったのか。

　まてよ。

　麻衣は、桜花の上がり役を思い出した。

　途中まで桜花は『三さん馬ば鹿か』の犬いぬ伏ぶし・原はら田だ・如月きさらぎの三人が絡む役ばかりで上がっていた。そして、最後に桜花が持っていたカードは……

「桜おう花か、もしかしてあの三人のうち……」

「内ない証しよにしててね」

　桜花は唇に手を当てた。

「二人とも何やってんの、バス来るわよー」

　百ゆ合り子この声がした。

「わかった、今行くー」

　桜花はそう言って駆け出した。麻ま衣いもあわてて後を追った。



　バスを降り、家への帰り道を歩きながら麻衣は考えていた。

　どうして、桜花は私に本当のことを言ったのだろうか。

　別に答えなくてもいいはずだ。「どうしてわざと負けたの？」と聞かれても「そんなことないよ」とごまかせたはずだ。桜花ならそれぐらいのことはできる。

　だが、桜花は答えた。それはなぜか。

『内証にしててね』

　桜花が麻衣に言った言葉だ。この言葉には、自分の意中の人間を明かさないでほしい、という桜花の意図が込められている。

　しかし、もう一つの意味があった。

　おそらく桜花は知っているのだ。

　話し合いの日、部活をさぼって麻衣がどこにいたかということを。

　あの時麻衣は二階のトイレの窓から体育館裏を見ていたのだ。

　そこに、好きな人がいたから。

　桜花はそのことを知っていたのだ。知った上で、自分がわざと負けたことを告げた。麻衣は、共犯者にされたのだ。

　いや、これは宣戦布告かもしれなかった。

　麻衣は目を閉じ、桜花を思い出した。桜花の手には三枚のカードがある。そして麻衣の手にも三枚のカード。その中の一枚が、あの人のカード。

　私は、いつか手札を桜花の前で露あらわにする日がくるのだろうか？

　麻衣は空を見上げた。空には麻衣の問いに答えるように星が瞬またたいていた。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　昔、「女の子には『かわいい』と言うのが礼儀だ」と師匠が言っていました。師匠と言っても小説の師匠とか人生の師匠だとかそういう人ではありません。僕がお金が無いときによくご飯を奢おごってくれたので、勝手に『師匠』と呼んでいただけです。その意味では『サービスランチ三八〇円の師匠』と呼んでもいいかもしれません。

　師匠はいつも女の子、しかもかなり美人でかわいい女の子を連れて歩いていて、僕は密ひそかに『すごい』と尊敬していました（しかしなぜか僕と会うときはいつも一人でした）。

　ある時、僕は「師匠はどうしてそんなに女の人にもてるんですか？」と尋ねました。師匠は小学校五年生にもなって九九の覚え方を訊きいてきた子供に言うように、前述の言葉を言いました。そして「世の中にはその事を知らない連中が多すぎる。だから俺おれの所に女が寄ってくるんだ」と続けます。僕は「でも実際には『かわいい』と思えない人もいますよね？」と言いました。師匠は心底あきれた顔で「馬ば鹿かだなお前。女の子は女の子というだけで『かわいい』んだよ」と言いました。その言葉を聞いて、師匠がなぜもてるのかよくわかった気がしました。

　今回の話を書いているときに、この師匠の言葉を思い出しました。今思うと誰だれかの言葉を引用しただけのような気もしますが、当時の僕には強い印象を残した言葉でした。



　改めましてこんにちは。穂ほ史し賀が雅まさ也やです。穂史賀は「ほしが」と読みます。次に流行るカフェは『司書カフェ』だと思います。眼鏡めがねをかけた金髪ツインテールの司書が、『あんたなんてこれでも読んでなさいよ！』とか言って選りすぐりの本を渡してくれるのです。もし『司書カフェ』が出来たら週三のペースで通いたいと思います。

　それはさておき。

『オウガにズームＵＰ！』の二巻が無事刊行の運びとなりました。無事……無事？　うん、きっと無事です。多分。

　この本の刊行にあたってご尽力して頂いたすべての皆様、とりわけ担当編集の児こ玉だま様には深く感謝を申し上げます。いつも深夜に電話してすみません。またイラストを担当して頂いたシコルスキー先生に御礼申し上げます。前回のクラスメート一覧といい、今回といい、大変お世話になりました。今後ともよろしくお願いいたします。

　最後に、この本を手に取ってくださったすべての方に感謝いたします。楽しんで頂けたら幸いです。

　それでは、また。



穂史賀　雅也
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　穂史賀雅也（ほしが・まさや）

　　10月12日生まれ。

　　『暗闇にヤギを探して』で第２回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞＜∧優秀賞＞∨を受賞。

　　この間「どうして世の中にはバッティングセンターがあるのに、ピッチングセンターやキャッチングセンターがないのだろう」という話をしたら「だったら自分で作ればいいじゃない」と言われました。この本が１００万部ぐらい売れたらピッチングセンターを作って、そこでパームの練習をしようと思います。



　イラスト

　シコルスキー

　　神奈川県在住のイラストレーター。

　　日本中の杉を焼き払ってしまいたい今日この頃です。



　　ＨＰ：‥「グググググ」

　　http://www.sikorsky.sakura.ne.jp/
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